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プロローグ




　――初めてレオンと会ったのは、彼が九歳で私が七歳の時。なんて綺き麗れいな男の子なのだろうと驚いたのを覚えている。

　艶やかな漆黒の髪に、星の輝きを思わせる銀の瞳は、絵物語で見た天使のよう。彼は私たちの暮らす『ラヴァンディエ帝国』に七人いる皇子のひとり、第六皇子という特別な存在だった。

　レオンは都で起きている皇位継承争いを避けるために、私たちの暮らす『ルメール地方』にわずかな従者と共にやってきた。

　ルメールは私のお父様であるルメール男爵が治める、帝都から遠く離れた平和な土地。レオンは第六皇子で次期皇帝候補には数えられていないけれど、宮殿はなにかと物騒なので、皇帝の側室である彼のお母様――ソフィア様の命令で、しばらくここで暮らすそうだ。

　誰もがうっとりと見惚れてしまいそうな皇子様はまるで猫のように警戒心でいっぱい。綺麗な銀色の目で油断なく見回している姿は、他人が近づくのを拒否しているようだった。

　それでも私は彼と仲よくなりたくて、応接間のソファーに居心地悪そうに座るレオンに臆せず近づいて声をかけた。

『こんにちはレオン様、私はイリス・ルメール、七歳です。ここに住んでいるので仲よくしてください』

『……ルメール男爵の娘か。しばらく世話になる』

　笑顔の私に対して、レオンは仏頂面だった。それでも私は彼の隣に陣取り話を続ける。

『レオン様は何歳なの？』

『九歳だ』

『私よりちょっと年上ですね。好きな食べ物はなんですか？　好きなご本は？』

　次々と質問をする私に、彼は子供らしくないため息をついた。

『なんでそんなに質問ばっかりするんだ？』

『だってレオン様と仲よくなりたいから』

　レオンは不機嫌そうに顔を背ける。

『やめておけよ、俺と仲よくしても得しないらしいから』

　私は驚いて目を丸くした。

『どうして？』

『俺は皇位に遠い皇子だからだ。俺についてもなんの見返りもないってみんな言っていた』

　そうつぶやく様子がとても寂しそうに見える。

　お城では友達ができなかったのかもしれない。……かわいそう。

　すっかり同情した私は励まそうと明るい声を出した。

『あのね、レオン様は私のお気に入りの本で見た天使に似てるのよ。すごく綺麗なの』

『は？　なに言ってるんだよ、俺が天使なわけないだろ？』

『本当よ、今度その絵本を一緒に読みましょう？　この家には子供は私だけだから今までお友達がいなかったの。だからレオン様が来てくれて嬉うれしい。仲よくなって楽しく遊びたいの』

　皇位とか見返りとか当時の私にはよく分からなかったし、気にもしていなかった。それでも彼の友達になりたいという望みははっきりしていたから、素直な想いを告げてニコリと微笑むと、レオンは困り顔になる。

『俺と友達？』

『……もしかして嫌？』

『いや……そうじゃないけど……なんていうか、イリスは変わってるんだな』

　彼はほんの少しだけ目元を緩ませて私の名前を口にした。

　それが嬉しくて、私はますますニコニコしておしゃべりを続けた。




　私たちは勉強も食事も遊びもいつも一緒で、いつしかそれが当たり前に思うようになっていた。

　レオンは私と二歳しか年が違わないのに、随分と大人びた子供だった。品行方正で、大人の言いつけをしっかりと守る。勉強にも真面目に取り組み、成績は優秀。遊んでばかりの私とはまるで違っていた。

　そんなある日、彼は勉強をおろそかにして両親や教師に怒られて落ち込んでいる私を見て課題を見せろと言い出した。

『これが分からない？　なんでだ。先生の話をちゃんと聞いていなかったのか？』

　レオンは基礎の問題もろくに解けない私に驚きょう愕がくする。

『聞いてたけど、一度じゃ分からないんだもの』

　開き直って答えると、レオンは呆あきれつつもペンを取り解説を始める。

『仕方ないな。俺が教えるから今度こそ覚えろよ？』

『うん、ありがとうレオン様！』

　レオンはあまり笑わないし言葉も素っ気ないけれど、私が困っていると、いつだって『仕方ないな』と言いながら助けてくれた。

　こうして平和なルメールでいくつもの季節を過ごす中、私たちは少しずつ心の距離を縮めていった。

　私は初めて会った時からレオンと仲よくしたかったから、彼の鋭い眼差しがだんだんと柔らかくなっていき優しさが浮かんだ時は本当に嬉しかった。

『レオンでいい』

『え？』

『呼び方。今度からは様ってつけるなよ？』

　そんなふうにぶっきらぼうながらも私を受け入れてくれる彼のはにかんだ笑顔が好きだと思った。ううん、それだけじゃない。彼の声も手も、一見冷たそうだけど実は心が温かいところも、なにもかもが大好きで……。

　いつまでも一緒にいたいと願った。




　お父様がレオンはいつか帝都に戻ると言っていたけれど、彼が私の側からいなくなることはなかった。成人するまでルメールで皇族として必要な教育を受けながら生活すると正式に決まったのだ。

　その頃には皇位継承争いは終わり危険はなくなっているだろうと、大人たちが判断したのだけれど、私はとても嬉しかった。

　レオンへの好意はいつしか恋心へと変わっていた。彼を異性として意識し始めてからも、私は変わらずレオンの隣にいた。

　ある日、レオンとふたりで遠乗りに出た。

　私は馬に乗れないので、レオンの馬に一緒に乗る。爽やかな風を感じながら彼の背中にぴたりと重なるようにしてつかまっていると、とても幸せな気持ちになった。ずっとこうしていたい、レオンの側にいたい。そんな願いが高ぶり、声に出していた。

『私ね、レオンが大好きなの』

　レオンの身体がビクリと揺れる。

『な、なんだよ、いきなり』

　顔は見えないけれど、声で彼の動揺が伝わってくる。

『だって伝えたかったから。私、レオンと一緒にいられて嬉しいよ』

　レオンの腰に回した腕にぎゅっと力を込める。すると彼は馬を止めてしまった。

『レオン？』

　どうしたのだろうと声をかけると、レオンは手た綱づなを握っていた手を離し、私の手をそっと握った。

『俺も好きだよ』

『え？』

『俺も好きだって言ったんだ！　恥ずかしいから何度も言わせるな』

　レオンはちょっとぶっきらぼうな口調だったけれど、重なる手は優しくて……。

　喜びでいっぱいになった私は、ますます彼にしがみついた。




　その気持ちは出会った日から十年が経ち子供の時代が終わっても少しも色あせることはなく、お互いを求める気持ちはどんどん大きくなっていた。

　初夏のある日、両親が珍しく帝都に行った。ルメールの館に残った私とレオンは、夜になり使用人たちが各自の部屋に下がると、こっそりレオンの部屋に集まった。

　こんな時しか、夜にレオンと過ごせる機会はない。私たちはぎこちなくも、お互いのぬくもりを求めるように抱き合った。

『イリス、愛しているよ。これからもずっと一緒だ。イリスを大切に守っていくと誓うよ』

『レオン……私も大好き。初めて会った時からずっとレオンだけを見ていたの』

　微笑む私の顔をレオンの手がそっと触れていく。

　少年らしさが消えた彼の身体はたくましく、手も大きい。ときめきと愛しさを感じながらレオンの背中に手を回した。

『レオン、私幸せだよ。これからも側にいてね』

『ああ、約束する。なにが起きてもイリスを離さない。どこにいても必ず迎えに行くから』

　それからは夢中の時。心の中はレオンを想う気持ちでいっぱいになり、他にはなにも考えられなくなる。何度もキスを交わし、お互いを抱きしめ合い、夜が明けるまで幸せなひと時を過ごした――。




　久しぶりに昔の夢を見た。大切な愛しい日々の思い出……。

　目が覚めたあとも夢の余韻に浸っていたくてもう一度目を閉じようとすると、舌たらずな可愛い声が耳に届いた。

「ママおきて、もーあさだよ」

　一気に現実に戻り、パチリと目を開く。

「あ、おきた。ママおはよー」

　私の顔を遠慮なく覗のぞき込む小さな真ん丸の顔が目の前にあった。

「リラ、おはよう……今日は随分早起きなのね」

「うん、おなかすいたの」

　無邪気な愛娘の姿を見ていると自然と顔が綻んでくる。ぷにぷにとしたほっぺたをつついて、ベッドから起き上がった。

　リラと一緒に身支度を始める。

　井戸の冷たい水で顔を洗い、着替える。私は動きやすい丈のスカートとブラウス姿のいつもの格好。リラは頭からすっぽり被る形のワンピース。自分の長い金髪を簡単にひとつにまとめてから、リラの綺麗な黒髪を三つ編みにする。彼女は最近三つ編みがお気に入りだけど、まだ毛が細くとてもサラサラしているので結いづらい。

「はい、できあがり」

　なんとか仕上げて毛先に小さな赤色のリボンをつけてあげると、リラは声を高くした。

「あたらしいリボン！」

「可愛いでしょ？　リラの黒い髪に似合ってるわ」

「ほんと？　うれしい」

　リラは頬を染めて喜び、それから不思議そうな顔をした。

「ママのかみはきんいろ。リラとちがうね」

「そうね、違うね」

「どうして？　みんなママといっしょなのに」

　リラの言う〝みんな〟とは、近所の子供たちのことだろう。この地域は茶髪の人が多く、たいてい母子で同じような髪色をしているから。

「リラの髪はパパに似てるのよ」

　夜の闇のように神秘的な黒色の髪。

　初めて見た時、その美しさに魅せられた。今でも目を閉じれば彼の姿を鮮やかに思い出せる。

「そっか、パパのいろかー」

　リラは私の説明で納得したのか、嬉しそうに三つ編みに触れる。

　リラには父親の記憶がない。生まれてから一度も会ったことがないからだ。それでもパパという存在は特別なようで、彼の話をするとリラはニコニコと笑顔になる。

　今は幼いから、どうして父親がいないのか深く考える様子はないけれど、いつかきっと問い質ただされる日が来る。その時私はなんと答えればいいのか、まだ自分の中で答えが出ていない。

　しばらく新しいリボンを触っていたリラは、ふと思い出したように「おなかすいた」と朝食を催促してきた。

「ちょっと待っててね」

　私は台所へ行き、食事の支度を始める。

　最近はリラもいろいろ食べられるようになってきた。経済的に余裕がないので高価な食材は使えないけれど、できる範囲で栄養のある食事を用意してあげたい。

「いただきます」

「いただきます……ママのごはんはいつもおいしーね」

　野菜のスープに、パンとチーズ。愛情をたっぷりと込めた朝食をリラと一緒にいただく。

「いっぱい食べてね」

　この子を産んで三年。つい最近まで赤ちゃんだったのに、今はもう自分でスプーンを使って食事をする。

　一生懸命に食べる様子を見ていると満たされた気持ちになり、私は自然と目を細めた。

　母娘ふたりの暮らしは、慎ましいけれど平和で穏やかで愛情にあふれている。一方で、昔を思い出して胸が痛む時もある。

　今でも彼を忘れられない……けれど、きっとこれでよかったんだ。

　あの時私が選んだ別れは間違っていない。そう信じているから。










別れの時




　あれは四年前、月のない夜のことだった。

　ルメール館の私室でくつろいでいた私は、そろそろ眠ろうとソファーから腰を上げた。何気なく窓の外に目を向けると、遠くにいくつものオレンジの光が見える。夜闇の中で揺れる光はまるで蛍の群れのようだった。

「なにかしら？　だんだん大きくなっているみたい……」

　初めて見る光景に見入っていると、コンコンコンと忙しなく扉を叩たたく音が部屋に響いた。

　こんな時間に誰だろう？

　首を傾げながら返事をする。

「どうぞ」

　扉を開け部屋に入ってきたのは、レオンだった。

「こんな時間にすまない」

　私は戸惑いながら彼に近づく。

「それはいいんだけど、なにかあったの？」

　大好きなレオンが訪ねてくれるのは嬉しいけれど、彼らしくない。私たちはお互いの気持ちを確かめ抱き合った恋人同士だ。でもまだ正式に婚約しているわけではないから大っぴらに夜を一緒に過ごすのはよくないのだ。

　私より何事も弁わきまえている彼がまだ使用人の目もある時間に突然やってくるのは、なにか特別な事情があるからなんだろう。

「イリス、落ち着いて聞いてくれ」

　レオンにいつもの余裕はなく、強張った表情で私の二の腕をつかんだ。

　やはり、なにか不測の事態が起きたんだ。もしかして、あの見慣れないオレンジの光の群れと関係しているの？

　不安を覚えながら言葉を待つ。

「俺は今すぐこの館を出なくてはならなくなった」

　彼の口から出た言葉は衝撃的だった。

「えっ!?」

『落ち着いて』と言われていたのも忘れ、私は高い声をあげてしまう。

　だって急に出ていくって、なぜなの？　レオンの口ぶりから、私を連れていく気はないのだと分かる。ついこの前、ずっと一緒にいようと約束したばかりだというのに。

「イリスごめん、今は詳しく説明できないんだ」

「どうして？」

「時間がないからだ。でも必ず迎えに来る」

　レオンが焦ったように性急に言うけれど、私の思考はついていかない。

「なにが起きているの？　館を出るって、私も一緒に行ってはいけないの？」

　次々と質問する私にレオンは苦しそうに答える。

「ごめん、イリスを連れてはいけないんだ。でもあの時の誓いは絶対に守るから」

　レオンは私の腕から手を離す。

　突き放されたような気がして呆ぼう然ぜんとしていると、再びノックの音がした。誰かが扉の向こうにいるようだ。レオンはつらそうに顔をしかめた。

「もう時間だから今は行く。イリス、信じて待っていてくれ」

　レオンは足早に部屋から出ていってしまう。

　私ははっと我に返り、慌てて彼を追おうとした。けれど部屋を飛び出した途端に、彼と入れ違いにやってきたお父様に道を塞がれた。

「イリス、落ち着きなさい」

「お父様どいてください、レオンが……」

　強引に通り過ぎようとする私の腕をお父様がつかむ。

「レオン様はこの館を出る」

「知ってます。だから早く追いかけないと」

「ダメだ。私から事情を説明するから座りなさい」

　お父様は私の部屋に設えられた小さなソファーに目を向ける。その態度は冷静で、この突然の出来事の理由をすべて知っているのだと分かる。

　それでも今は一刻も早くレオンを追いたい。お父様ではなく彼本人から事情を聞きたい。

　そんな私の気持ちを察したようにお父様が続けた。

「レオン様は今とても危険な立場に置かれている。無事を願うなら追ってはいけない。イリスにできるのはこの場でおとなしくしていることだけだ」

「危険って？　……なにが起きているの？　私が追いかけたらレオンの邪魔になるの？」

「そうだ。足手まといになりたくないなら座って私の話を聞きなさい」

　そんな言い方をされたら、もう後を追えない。私のせいでレオンが危なくなるなんて絶対に嫌。だけど、どうして突然こんなことに？

　なにも分からないまま、私は力なくソファーに腰を下ろした。

「帝国兵がこのルメールに近づいていると報告が入った。目的はレオン様を捕らえることだ」

　そう始まったお父様の話は私にとって信じがたい内容だった。

「うそ……まさか……」

　彼はラヴァンディエ帝国の皇子だけれど、年齢と生母の身分の低さから皇位継承争いとは無縁の存在だった。だから帝都から遠く離れたこのルメール地方で暮らすレオンに関心を向ける者はこれまでにおらず、平和に暮らしてこれたのだ。

　継承争いも、レオンの異母兄の第一皇子が次期皇帝に正式決定したことで終わっている。それなのに、今頃になってなぜ兵士がやってくるの？

　理解できず、私は身を乗り出してお父様を問い詰める。

「どうして？　今さらレオンを捕らえに来るなんて」

「第一皇子の皇帝即位に反対した者たちが第七皇子を旗はた頭がしらに謀反を起こしたそうだ。皇位継承権を持つ皇子を次々と亡き者にし、ついにはレオン様にまでその牙を向けてきた」

「そんな！　信じられない」

　ラヴァンディエ帝国は昔から皇帝の位を欲して皇子間の争いが絶えなかった。長子継承にこだわらず能力のある皇子が後を継ぐことをよしとしてきたからだ。

　力と野心のある皇子たちは自分の能力を皇帝や家臣に主張し、次期皇帝の指名を受けるために策略を巡らせる。限度を超えなければ多少乱暴な手も許される。

　だけど、後継者決定後の油断している時に突然攻めるような卑ひ怯きょうな真似をする皇子は今までいなかった。決着がついたあとは皆、新皇帝と国の発展のために与えられた役割を果たしていたから。

　第七皇子の行動は異常としか思えない。

「このような事態に皆、驚愕している。誰も予想していなかったことだからな。第七皇子の行動は早く、帝都のソフィア様から報が届いたのと同時に第七皇子の配下の帝国兵が迫ってきた。彼らにレオン様が捕まれば非常に危険な状況になるだろう。そのため、急ぎ逃げるしかなかったのだ」

「危険な状況……」

　レオンが傷つき倒れる姿を想像してしまい背筋がぞくりと寒くなる。同時に、先ほど見た不審な蛍火が帝国兵一団の持つ松たい明まつの灯りなのだと気がついた。

　ゆらゆらと揺れる光はだんだんと大きくなって見えた。レオンを捕らえるためにこの館に近づいているのだ。

　息苦しさを感じながら、喉から声を絞り出した。

「レオンは大丈夫なの？　あんなたくさんの追っ手から逃げられるの？」

　どくどくと鼓動が乱れている。

「護衛がついているし、レオン様自身、身を守る術を持っている。きっと逃げ果おおせると信じよう」

「でも、この村を出てどこに向かうの？」

　帝都から遠く離れたこの地域には、帝国兵に抵抗できるような有力貴族の家はない。レオンが身を寄せられる安全な場所なんてあるの？

　お父様は窓の外に目を向けながら言った。

「地図はあるか？」

「はい」

　ソファーから立ち上がり、本棚から地図を持ってきてテーブルに広げた。

　私の勉強用の地図なので詳細なものではない。我がラヴァンディエ帝国と周辺国家のみの限られた地域のものだが今はこれで問題ないはず。

　お父様は指で地図上の帝都に近い位置を指した。それなりの規模の町のようだ。

「レオン様はここに向かっている。ルメールからは馬で七日ほどの距離だ」

「なぜこの町に？　帝都の側じゃない……」

　危険なところに自ら向かうなんて考えられない。

　不安がる私と違い、お父様は冷静だった。

「ここにレオン様の味方がいる」

「味方？」

「ああ、ガディオ伯爵家の一族だ」

　ガディオ伯爵はレオンの母君ソフィア様のご実家だ。爵位は高くないが古くからの武門の家柄で、屈強な騎士を抱えていると聞いている。

　確かにあの家なら敵の兵士からレオンを守れるかもしれない。

　少しホッとしていると、お父様が思いがけないことを言い出した。

「先日次期皇帝が決定した知らせを受け、レオン様は臣籍に降りガディオ伯爵家を継ぐために動いていた」

「レオンがガディオ伯爵に？」

「そうだ。帝都のソフィア様と連携して動き、皇帝陛下からのお許しも内々に下りていた。来年には帝都で正式にガディオ家の当主の位に就くはずだった」

　そんな話、私はなにも聞かされていない。ガディオ家を継ぐなら帝都に住まいを移すことになる。いずれにしてもレオンがこの村を出ていこうとしていたなんて……。

「お父様は前からご存知だったの？」

　私だけが知らなかったのだろうか。そうだとしたらショックは大きい。

「レオン様から相談を受けていたからな。ガディオ家を継ぎ正式な身分を得たらお前を妻に娶めとりたいともおっしゃっていた」

「私を？　本当に？」

「ああ、レオン様は近いうちにお前に求婚をするとおっしゃっていた。帝国兵が押し寄せてくるなど予想もしていなかったからな……」

　私はますます混乱して視線をさまよわせる。

　レオンが私との未来をしっかり考えていてくれた事実はとても嬉しい。けれど帝国兵の訪れがすべてを壊してしまう。

「お父様……この先どうなるのですか？」

　彼が危険にさらされていると思うといても立ってもいられなくなる。できることならすぐに追いかけて、側にいたい。

　不安のあまりぎゅっと目を閉じるとお父様の声が聞こえてきた。

「イリスしっかりしなさい。今は悲しんでいる場合ではない。間もなく第七皇子の兵がこの館に着くだろう。いきなり危害を加えてくるとは思えないが、レオン様の行方については厳しく問われるはずだ。我々はなにも知らないで通さなくてはならない」

「私……自信がありません、怖い……」

　顔色を変えずに嘘うそをつくなんて。それもレオンのことで。

「嘘をつきたくない気持ちは理解できる。それでも今はやるしかない。レオン様もそう望んでいる」

「レオンが？」

「そうだ。レオン様はなによりお前の身を案じていた。この場を乗り切って無事な姿で再会し、安心させてあげなさい」

「……はい」

　不安は消えないながらも、お父様の言葉に従う他ない。私は小さく頷うなずいた。

　ほどなくして帝国兵は私たちの住む館に到着した。

　兵士の責任者は、灰色の騎士服を纏まとう兵士たちの中、ひとりだけ赤の騎士服姿でひと際目立っていた。

　長身で豪ごう奢しゃな金の髪と冷たそうなグレーの瞳が印象的だ。年齢は若く二十を少し超えたくらいに見える。身なり立ち振る舞いからおそらく帝都の貴族だろう。

　彼がお父様に質問をしている間に、部下の兵士たちが館中を検あらためていった。

　大勢の見知らぬ兵士たちが勝手に歩き回るのを、私とお母様は広間の片隅で震えながら眺めるしかできない。お父様が言っていた通り、兵士たちが私たちに危害を加える気配はなかったけれど、静かだった館は踏み荒らされ、館の外からレオンを探す怒声が聞こえてくるのが恐怖だった。

　しばらくすると赤い服の兵士が私のところにもやってきた。

「ルメール男爵のご息女、イリス嬢ですね」

　兵士の厳しい目つきが恐ろしかった。私は震える声で答える。

「はい」

「レオン皇子の行方についてなにか知りませんか？」

「いえ……」

　そう答えたけれど、兵士は疑わしそうな目で私をにらむ。

「あなたは皇子と年も近いし、親しい間柄であったのではないのですか？」

「いえ……」

「ならばなぜ先ほどから震えているのですか？」

　追求に耐えられず思わず目を逸らすと、お母様が私を庇かばうように前に出た。

「イリスは本当になにも知りません。こんなふうに突然大勢の兵士が押し寄せてきたら、誰だって怖くて震えてしまいますわ」

　兵士は私をじっと見つめる。無言の圧力をひしひしと感じる時間は苦痛だったが、しばらくすると諦めてくれたようだった。

「どうやらなにも知らないようですね。ですが、当面外部との連絡は控えてもらいます。ルメール男爵家はレオン皇子が長く過ごした家というだけでなくガディオ伯爵家の分家筋にあたります。レオン皇子の関係者から連絡が入る可能性がありますので」

「はい、承知しました」

　お母様が従順に答えると、兵士は踵きびすを返し広間を出ていった。けれど私の恐怖心はいつまでも消えなかった。




　それから帝国兵は館を拠点に周辺の捜索を行っていたが、十日もするとレオンが不在だと確信したのかルメールを去っていった。

　緊張と恐怖から解放された私たちはホッと胸を撫なで下ろす。しかし彼らが残した傷は村のいたるところに存在していて、村人たちも不安に怯おびえ朗らかさを失っていた。

　踏み荒らされた道を目にすると悲しくなる。遠くの森は火をつけられたそうで、何日も煙が上がっていた。平和だったルメール地方はこの数日ですっかり変わってしまったのだ。

　レオンからはなんの音沙汰もなかった。私たちの家は目をつけられているから、連絡できないのかもしれない。

　お父様に聞いた話では、皇帝陛下はもう大分前から病で寝込んでおり、第七皇子の暴走を止める力はないとのことだった。だからレオンは自分の力でこの窮状を脱しなくてはならないのだ。

　第七皇子はレオンより年下だけれど、生母の身分が高く強い後ろ盾を持っている。長く地方に引っ込み味方も少ないレオンが、熾し烈れつな継承争いを生き抜けるのだろうか。

　彼の無事を祈るしかできない状況がつらくて、眠れない夜が続いた。




　帝国兵が去ってから二カ月後、レオンの関係者と名乗る男性が密かにルメールを訪れた。レオンは無事逃げ延び、今はガディオ家の皆と共に第七皇子に対抗しているとの報告だった。

「よかった！」

　心からホッとする私に、男性は一通の手紙を差し出した。

　レオンからの手紙だと思い喜び受け取ったけれど、それはソフィア様からのものだった。

　皇帝の側室として帝都の王宮で暮らしていたソフィア様と私は面識がない。レオンからよく話を聞いてたので親しみは感じていたけれど、直接手紙をもらうのは初めてだ。

　私は少しの緊張と期待を抱きながら手紙を開封する。だけど中の文に目を通した途端、衝撃を受け息を呑のんだ。

【レオンのことは忘れてください】

　手紙にはそう書かれていた。

　彼と第七皇子との争いはもう穏便に済ませられない状況になっている。今のままでは不利なため、有力貴族である公爵家の姫君と婚約させ後ろ盾にする、と。

【長い間レオンを支えてくれたあなたに心から感謝しています。ですが彼の将来のために身をひいてほしいのです】

　私は激しく動揺し、使いの男性に返事もできずに部屋に閉じこもった。涙が次から次へとあふれる。

　レオンと別れるなんて考えられない。そんな日が来るなんて想像したこともなかった。だって子供の頃から彼だけを見てきたのだもの。この先もずっと一緒に生きていけると、疑いもなく信じていたのに……。

「諦められるわけないよ……」

　どうやったってレオンを忘れられない。こんなにも愛しているのだから。




　夜が更けても涙が止まらなかった。それでも少しずつ心が落ち着いてきていたのだろう。泣き疲れてぼんやりした頭にふと景色が浮かび上がった。兵士たちに踏み荒らされた村に、焼けた森。もう二度と目にしたくない光景が。

　生まれ育った大切なルメールが虐げられていた時、私はなにもできなかった。突然やってきた彼らの無慈悲な行動に怒りは感じていても、実際はただ震えて見ていただけだった。

　私にはなんの力もない。レオンに危機が迫っている今も役に立てていない。

　でも彼と婚約するという公爵家の姫には、大きな力があるのだろう。

　私と公爵家の姫。どちらがレオンのためになるのか考えるまでもない。ソフィア様のおっしゃる通り、私が身をひくことこそがレオンの未来を拓くのだ。

　だけど頭でそう分かっていても心が追いつかない。了承の返事を出す決断を下せず涙にくれる日々を送っていたある日、私は自分の身体の異変に気がついた。

　脳裏にある予感がよぎる。しばらく悩んでから覚悟を決め医師に診てもらうと、診察結果は予想通りだった。

「妊娠されています。産み月は春の頃でしょう」

　その時の気持ちは言葉では言い表せない。

　心から想っていた彼の子供を授かったのが嬉しい。だけど彼はここにはいない。この先も会えないかもしれないのに、私のお腹の中にレオンの子供がいるなんて……涙があふれて止まらない。

「レオン……会いたいよ……」

　必ず誓いは守ると告げたレオンの姿を思い出す。でもそれは叶かなわない約束なのだろうと私はもう理解していた。

　医師の診断結果を伝えると、お父様とお母様はひどく動揺した。

　当然だ。私とレオンが想い合っているのには気づいていても、そこまで関係が進んでいるとは思っていなかったはずだから。

　私とレオンが抱き合ったのはたったひと晩。お父様とお母様が不在の日のことだった。

　とても幸せだったし、レオンに初めてを捧ささげたのは後悔していない。だけど、もしお腹の子がラヴァンディエ皇帝の血筋だと誰かに知られたら大変なことになる。危険が迫るかもしれない。

　かといって、授かった命を諦めるなんて私にはできない。産む以外の選択肢はなかった。

　本当はもう一度彼に会いたい。でもその願いが叶うことはない。これから生まれる子とレオンとの関係を誰にも疑われるわけにはいかないのだから。

　私の決心を知った両親は最後まで反対した。

「産み月からレオン様の子だと疑われる恐れがある。残念だけど子供は諦めなさい」

　お父様が厳しく迫る。

「だからルメールを離れて産むの。ラヴァンディエ帝国からも出るわ。誰も知らないところへ行く」

「馬鹿を言うな。お前がひとりで生活していけるわけがないだろう？」

「できなくてもやるわ。秘密は絶対に守ってみせる。お父様にもお母様にも迷惑はかけないし、レオンに連絡を取るつもりもない。生まれてくる子は私が必ず守るから」

　目を閉じると、別れ際のレオンのつらそうな表情が思い浮かぶ。消し炭になった森と、打ちひしがれた村人の顔も。

　あんなつらい思いを、生まれてくる子にさせるわけにはいかない。皇家の争いになんて関わらずに穏やかで幸せな人生を送ってほしい。

　そのためにはなんでもすると覚悟を決めてからは、私は泣くのをやめてひたすら準備を進めた。

　私の決意が揺らがないのを見て両親は諦めたようだった。私と生まれてくる子が少しでも安全になるようにと、できる範囲で手を尽くしてくれた。

　そしてひと月後の肌寒い秋の早朝、私は両親だけに見送られ、生まれ育ったルメール村を旅立った。










四年後の再会




　ルメールを出た私は、ラヴァンディエ帝国の南方に位置する『ティオール王国』の小さな町に移り住んだ。ティオール王国は、強大なラヴァンディエ帝国の影響を強く受けながらも独自性を保つ小さな国だ。

　平民として暮らす母方の叔母を頼った。叔母は母とは腹違いの妹で、公にされていない存在だ。そのためルメール家との繋がりを疑われる心配はないけれど、念のためにリース・メルノと名を変えた。

　地方の男爵家とはいえ一応貴族だった私が平民として暮らすのは大変で、慣れるまでは苦労の連続だった。それでもなんとか無事に娘のリラを産み、試行錯誤しながら暮らし始めた。

　そして、生家を出てから四年。二十一歳になった私は町の洋裁店に雇ってもらい、なんとか生計を立てている。

　リラは三歳になり、だんだんと言葉も覚えて元気よく動き回るようになった。近所の子供たちとも仲よくなり、毎日とても楽しそうだ。

　けれど、そんな日々に陰りが差し始めていた。

　朝食の後片付けをしていると、玄関を叩く音と同時に呼びかける声が聞こえてきた。

「リース、いるんだろ？」

　聞き慣れた声。仕事先である洋裁店の店主、セルジュ・ドニエだと気づき、私は食器洗いで濡ぬれた手を拭きながら玄関に向かった。

「おはようございます、セルジュ」

　今日は週に一度の洋裁店の定休日だ。

「休日にごめん、急ぎの用があって」

　セルジュは私より五歳年上の二十六歳で、両親の後を継いで洋裁店を切り盛りしている。柔らかそうな栗くり色いろの髪に、目じりの下がった同色の瞳。第一印象は穏やかで優しそうな人だった。

　その印象通り彼はとても温厚で落ち着いていて、思いやりがある。リラを育てながら働く私の事情を理解し、なにかと融通を利かせてくれる理想的な雇い主だ。

「大丈夫です。なにかあったんですか？」

「リースに頼みがあるんだけど、リラの具合はどう？」

「大分落ち着いてきているけど、原因が分からないから心配で……」

　私はセルジュから部屋の中に視線を移した。居間ではリラが絵本を読んでいるはずだ。

　実は、生まれてから大きな病気に罹かかることもなく健康に育ってきたリラの様子が、ふた月前からおかしくなっていた。急に熱が出てぐったりとなったり、赤い湿しっ疹しんが顔にできたり。町で唯一の医師であるターナー先生の診察を受けているけれど、原因は判明しない。

　そんな状況でリラを置いて仕事に行くのが不安になり、最近はセルジュの許可を得て家で製作をしている。

「あんなに小さいのにかわいそうだな。早く治るといいんだけど」

「ええ……」

　私も心からそう願っている。

「あのさ……大変な中、申し訳ないのだけど明日、店に顔を出してほしいんだ」

「明日？　さっき言っていた頼みってそのことですか？」

「そう。領主家の方がうちの店を視察に来るんだけど、その時リースにも話を聞きたいそうだ」

「私に？」

　洋裁店の主のセルジュと話すのは分かるけれど、ただの針子にすぎない私になんの話があるのだろう。

「店頭に飾っておいたリースのショールを、お忍びで町に来ていた令嬢が見て気に入ったそうだ。それで今後うちに注文をしてくれるらしく製作者とも話がしたいって」

　セルジュの言うショールは、女性の防寒用にと仕立てたものだ。素材は羊毛で華やかに見えるように刺し繍しゅうを施している。

「そうなんですか……ありがたい話ですね」

　私が作ったものを評価してもらえるのはとても嬉しいし、お世話になっている彼の店の役に立ててよかった。

　セルジュも嬉しそうに目を細めた。

「明日、頼むね。終わったらすぐに帰って大丈夫だから」

「はい、分かりました。配慮してくださってありがとうございます」

「いいんだ、気にしないで。困った時は助け合わないと。それよりももっとうちの商品を買っていただきたいんだ。明日は売り込みも頑張らないとな」

　セルジュが張り切って言ったその時、玄関の扉がバンと音を立てて開いた。

「セルジュ！」

　飛び出してきたリラが、ニコニコしながらセルジュに駆け寄り手を伸ばす。

「だっこして！」

　彼女はセルジュに懐いており、顔を合わすたびにこうやって抱っこをせがむ。長身の彼に持ち上げてもらうのが楽しいらしい。

「いいよ。ほーら、高い高い」

「うん、たかいー」

　リラはすっかりご満悦の様子だ。背の低い私の抱っことは違う景色が見られるので新鮮なのだろう。だけどいつまでも彼に面倒はかけられない。適当なところでリラをセルジュから引き取った。

「リラ、絵本を読んでる途中だったでしょう？」

「あ、そうだった……セルジュまたあそぼーね」

「ああ、また高い高いしような」

　リラは大きく手を振るとトコトコと室内に戻っていく。その様子を見たセルジュがくすりと笑った。

「今日もリラはご機嫌だ。ああしていると病はなにかの間違いではないかって気がしてくるな」

「はい、症状が出ていない時は元気でじっとしていません。思い切り外で遊びたいみたいです」

「そうか。じゃあリラの体調が落ち着いたら湖にでも連れていってあげようか。たまには遠出したいだろ？」

　湖は、ここから馬車で一時間ほどかかる有名な避暑地だ。休暇を楽しむための施設も豊富で幼い子も楽しめるところだから、リラはきっと気に入るだろう。

　けれど私はやんわりと断った。

「お気遣いありがとうございます。でも、リラはこの町での遊びで十分です」

　セルジュの貴重な休みを私たちに使ってもらうのは申し訳ない。それに湖の避暑地はラヴァンディエ帝国国境に程近い。警戒しすぎかもしれないが、リラを帝国に近づけたくないのだ。

　私の反応にがっかりしたのか、セルジュは肩をすくめた。

「遠慮しなくていいのに。さっきも言ったけど助け合いだし、リースが働いてくれてうちも助かっているのだから……じゃあ俺はそろそろ帰るよ、また明日」

　セルジュは少し照れたようにしながら手を振って去っていく。

　小さくなる後ろ姿を見送ってから、私は中断していた家事の続きに取りかかった。




　翌日。セルジュとの約束通り、リラを叔母に預かってもらい洋裁店へ行った。

　普段より少し早めの時間だ。視察が入る前に製品の最終確認をしたいと思ったからだけれど、領主家の使者は聞いていた時間より前に到着していて、既に来客用の小さな部屋に通されているようだった。

　その部屋の扉が開き、セルジュが出てくる。

「おはようリース、落ち着いたらすぐに来てくれるか？」

「はい」

　私は短く答えると急ぎで手荷物をしまい、それから気に入っていただいたショールとまだお店には出していない新作のショールを持ち運び用の籠に手早くまとめた。

　その動きを見守っていたセルジュが声を潜めて耳打ちしてくる。

「急かしてごめん、連絡をもらっていた時間が間違っていたようなんだ」

「大丈夫です。もう用意できました」

　私は申し訳なさそうにするセルジュにニコリと微笑み、彼と共に領主家の使者の待つ応接室へ向かう。

　うまく商品を紹介できるといいのだけれど。

　やや緊張しながら部屋に入った私は、そこにいた人物を目にした瞬間、まるで時が止まったように身動きができなくなった。

　目を奪われる艶やかな黒髪、同色の意思の強そうな眉の下には切れ長の銀の瞳がある。高い鼻び梁りょうに、薄い唇。すべてがバランスよく配置された完璧なまでに整った顔は、ひと目見たら忘れられない。

　細身の身体と長い手足を黒い騎士服で包み、周囲を圧倒するような存在感を放つ彼は、私が部屋に入った瞬間からまっすぐこちらを見つめていた。

　彼は初めから私が来ると分かっていたようで、突然の再会に驚いた様子はない。私から決して逸らさない眼差しには強い感情が宿っていた。

　私は身体が震えるのを抑えられない。

　離れていても決して忘れることがなかった愛しい人。だけど二度と会えないはずだった人。どうして彼が……レオンがここにいるの？

　もう昔とはなにもかもが違う。今の彼は私なんかでは近づくことすらできない至高の存在になったというのに。

　頭の中は真っ白で呼吸さえままならない私に、セルジュが戸惑った様子で声をかけてきた。

「リース、どうしたんだ？」

　その呼びかけでようやく身体の強張りが解ける。私はレオンの視線から逃げるように目を伏せ、気持ちを落ち着かせるため瞬きをした。

「すみません、大丈夫です」

　本当は少しも大丈夫などではないし、この状況が理解できない。でも私たちの関係を知らないセルジュの前で、レオンに事情を問うことはできない。

　セルジュはそんな私を気にしながらも、レオンに声をかけた。

「お待たせして申し訳ありません。彼女がショールの製作者リース・メルノです」

　セルジュの言葉を聞いたレオンの目が厳しくなり、不穏な空気が漂う。

　レオンは約束を破った私を怒っているはずだ。必ず迎えに行くから待っていろと言われたのに、彼を待たずに置き手紙ひとつ残しただけでルメールの屋敷を出たのだから。

　彼は私がルメールを出た本当の理由を知らない。当然リラの存在も。だから他国で名前を変えて生活している私の行動は理解不能だろう。

　緊張感の漂う苦しい時のあと、静寂を破るようにレオンが発言した。

「彼女と少し話をしたい」

　低く滑らかな昔と変わらない彼の声。懐かしさと切なさで感情が乱れそうになる。

　誰の返事も待たずにレオンは続けた。

「カイルはドニエさんから店舗の説明を受けてきてくれ」

　カイル？　聞き慣れない名前だ。

　レオンの視線を追って振り向くと、そこには騎士服姿の金髪の男性が佇たたずんでいた。

　私は思わず悲鳴をあげそうになるのを必死に堪えた。カイルと呼ばれた男性は四年前、第七皇子の配下としてルメール村にやってきた兵士だったからだ。

　私たちを不安に陥れ、帝国兵に森に火をつけるよう命じた彼のことは今でも忘れられない。でもなぜここにいるの？　レオンとの関係は？

　次々に疑問が浮かんでいく。

　そんな中、セルジュがカイルと同行者の男女ふたりを連れて店舗奥の作業所へ移動したため、私はレオンとふたりきりになってしまった。

　部屋には怖いほどの沈黙が訪れていた。漂う空気は気まずく、自分の鼓動の音だけがやけに大きく耳に響く。

　どうしよう……どうすればいいの？

　こんなふうにレオンと再会するとは思ってもいなかった。もう二度と会えないだろうと覚悟をしていた。だって彼は本当に特別な存在になったのだから。

　一年前、レオンはラヴァンディエ帝国の新皇帝に即位した。

　若く見目麗しい皇帝誕生の知らせは、隣国の小さな町で暮らす私の元にも届いた。

　その時の気持ちは本当に複雑だった。レオンが過酷な継承争いを勝ち抜いたのは嬉しかったし、これからは敵に怯えることなく無事に過ごせるのだと思うとホッとした。しかし同時に彼との立場の違いを改めて実感する結果になった。

　皇帝になった彼はもう本当に手の届かない人だ。平民の立場では顔を見る機会すらない、それほど遠い存在。

　自分で選んだ道だけれど悲しくて、リラが眠ったあとにこっそり泣く日が長く続いた。新皇帝の噂うわさは嫌でも耳に入り、そのたびに動揺せずにはいられなかった。

　それでも日々の生活は忙しく、時は流れて苦しみもだんだんと薄れていった。最近は噂を聞いても心乱されないで過ごせている。今でも胸の痛みは消えないけれど、レオンと過ごした日々は過去の大切な思い出として、私は私の暮らしをしようと気持ちを切り替えられるようになった。

　生家を出た時、リラを産んだ時、彼の皇帝即位とその後の様子を聞いた時。何度も彼への想いを封じるように自分の心に言い聞かせ、その通り実行してきた。それなのに……。

　たったひと目姿を見ただけで瞬く間に私の心はレオンへの想いでいっぱいになった。冷静さを装うなんてできないほどに。

　ぎゅっと目を閉じたのと同時に、レオンの掠かすれた声が耳に届いた。

「イリス、やっと見つけた」

　私がなにか答える間もなく強い力で身体を引き寄せられる。

「あっ……」

　いつの間にこんなに距離が近づいていたのだろう。そんな考えも、抱きしめられると思考に霧がかかったように曖昧になった。

　レオンの鼓動が伝わってくる。懐かしい彼の匂いを感じ、頭が真っ白になって声も出ない。

　ようやく我に返ったのはレオンが抱擁を解き、私を見つめながら発した声を聞いたからだった。

「イリス。話したいことが山ほどある」

「あ、あの……私……」

　レオンの眼差しはとても強い。そこにある感情が怒りだけではないと気づき、私は思わず目を逸らしてしまった。

　どうして今でもそんな目で私を見るの？　まるで初めて抱き合った時のような……今の彼は昔とは違うのに。

　レオンは皇帝即位と同時に公爵令嬢と婚約したと噂で聞いた。彼には共に生きる人がいる。私との関係は既に過去の出来事のはずなのだ。

「イリスが館を出たと知ってからずっと探していた。母が出した手紙についてもルメール男爵から聞いた。傷つけて本当に悪かった」

　私は彼の言葉に驚き、目を見開いた。皇帝である彼が一市民でしかない私に頭を下げるなんてあってはならない。

「あ、謝らないでください。ソフィア様の申し出は仕方のないことだと分かっていますから」

　近すぎる距離を開けようと一歩後ずさると、レオンは整った顔を曇らせた。

「だがイリスは俺を許していない。他人行儀な話し方をするのはそのせいだ」

「昔と同じようにはいかないからです。今のレオン様と私では立場が違いすぎますから」

　出会った頃から身分違いだった。けれどあの頃の私は世間知らずで、レオンの皇子という立場を本当の意味では理解していなかった。だから好きという気持ちだけで彼を求めた。いつまでも彼の側にいられると信じて疑いもしなかったのだ。

　でも、今はもうそんな考えは持てない。

「立場は変わっても俺自身はなにも変わっていない。イリスとの約束を忘れたことはなかった。迎えに来るのに時間がかかってしまったが、この先は二度と苦労をかけない。俺たちはこの先もずっと一緒だ」

　そう言葉にするレオンは、錯覚かもしれないけれど本当に以前と同じように思えた。懐かしさと愛しさがこみ上げて、彼の胸に飛び込みたくなる。このままでは流されて余計なことを口走ってしまいそうだった。

　私は理性を失いそうな空気を変えようと、先ほどから気になっていた疑問を口にした。

「あの……レオン様はどうしてここが分かったのですか？」

　私の居所は家族だけが知っている。けれど例えレオンが訪ねてきても、行き先もリラの出産についても絶対に告げないとお父様は約束してくれた。それなのにレオンは今ここにいる。お父様は皇帝の権力に逆らえなかったのだろうか。

　するとレオンは切なそうな表情を浮かべた。

「一年前、ようやくイリスを迎えられる環境が整ったのでルメールへ行った。約束通り待っていてくれると信じていたからだ。……でも君の姿はなく、ルメール男爵からイリスは母からの願いに応え身をひいたと聞かされた。驚き動揺しながらもイリスの行方を問い質したが、よい返事はもらえなかった。探さないでそっとしておいてほしいと懇願されたよ。恩あるルメール男爵に強引な真似はできずにその場は引き下がったが、それからもイリスを探していた」

「一年も？」

「ああ、必ず迎えに行くと言っただろう？　あらゆる伝つ手てを使いイリスの行方を追った。もし一般市民として暮らしているとしたら得意の裁縫を仕事にしているだろうと予想し、その職業に就いている若い女性でイリスに近い容姿、年齢の者の情報も集めた。初めは国内、そして国外にも捜索の手を伸ばし、先日ついに条件が合う女性がいると知らせを受けて今日こうして駆けつけた。領主家の視察団に混じってね」

　彼の話を聞き、涙がこみ上げそうになった。

　皇帝になった今でも私と交わした約束を大切にして、忙しい日々の中探してくれていた。勝手に去ったというのに……。私がいなくてもレオンは困らないはずなのに。

　きっと、彼は公爵令嬢と婚約したあとも私を見捨てられなかったのだろう。

　昔からそうだった。親しくなるまで時間はかかったけれど、心を開いてからのレオンはとても情が深く思いやりがあった。

　だから私を探してくれた。それでもう十分だと思った。

「……ありがとうございます。レオン様の優しさが嬉しいです……でも、もうあの時の約束は忘れてください。私はここで幸せに暮らしています。大丈夫ですから」

　こうやって再会できたのだ。改めて今までの感謝を伝え別れの挨拶をすれば、心の奥に残り続けている未練も消えるかもしれない。

「俺と距離を置こうとしているように聞こえる。なぜだ？」

「ですから、それは立場が……」

「関係ない。いい加減、他人行儀な口調はやめてくれ。以前のようにレオンと呼ぶんだ」

「そんな……無理です」

　戸惑う私の腕をレオンが強引につかんだ。

「無理じゃない。これからは一緒に暮らすのだからそんな態度では窮屈だ」

　私はビクリと肩を震わせた。

「え？　……一緒に暮らす？」

「言葉の通りだ。イリスは俺と共にラヴァンディエに戻るんだ」

　私は大きく目を見開く。

「あの、先ほども言いましたけど、私はこの町でうまく生活できているんです。仕事もあるし、友達もできました。この先もここで暮らしていくつもりです」

　地方の小さな町だけれど平和で人々は優しい。リラもここを気に入っている。

「レオン様は私を心配してくださっているのでしょうが、本当に大丈夫です。だから――」

「イリスは俺が責任感や同情で迎えに来たと思っているのか？」

　私の言葉を遮り、レオンが硬い声を出した。

「……はい」

「違う。俺が迎えに来たのはイリスを愛しているからだ。離れている間だってひと時も忘れたことなどなかった。この先の人生をイリスと歩みたいんだ」

　そう口にするレオンの瞳は真摯で、私の心を揺さぶった。

　子供の頃からずっと彼だけを慕ってきたのだ。そんな相手に必要とされたのだから、心の中は喜びで満たされる。だからといって、今の私は昔のように心のままレオンの胸に飛び込めない。

「私もレオン様の側にいたいと願っていました。でも今はもうあの頃とは違います。だってレオン様は皇帝で、公爵家の姫と婚約したとも聞いています。……私の居場所はもうレオン様の側にはありません」

　言葉にすると悲しくなる。自分を卑下しているわけではなく、事実だから余計に。

　けれどレオンは驚愕の表情になる。

「待ってくれ、イリスは誤解している。公爵家の姫と婚約などしていない。俺が妻に迎えたいのは昔も今もイリスだけだ」

　私は彼以上に驚き狼ろう狽ばいした。

「え？　……でもソフィア様の手紙にはそう書かれていましたし、ラヴァンディエ皇帝の婚約についてはこの町にも噂が届くほど有名な話です」

「確かに母は姫との結婚を望んでいた。でも俺は受け入れなかった。流れた噂については完全な誤りだ」

「誤り？　……でもどうして」

　私はひどく混乱していた。

　長い間、顔も知らない公爵家の姫君の姿を想像し、嫉妬と悲しさを感じていたのだ。でもそれは誤解だった。今レオンの隣に立つ女性はいない。その事実がなにより嬉しい。

　それでも私はレオンの元に戻れない。四年前、私はひとりでリラを守り育てると決心して、生まれ育ったルメールを出た。レオンに再会して心が揺れたからといって、その決意を覆すわけにはいかないのだ。

「俺を信じてくれ。昔も今もイリスだけを想っている」

「レオン様の言葉を信じます。公爵家の姫との婚約については事実ではないのですね」

　彼の眼差しが柔らかくなる。

「ああ。だから一緒にラヴァンディエへ帰ろう。王宮にイリスを迎えるための準備を進めているんだ。きっと気に入ると思う」

　私は胸の痛みを感じながら首を横に振った。

「……ごめんなさい、私はラヴァンディエには行きません。ここで生きていくと決めたのです」

　私の答えを聞いたレオンの表情に動揺が走る。驚きはたちまち苛立ちに変わり、声を荒らげた。

「なぜだ？　誤解は解けたはずだろう？」

「はい」

「理由は？」

「それは……」

　問い詰められて口ごもってしまった。

　ラヴァンディエに行けない最も大きな理由はリラのこと。けれど、レオンにはその存在を知られてはいけない。

　レオンがリラを見たら、きっと自分の子供だと気づいてしまう。年齢だけでなく彼女のレオン譲りの黒髪と銀の瞳は血のつながりを意識させるものだから。

　どうしようかと悩んでいるとノックの音が響き、直後に扉が開いた。

「作業場の案内が終わりました」

　セルジュがレオンの同行者カイルを伴って戻ってきた。他にいた男女は姿が見えない。先に帰ったのだろうか。

　ふたりの目があるからか、レオンがつかんでいた私の手を離した。

　これで追求から逃れられるとホッとして、私はセルジュに視線を向けた。すると彼も応えるように笑ってくれた。

「リースのほうも終わったようだね」

　籠にきちんとしまってあるショールを見て、商品説明が終わったと考えたようだ。実際には取り出してもいないので、罪悪感を覚えながらもなにか返事をしようとすると、それより先にレオンが発言した。

「こちらも用は済んだ。だがもう少し確認したいことがあるので後日出直す」

　レオンは素っ気なく言い、カイルさんを連れて部屋を出ていこうとする。

「かしこまりました、ご検討よろしくお願いいたします」

　セルジュが慌てて彼を追い、私もそのあとについていく。

　店舗の出入り口に着くと、レオンは私たちを振り返った。

「仕事は何時に終わる？」

　それは明らかに私に向けた言葉だった。

　少し驚いた様子のセルジュの隣で、私は気まずさを感じながら答える。

「今日は、夕方までです」

「分かった」

　レオンは身を翻し、足早に出ていく。機嫌の悪さがうかがえる様子に、私は不安を覚えため息をこぼした。

「なんとか無事終わったな」

　セルジュは安あん堵どした様子でつぶやくと、自分の手で肩を揉もんだ。緊張して力が入っていたみたいだ。

「レオンさんはすごく迫力のある人だったな、目が合うと怖いくらいだったよ。さすが領主家の使者だけあるよな」

「……はい」

　新皇帝の絵姿は一般に出回っていないので、セルジュはレオンの身分に気づかない。だからといって本当のことを打ち明けられるはずもない。

「リースの仕事の終了時間を聞いていたけど、ふたりでいる時になにかあった？」

　セルジュの問いかけにドキリとした。どうにか冷静さを装って「いいえ」と答える。

　すると彼は首を傾げた。

「レオンさん、なんだか様子がおかしくなかった？　初対面のはずのリースをやけに気にしていたし」

「……気のせいかと思いますけど」

　なにもかも見透かされるような居心地の悪さを感じて、私は目を逸らした。

「もしかしたらレオンさんは、リースを見初めたのかもしれないな」

「まさか！　ありえないです」

「そ、そう？　ごめん、俺の気のせいだな」

　むきになって否定する私にセルジュは少し驚きながらも、いつもの仕事に戻っていった。

　その後は心が落ち着かないながらも、もくもくと仕事をした。ここ最近は在宅での仕事なので、店でしかできない仕事が滞っている状態だった。せっかく出てきたのだからできる限り片付けてすっきりしたい。

　リラが心配だけれど、なにかあれば連絡をもらえるように叔母に頼んである。今日一日だけだからきっと大丈夫。

　集中して仕事をこなしていると、あっという間に時間が過ぎていった。




　夕方になりひと段落したので、仕事を終えて店を出た。辺りはオレンジ色の夕焼けに染まっている。

　もしかしたらレオンがいるかもしれないと周囲を見回したけれど、彼の姿はどこにもなかった。ホッとしたのと同時に、少しだけがっかりしている自分に気づきため息が漏れる。

　鞄かばんを肩にかけ直しながら町で一番賑にぎわっている商店街に向かい、リラ用に新鮮な果物とミルクを買った。

　リラが健康な頃からだけれど、なるべく早く帰ってあげたい気持ちがあるせいか帰りはいつも足早になる。今日も脇目も振らずに歩いていると、私以上の速度で近づく足音が耳に届いた。

　なんだろうと確認するよりも先に声をかけられる。

「イリス」

　間違えるはずもない声。息を呑みながら振り返った。

「レオン様……」

　彼は着替えをしていて、騎士服から町の人がよく身に着けている簡素な服装に変わっていた。

「やはり今日中に話し合いたくて洋裁店に戻ったがすれ違ったようだな」

　では店に私がいないと気づき、町中を探していたの？

　嬉しいと感じている私は未練の塊だ。だけどその気持ちをレオンに気づかれたくなくて、素っ気ない声が出てしまった。

「でも話はさっき終わったはずです」

「勝手に終わらすな。この先の宿に部屋を取っている。来てくれないか？」

　レオンは強引ともいえる態度で私の腕をつかもうとする。私は慌てて後ずさり首を振った。

「無理です」

「なぜ？」

「それは……」

　うまく言葉を返せないでいると、レオンの纏う空気が冷ややかになった。

「セルジュ・ドニエと付き合っているからか？」

　不機嫌な彼から発せられたその言葉に、私は驚き顔を上げた。

「え？　まさか……なにを言っているのですか？」

　どうしてそんな発想になるのだろう。店での私たちはいつも通り店主と従業員としての態度だったし、疑われるような行動はなにもなかったはずだ。

　けれどレオンは不快そうに眉間にシワを寄せて低くつぶやいた。

「彼はイリスをとても気にかけていた。ただの従業員に向ける気遣い以上のものだと感じたし、イリスも彼に気を許しているように見えた。ラヴァンディエに帰らないと頑ななのはそれが原因なんじゃないか？」

「ち、違います！　セルジュとはそんな関係じゃないです。確かに気を遣ってもらってはいるけど、あくまで雇い主と従業員の関係です」

　セルジュの気遣いは、彼の優しい性格からだ。ひとりでリラを育てている私をとても心配してくれている。なにかと助けてはもらっているけれど、決して特別な関係なんかじゃないのに……。

「本当か？」

「はい、誓って」

　私の心は昔と変わらずレオンにあるのだから。

「それなら、なぜここから離れるのを拒むんだ？」

　レオンは納得した様子ではないながらも態度を和らげ、再び私を問い詰める。

　私はまたもや口ごもりそうになりながら、なんとか言葉を絞り出した。

「それは……この町は人も気候も穏やかで住みやすいからです。仕事もあって自活できているし、四年近く住んでいてもうすっかり慣れて今さら他のところに行きたくありません」

　一番の理由ではないけれど、事実だ。私もリラもこの町が好きで、幸せに暮らしている。だからどうか、これ以上追い詰めないで。

　そんな願いも虚しく、レオンは失望したように目を伏せた。

「納得できない」

「でも……本当なんです」

「イリスにとって、ふたりで生きていこうと誓った約束はそんなに軽いものだったのか？　俺との絆きずなは、住みやすい気候と比べて切り捨てられるようなものだったのか？」

「ち、違う！」

　私は周りの目も忘れて叫んでいた。

　レオンとの約束は私にとっても心からの誓いだった。軽い気持ちなどでは決してない。その想いだけは疑われたくなかった。

　だけど、どうすれば信じてもらえるの？　リラの存在を話し、嘘偽りない私の気持ちを伝えれば納得してくれるかもしれない。けれど、もしレオンが自分の血を引くリラを皇女として皇家に迎えると言い出したら？　皇帝である彼が本気になったら、私の抵抗など通じない。

　レオンが私に冷酷な仕打ちをするとは思わないけれど、今の彼は皇帝だ。身分の低い私では彼の正妻にはなれないだろう。周囲がそれを許さない。

　ラヴァンディエの王宮に行きリラが皇女の身分を得た時、私は今と変わらず母親として側にいられるの？　もし引き離されたところでリラに危険が迫ったら……。

　考えると身体が冷たくなった。

　リラと離れ離れになるなんて耐えられない。やっぱり本当のことは言えない。

「私、本当にレオン様の側にいたいと願っていました。子供の頃から大好きで、あの夜、第七皇子の兵士が来なければ離れようなんて考えもしなかったと思います」

「だったら！　第七皇子の問題はもう解決しているんだ、もう邪魔する者はいない。……イリス、やはりもっと話し合いたい。お願いだからついてきてくれ」

　レオンが私の腕をつかみ引き寄せる。強い力に抵抗できず彼の腕に包まれた。

「愛しているんだ。どんなに拒否されても諦められない」

「で、でも……」

「もう決して苦しませない。不安にならないように必ず俺が守るから」

　懇願するレオンの目を見ていると流されそうになる。理性では離れなくてはならないと分かっているのに、心が彼を拒否しきれない。なにも考えずに感情のままレオンにすがりつきたくなる。

　そんな時、夜の訪れを告げる鐘の音が辺りに響き、はっと我に返る。

　私、なにをしているの？　早く帰らなくちゃ。遅くなったらリラを不安にさせてしまう。

　私は彼を求める気持ちを振り切るように目を伏せた。

「ごめんなさい、今日は本当に時間がなくて、もう帰らないといけないんです」

　私の様子が突然変化したことに、レオンは戸惑ったようだった。

「なんの用があるんだ？」

　黙ったままの私に、レオンは眉をひそめる。

「答えないなら帰せない」

　彼は依然として私の背中に回した腕を緩めない。

「大切な用があるんです。お願い、離してください」

「俺との話し合いよりも大事なのか？」

　レオンの声音はまるで悲しんでいるように沈んでいた。

　胸の痛みを覚えながら私は小さく頷く。すると彼はため息をつきゆっくりと私の身体を解放した。

「あと数日はこの町に滞在するからまた会いに来る。さっきも言ったが俺は諦めない」

「レオン様、私は……」

「答えはまだ聞かない、気をつけて帰れ」

　レオンは切なそうに目を細めて身を翻し、来た道を戻っていく。

　その後ろ姿を見ていると胸が苦しくなった。追いすがりそうになる自分を叱しっ咤たし、リラの待つ叔母の家に急ぎ向かった。




「ママ、おかえりなさい」

　叔母の家へ迎えに行くと、ふっくらした頬をピンクに染めたリラが嬉しそうに駆け寄ってきた。

「ただいまリラ」

　抱きついてくるリラを抱っこする。

「リラちゃん、ママが迎えに来て嬉しいね」

　いつも面倒を頼んでいる叔母が見送りに来てくれた。

「叔母様、いつもありがとうございます」

「いいのよ、親戚じゃない。リラちゃんがいると家が明るくなってみんな楽しいの。今日は具合が悪くなることもなく元気に過ごせたから安心して」

「はい。ありがとうございます。本当に助かります」

　心からの気持ちを伝えると、叔母は明るく笑った。

「そんなかしこまらないで。ああ、そうだ。リラちゃん、胡桃くるみのクッキーを気に入ったみたいなの。今度多めに作って届けるわ」

　クッキーが大好きなリラのために、叔母様はいろいろな種類のものを手作りしてくれる。

「お気遣いありがとうございます。ほら、リラもお礼を言いなさい」

　私に促されたリラは小さな手を叔母に向け、ちょこんと小さな頭を下げる。

「クッキーありがとうございます」

　叔母は優しい目でリラと握手をした。

「いいのよ、リラちゃん、また来てね」

「うん、またね」

　リラは屈託なく笑って答えた。

　この町のみんなには本当に助けてもらっている。私とリラが生きていけるのは、みんなの好意のおかげだ。

　温かな気持ちでリラとふたり、家までの道を手をつないで歩く。

「ママ、きょうはちょっとおそかったね」

「ごめんね、お仕事が忙しかったの」

「そーなの？　ママのおしごとはおようふくつくり。リラもおおきくなったらつくれるかな」

　無む垢くな銀の瞳を向けてくるリラを見ていると、レオンを思い出す時がある。今日は特にレオンの面影を強く感じる。きっとこの先もこんなことが何度もあるのだろうと切なさがこみ上げた。

「作れるよ、いつか教えてあげるね」

「うん！」

　嬉しそうに笑うリラをよいしょと抱っこする。

「だっこだー」

「リラ大好きよ」

　ニコニコするリラをぎゅっと抱きしめると、悲しい気持ちが消えそうな気がした。

「リラもママがだいすき！」

　可愛らしい声があがったその時、思いもしなかった声が聞こえてきた。

「イリス？」

　ドクリと心臓が音を立てる。

　まさか……どうして？　さっき別れたはずなのに。彼は私とは反対方向に去っていったのに。

　恐る恐る振り返る。そこにはレオンがいて、信じられないといった顔で私と腕の中のリラを見据えていた。

「どういうことだ？　その子は……」

　彼は動揺も露わにつぶやく。

「ママ、いたいよ」

　声も出せない私は、無意識にリラを強く抱きしめていたようだ。リラの声ではっとする。

「ご、ごめんね」

　慌てて腕の力を解く。同時にレオンが足早に近づいてきた。

「イリス、説明するんだ」

　有無を言わせないレオンの声音。

　今夜は満月。リラの黒髪が夜の闇に紛れないほど、月の光が明るく辺りを照らしている。彼はもうリラの正体に気がついたのかもしれない。

　ただならぬ気配を感じ取ったのか、リラが不安そうな声を出し私に身体を寄せてきた。

「ママ、このひとだれ？」

「ママの……昔から知っている人。怖がらなくて大丈夫だからね」

　私の言葉にレオンはむっとしたようだった。それでも子供の前だからかなにも言わず、代わりに視線で説明を要求してきた。

　もう……ごまかすのは無理だ。レオンがなぜここにいるのかは分からないけれど、リラの存在を知られてしまったのだから覚悟するしかない。

「少し時間をください。リラに食事を用意しないといけないから。お風呂にも入れなくちゃ」

「……分かった。イリスの家はこの先なのか？」

　頷くと、レオンは自分も行くと言い出した。

　断れるはずもなく、私たちは三人で家に向かうことになった。










転機




　リラが突然のお客様に戸惑っていたのはわずかの間。しばらくするとレオンに興味を持ったようで、自分から近づいていった。

「こんばんは」

　レオンは戸惑った様子だった。笑顔を浮かべているつもりらしいがよく見ると顔が引きつっている。

　あまり人見知りしない性格のリラは、遠慮なくレオンに話しかける。

「なまえおしえて？」

「……俺はレオンだ」

「レオンのかみは、リラとおなじくろだね」

　町に黒髪の人はいないせいか、リラは珍しそうにレオンを見つめている。

　レオンはすっと目を細めた。

「リラは何歳なんだ？」

　その瞬間、私は手のひらが汗ばむのを感じた。レオンはリラが自分の子である証を探っている。

　そんな思惑をリラが分かるはずもなく、彼女は朗らかに返事をした。

「さんさい」

　右手で三本指をつくり、レオンに突き出す。

「三歳……」

　レオンはオウム返しにつぶやいたあと、私に剣けん呑のんな視線を向けた。

　彼から怒りを感じて、私は身が縮まる思いだった。

　どうしよう……すごく怒っている。

　こうなると予想はしていたものの、不安が高まるのを抑えられなかった。

　レオンは、リラが眠ったあと私を家の外に連れ出した。庭に置いてある木でできたベンチに座ると、予想通り追求が始まる。

「リラは俺の娘だな？」

　確認してきたものの、彼はもう自分がリラの父親だと確信しているのが明らかだった。

「……はい」

　観念して頷くと、レオンは言葉で言い表せないような複雑な表情になった。

「なぜ黙って姿を消したんだ？　子供までできていたのに」

「それは……」

「母の手紙だけが原因ではないだろう？　イリスだったら俺が有力貴族の姫との結婚など望んでいないと分かっていたはずだ」

　レオンの言葉は図星で、私は開きかけていた口を閉ざす。

　確かに私が知る彼は、女性の実家の力で権力を持つことを好まないだろう。自分の力で成し遂げたいと願うはず。

　幼い頃から共に育った私たちはお互いの性格をよく知っているため、口先だけのごまかしなんて通じない。レオンも追求を緩めない。

「この町を離れたくない理由も理解できない。ルメール男爵の娘として暮らしていたイリスがここでの生活に満足しているとは思えない」

「……私は十分満足しています」

「娘に十分な環境を与えられないこの状況で？」

　レオンは私たちの暮らす小さな家に目を向けながら言う。その指摘に込められた意味を察し私の頬は熱くなった。

　私だって今の生活に問題があるのは分かっている。リラにたくさんの愛情を注いでいるつもりだけれど、経済的に満足できる暮らしではない。

　ラヴァンディエ皇家の血筋であるリラは、本来なら王宮で人々にかしずかれなに不自由ない生活を保証される身分だ。そんな彼女が小さな町で、新しいリボンひとつで大喜びするような、つつましい生活を送っている。教育だってちゃんとした先生はつけられず、古本屋で買った本を使って私が教えている有様だ。

　このままではよくないと気づいていたし、特に教育に関しては不安を覚えていた。でも、レオンに指摘されると冷静さを保てなくなってしまう。悲しいとか悔しいとか恥ずかしいとかいろいろな気持ちが次々とこみ上げる。

「私もリラも幸せに暮らしています。ここは穏やかで安全で愛情にあふれている。確かに生活が苦しい時はあるけど、私がもっとたくさん働けば……」

　早口でまくし立てる私に、レオンは呆れたのか小さなため息をついた。

「働くってあの洋裁店でか？　イリスが必死に働いたところで、たかが知れているだろう？」

「そんな言い方しないで！　立派な仕事じゃない」

　馬鹿にされたように感じて思わず声を荒らげてしまったが、皇帝に対してあまりに無礼な物言いだった。すぐに後悔して青ざめる私に対し、レオンは怒った様子はなくむしろ先ほどまでより態度を和らげた穏やかな声を出した。

「誤解しているようだが、裁縫の仕事を馬鹿にしているわけじゃない。だが、今のままではリラにしっかりとした教育を受けさせられないだろう。学問にマナー教育。イリスが当たり前に身につけている知識をリラが持てなくてもいいのか？」

　私はなにも言えなくなり唇を噛かみしめる。

　田舎の男爵家での暮らしは、自分が特権階級の人間である自覚を持てるほど豊かな生活ではなかった。だけど実際、私は恵まれていたのだ。なに不自由なく、両親に守られ、十分なものを与えられていた。

　私に両親と同じことはできない。

「レオン様のおっしゃることが正しいのは分かります。でも私にはこれが精一杯なんです」

　うなだれる私に、レオンはさらに口調を和らげた。

「責めているわけじゃない。イリスはなにも悪くない。生家を離れひとりでリラを産んで育ててきた。誰にでもできることではない」

　私を認める言葉に、戸惑いを覚えた。

「……勝手にリラを産んだことを怒っていないのですか？」

「なぜ？　怒ってるわけないだろう」

「だ、だって、さっきとても険しい顔をしていたし」

　リラの年齢を確認した時のレオンはとても怖かった。

「あれは……リラが自分の娘だと確信して動揺したんだ。イリスにひとりで出産をさせてしまっただけでなく、父親としてこれまでなにもしていなかった。後悔したんだ」

「それはレオン様のせいではありません、秘密にしていた私が悪いのだから……」

　慌てながら訴えると、レオンの大きな手がそれを制した。

「イリスは悪くない。それより礼を言わせてくれ」

「お礼？」

「リラを産んでくれてありがとう。ふたりがこうして無事でいることに心から感謝している」

　彼の私を見つめる目は慈しみであふれている。深い愛情を感じ、胸がいっぱいになった。

「レオン様……ありがとう」

　リラの存在とこれまで過ごしてきた時間を彼が認めてくれた事実が、泣きたくなるほど嬉しかった。

　しばらくするとレオンは改まった口調で言った。

「今後について話し合いたい」

「今後？」

「俺は三人でラヴァンディエに帰りたいと思っている。城に戻ったらリラを皇女の身分にするんだ」

　レオンが私のすっかり荒れてしまった手をそっとつかむ。

「これからは俺がイリスとリラを守っていく。今まで側にいられなかった分を取り戻すために尽くすから、ふたりは安心して過ごしてほしい」

　彼の言葉は力強かった。実際それだけの自信があるのだろう。

　大好きな人にこんなふうに宣言されたら心が揺れる。嬉しくて、頼りがいのある腕に守ってほしい気持ちが生まれてしまう。だけど……。

　私は彼の手から自分の手をそっと引いた。

「イリス？」

　レオンは意外そうに眉を上げる。今の私の様子から拒否するとは思わなかったのかもしれない。

「ごめんなさい……。私、どうしてもラヴァンディエには行けないんです」

「……！　なぜだ？　今の環境がよくないと自分でも認めているのだろう？　俺だったら最高の環境をリラに与えられる」

　彼は焦ったように声を荒らげる。

「そうですけど……」

「リラは俺の娘でもある。父親としてこのままにはしておけない」

　厳しい声だった。

　身体に恐怖が突き抜ける。皇帝のレオンの決断に私が逆らえるわけもない。できるのは彼の心に訴えることだけだ。

「レオン様、お願いだからリラを連れていかないで！　私、リラと離されたら生きていけません」

　祈るように胸の前で手を組んで必死に懇願した。

「そんな心配は要らない。俺がイリスを手放すわけがないだろう？　他の誰にも渡さない。この先、共に生きていきたい。ふたりでリラを大切に守り育てるんだ」

　レオンは私を強い眼差しで見つめる。その瞳から私に対する強い熱情を感じた。それでも私は……。

「ラヴァンディエには行けません。四年前、レオン様が急に出ていったあと、館に第七皇子の兵士たちが押し寄せてきたんです。今日レオン様と一緒にいたカイルが指揮官でした。彼は私たちに危害を加えるような真似はしなかったけれど、とても怖かった」

　あの出来事を思い出すと今でも身体が冷たくなる。ぶるりと身震いした私の手をレオンが再び優しくつかんだ。

「俺のせいで恐ろしい想いをさせて悪かった。だが、もう敵はいない。ラヴァンディエは平和になったんだ。カイルも今は俺の部下になった。当然イリスに危害を加えたりしない」

「そうかもしれないけど……でも不安なんです。オレンジの灯りがどんどん大きくなって兵士たちの足音が聞こえてきた時の光景が頭から離れない。彼らが去ったあとの村はぼろぼろでした。森は焼け道は踏み荒らされて、壊されてしまったの」

「あの時のような悲劇はもう二度と起きない、俺がさせない」

　レオンは私をなだめるように辛抱強く言う。けれど私はまるで子供みたいに首を横に振った。

「いいえ、第七皇子はいなくなったけど皇帝の地位を狙う人は他にもいるかもしれません。リラを皇女にしたらそういった人たちに狙われて危険な目に遭うかもしれない」

　今度は完全に否定できないのか、レオンはためらいを見せた。

「もし敵意にさらされたとしても、イリスもリラも危険な目には遭わせない。なにがあっても俺が守るから」

　それはレオンの本心なのだろう。嬉しさと心強さを感じたけれど、それでも私は頷けない。

「ありがとうございます。私とリラを守ると言ってくれて嬉しいです。でもそれではレオン様のことは誰が守るのですか？　私……四年前にソフィア様からレオン様が公爵家の姫と婚約すると聞いてすごくショックだったけれど、そのほうがいいとも思ったんです」

　レオンの瞳に動揺が走る。

「あの時大切な村が踏み荒らされても私はなにひとつ反抗できなかった。私には力がなく、レオン様の助けになれない。でも公爵家の姫ならレオン様を守れます」

「俺はイリスに守ってもらうつもりはない。言っただろ？　ただ側にいてほしいんだ」

「私、リラを身ごもったと分かった時本当に悩みました。彼女の出自が知られたらきっと争いに巻き込まれ無事ではいられないだろうから、どうすればいいんだろうって。かといって産まない選択なんてできるはずもなかった。だからルメールを出たんです。ラヴァンディエと関わりの少ない遠くに行ってリラを産もうと。それ以外に私がリラを守る術はなかったから」

　両親とも何度も話し合った結論だ。その決断は今でも後悔していない。

「今レオン様と一緒にラヴァンディエに帰って王宮に入ったとしても、地位も身分もない私にはリラを守れない。母親が低位貴族だと陰口を叩かれ傷つくかもしれない。レオン様だって常にリラについていられるわけじゃないでしょう？　私、リラに幸せになってほしいんです。争いなんてない平和なところで穏やかに暮らしてほしい」

「俺だって娘の幸せを願っている。それでも……」

　レオンの手に力がこもる。彼の葛藤が伝わってきて胸が痛くなる。

「ずっと一緒にいるって約束を果たせなくてごめんなさい。私はレオン様についていけない。どうか分かってください」

　頭を下げて懇願する。

　返事はもらえなかった。けれど彼の目には悲しみが浮かんでいる。

　それは別れの覚悟を決めたからなのだろうと感じた。きっと私の気持ちを受け入れてくれたのだ。

　自分で決めたことなのに、胸が痛くて涙がこぼれそうになる。お互い言葉のないまま、満天の星を見上げていた。

　夜も更けていたので、レオンは私たちの小さな家に泊まっていった。

　もちろん寝室は別々だ。客室はないためレオンには私の寝室を提供した。私は子供部屋のリラのベッドに入れてもらう。

　だけど、横になっても神経が高ぶって眠れなかった。

　薄い壁ひとつ隔てた向こう側で彼はなにを考えているのだろう。

　自分から別れを告げたのに、頭の中はレオンのことばかり。切なくて寂しくて、すがるように小さなリラの身体をぎゅっと抱きしめた。




　結局、一睡もできずに朝を迎えた。窓からは明るい光が差し込み、小鳥のさえずりが聞こえてくる。

　時計を見るといつも起きる時間より大分早い。けれど、どうせ眠れないのだから起きることにした。

　リラを起こさないようにそっとベッドから抜け出して身支度をする。

　部屋を出ようとしたところで、なぜか胸騒ぎを覚えた。振り返り、リラの眠るベッドに目を向ける。

　小さなリラが寝息を立てて眠っている。いつもと変わらない光景だけれど妙に気になり、私はベッド脇に戻り身を屈めた。

　瞬間、目を見開き息を呑む。悲鳴をあげそうになるのを堪え、恐る恐るリラに手を伸ばし、額にかかる前髪をかき上げた。ドクンと心臓が嫌な音を立てた。

「なに、これ……」

　リラの額に今までとは比べられないほど大きな赤い斑点が現れていた。不安を覚えながらリラの様子を改めて確かめる。

　熱はそれほど高くないようだった。けれど目をつむったまま声をかけても反応しない。眠っているというより、ぐったり意識を失っているようだ。

　今すぐ診療所に連れていかなくては。慌てて居間に行き荷物を準備する。

　着替えや布などを大きな鞄に詰め込んでいると、私の寝室の扉がそっと開きレオンが姿を現した。物音に異変を察して起きてきたようで、怪け訝げんな顔をしている。

「なにかあったのか？」

「うるさくしてごめんなさい、リラの具合が悪くてお医者様に連れていく準備をしているんです」

　レオンの顔色が変わり、足早に近づいてきた。

「様子を見に行ってもいいか？」

「はい」

　頷くとレオンは子供部屋に向かい、そう時間を置かずに戻ってきた。彼の表情は険しく、私は嫌な予感に苛まれた。

「どうしたんですか？」

「すぐに医者のところに連れていこう。診療所はどこにあるんだ？」

「町のはずれです。うちからはかなり遠いの」

　レオンは苛立たしげに顔をしかめた。

「なぜ医者が町はずれに住んでいるんだ」

　不満をこぼしながらも、レオンはリラをベッドから抱き上げて連れてきてくれた。リラに厚みのある生地のショールをかけると慌ただしく家を出る。

　早歩きで進んでもリラが目を覚ます様子はまったくなく、ますます気持ちが急いてくる。

「リラは病弱なのか？」

　腕にしっかりとリラを抱いたレオンは、私を横目で見ながら尋ねる。

「少し前からよく熱を出すようになったんです。以前は風邪ひとつ引かなくていつでも元気いっぱいだったのに……」

　だからこそ今の状況が信じられない。

「そうか……とにかく医者に診てもらおう」

　レオンは私が示した方向に急ぐ。それからは特に会話もなく、お互いの息遣いだけを感じていた。

　診療時間より大分前だったけれど、先生は診療所のドアを開けてくれた。

　町で唯一の医師であるターナー先生は、二十年以上この診療所で患者の治療をしており、この町の住人たちをとても大切にしている。私はリラが体調を崩した時に初めてお世話になった。それ以来かかりつけ医として相談に乗ってもらっている。

　先生はレオンを訝いぶかしげに見てはいたけれど、私の態度から身内に近い存在だと判断したのか特になにかを言われることはなかった。

「ターナー先生、こんな早くにすみません。リラの様子がおかしくて……今までにない症状なんです」

　先生はリラの額に目を向けるとわずかに顔をしかめた。それから診療所内のベッドに寝かし、私とレオンに診察室から出ているように告げた。

　ただ待つだけの時間はつらい。リラの病気はなんなのだろう……あんなに鮮やかな斑点を見たのは初めてだ。素人目にもただ事じゃないと感じる。リラになにかあったら……、考えると身体が震えて止まらない。

　その時、震える指が大きな手に包み込まれた。レオンが気遣うような目を向けている。

「大丈夫だ、俺がついている」

　彼の言葉には力がある。それは逆境を乗り越えてきた経験と、何者にも脅かされない絶対的な地位から来るものかもしれない。

　皇帝という地位は私にとって近寄りがたい存在。けれど今はとても心強くなにも考えられず彼に頼りたくなる。そんな私の様子に気づいたのか、ためらいがちではあるけれど彼の手が背中に回ってきた。

「大丈夫……なにがあってもイリスとリラは俺が守るから」

　いくらレオンでも病気が相手ではどうしようもないはず。それなのに私は彼の言葉を信じたいと思っている。

　レオンに促され診療所内の長椅子に座り、声がかかるのをひたすら待つ。ひどく長く感じる時間を耐えられたのは、レオンが隣にいるからだ。もしひとりだったら私はもっと取り乱してしまっていただろう。

　どれくらいの時間が経ったのか、治療室の中の先生から声がかかった。レオンと共に急いで入室する。

　リラは先ほどと変わらずベッドに横たわっている。目は閉じたままで起きる気配はなさそうだ。いつも血色のよい頬が今は蝋ろうのように真っ白になっていた。

　痛ましさに顔をしかめていると、レオンが先生に向かって尋ねた。

「先生、診療結果を聞かせていただけますか？」

　その声につられて私も先生に視線を移す。先生は珍しく困った表情を浮かべていた。

「額に出ていた斑点は虫に刺されたようなものではなく身体の中からできたものだ。しかしここでは詳しい検査ができない。紹介状を書くので大きな病院に行きなさい」

「やはり原因が分からないんですか？」

「ああ、力が足りず申し訳ない」

　無念そうに頭を下げる先生に、私は慌てて頭かぶりを振った。

「い、いえ、先生のせいではありません」

「斑点は一時的なもののようだがリラちゃんはこれまでも発熱を繰り返している。可能な限り急ぎで検査をしたほうがいい」

「はい」

　転院しての検査は以前から勧められていた。

　でも検査ができるほどの大きな病院は、ティオール王都の病院だけだ。町から王都までは馬車で片道三日はかかるし、治療も含めたら当分帰ってこられないだろう。仕事と経済的な問題で転院は難しくなかなか決断できずにいた。

　だけどもう迷っている猶予はない。先の生活の不安より、今はリラの身体を治さなくては。

「先生、紹介状をお願いします」

　そうお願いすると、先生はすぐに用意をしてくれた。

「リラちゃんの症状を書き記している。これを持っていきなさい。転院先の病院には私の後輩がいるからしっかり診てくれるだろう」

「ありがとうございます！」

　先生の知人がいるのなら安心だ。ホッとしながら紹介状に記載された文字を目で追う。

　その瞬間、私は目を見開いた。

　宛先にラヴァンディエの文字があったのだ。

「あの……先生、この病院はティオールの王都ではなくラヴァンディエ帝国にあるのですか？」

　私の言葉にレオンがわずかに反応する。

「ああ。ラヴァンディエ帝国の医学はこのティオール王国より格段に進んでいる。リラちゃんの治療も安心して任せられるはずだ」

「そ、そうなんですか？　でも……」

　歯切れの悪い私に、先生が怪訝そうにする。

「どうしたんだね？」

「いえ……なんでもありません。先生、紹介状ありがとうございます」

　ラヴァンディエ帝国にリラを連れていくのは抵抗がある。

　でも今はそんなことを言っている場合じゃない。リラの治療を優先しなくては。

　私たちは紹介状を受け取り、先生にお礼をして診療所を後にした。




　診療所にいる間に日は高くなっていた。レオンに抱かれて眠るリラの顔色も先ほどよりはよく見える。

　家に戻る途中レオンはほとんど口を利かなかったが、自宅に戻りリラをベッドに寝かしつけると紹介状を見せてほしいと言ってきた。

　私は鞄からもらったばかりの紹介状を取り出し、レオンに差し出す。

　彼は内容に目を通すとすぐに返してくれた。私は受け取りながら苦笑いのような表情を浮かべる。

「あれだけ拒否したラヴァンディエ帝国に行くなんて……」

「イリス、なにも心配しなくていい。ラヴァンディエ帝国に入ってもリラに危険が及ぶことはないよう最大限に手を尽くすと約束する」

　レオンが私を見つめ真摯に告げる。

「……お願いします。どうかリラを守ってください。散々拒んでおいて勝手だと思われるかもしれないけど」

　行くと決まったからにはレオンに頼るしかない。

「リラだけでなくイリスもだ。大切なふたりを決して危険な目には遭わせない」

　私は咄とっ嗟さに顔を逸らしていた。レオンが距離を縮めようとしているのを感じると、平然としていられなくなる。小さく深呼吸して気持ちを落ち着かせた。

「あの……レオン様はこの病院をご存知なのですか？」

「ああ。紹介状に書かれている病院は皇家が支援していて、ラヴァンディエでも最新の設備を誇る。事前に使者を送り、リラの受け入れ態勢を整えるようにする」

　皇家として支援している、つまりはレオンの息のかかった病院であるという意味だ。

「病院はラヴァンディエ帝都にあるのですか？」

「いや、都市『カサンドラ』にある」

　カサンドラは、帝都とティオール王国国境の中間あたりに位置する豊かな都市だ。

　レオンの答えに少しホッとしていた。帝都に行くよりは気が楽だ。

「なるべく早く向かったほうがいいな。リラは俺が見ているからイリスは出発に必要な準備を進めておいてくれ」

「はい」

　私は一番大きな鞄をクローゼットの奥から取り出した。ルメールを出てこの町に移り住んだ時に持ってきたものだけれど、それ以来遠出をする機会がなくずっとしまい込んでいた。

　いつかリラを旅行に連れていってあげたいと思っていたのに、こんな理由で使うことになるなんて。

　数日分の着替えなど必要最低限のものに絞り込み荷造りを終え、そのあとはあまり音を立てないように家の中の掃除を始めた。

　水回りや床、家具。しばらく戻れないかもしれないので念入りに行っていると、玄関の扉がコンコンと叩かれた。

　誰だろう。今日は来客の予定はないはずだけれど。

　扉を開けると、外には思いがけずにセルジュがいた。

「セルジュ？　どうしたんですか？」

「急ぎの依頼が入ったから打ち合わせをしたくて来たんだ」

　よく見ると彼は両手に大きな紙袋を下げている。

「それは？」

「領主のお嬢様から正式にショールの注文が入ったんだ。できるだけ早くとの依頼で、生地と糸は揃そろえてある。他に必要な物があれば言ってくれ」

　セルジュは嬉しそうに紙袋を掲げた。

　在宅になってからは、注文の品に必要な材料をこうして届けてもらう場合があった。今日の依頼は袋の大きさから察するにかなり大量みたいだ。

　いつもなら仕事を得られると喜んでいるところだけれど、今日に限っては困ってしまう。

　その気持ちが顔に出ていたのか、セルジュは首を傾げた。

「どうかしたのか？」

「あの……実は今朝リラの具合が悪くて、ターナー先生のところに行ったんです」

「え？　大丈夫なのか？」

　セルジュが心配そうに眉を下げる。

「はい、今のところは。ただ原因がはっきりしないため大きな病院へ検査に行こうと思ってるんです。急な話なんですけど」

「リラちゃんの身体が一番大事なのは当然なんだから、急いだほうがいいよ」

　彼は相変わらず優しい。その分、私は心苦しくなる。

「仕事で迷惑をかけてしまうのが申し訳なくて……」

「それは気にしなくていいよ。今はリラちゃんの治療に専念したほうがいい」

「でもお嬢様からショールの注文が入ったんですよね？」

　セルジュは困った顔をして紙袋を見た。

「そうなんだよな。カーラさんに依頼するにしても、すぐにはできないだろうし」

　カーラさんは、洋裁店で働くもうひとりのお針子さん。十年働いているベテランだ。裁縫の腕は私よりずっと上。だけど刺繍はその人の個性が出るから真似をして作るのはとても時間がかかる。何度も繰り返しているうちにスピードは上がるけれど、今すぐというのは難しいだろう。

　私は少し考えてから提案をした。

「今注文を受けている分は転院先で製作して送る形にしてはいけませんか？」

「本当？　大丈夫なのか？」

「はい」

　セルジュは少し迷ってから、「じゃあ、お願いするよ」と紙袋を差し出してきた。

　受け取り中身を確認する。

　若い女性に似合う、柔らかな色味の生地に色とりどりの刺繍糸。それに注文の内容などが記された紙が入れてあった。

「なるべく早く取りかかるようにします」

「ありがとう。助かるよ」

　そのあと簡単に打ち合わせをしていると、室内で扉が開く音がした。

　振り返ると、レオンがこちらに近づいてくる姿が見えた。彼は来客に気づいていたようで、私の隣で立ち止まるとセルジュに軽く会釈する。

「え？　あなたは……」

　セルジュが驚きの声をあげる。

「事情は説明したのか？」

「はい、リラについては」

　私たちのやり取りを聞いていてセルジュは、ためらいつつも話に入ってきた。

「あの、失礼ですがなぜあなたがここに？　リースと知り合いだったのですか？」

　セルジュの疑問は当然だ。私はとても気まずかったけれど、レオンは平然と頷いた。

「彼女とは幼おさな馴な染じみで昨日久しぶりに再会した。誤解がないように言っておくが、あなたの店を領主家が贔ひい屓きにしていることとはなんの関係もない」

「そうなんですか……幼馴染」

　セルジュは戸惑いの視線を私に向ける。

「リース、本当なのか？」

「ええ」

　肯定すると、感心したようにつぶやいた。

「信じられないような偶然だな」

「私も驚きました」

「リースに貴族の幼馴染がいたなんて……」

　セルジュはかなり困惑している様子だった。けれど思い出したようにリラの寝室に視線を向けた。

「リラの検査は王都の病院でするのだろう？　王都には俺の親類が住んでいるから連絡をしておこうか？」

　彼はこんな状況でもリラを気遣ってくれている。

「気にしてくれてありがとうございます。でも王都ではなくラヴァンディエの病院に行くんです」

「ラヴァンディエ帝国？」

　セルジュは意外そうに眉を上げる。

「ええ、ターナー先生の紹介で。ラヴァンディエはティオール王国より医療が発達しているし、先生の後輩がいるそうです」

「そうか……でもラヴァンディエは他国で距離もある。道中が心配だな」

「あ、それは……」

　私が答えようとするより早く、レオンが早口で割り込んできた。

「ラヴァンディエには俺が付き添うので心配は要らない」

「あなたが？　でも……いや、分かりました。あなたは腕が立ちそうだから安心ですね」

　セルジュは笑顔を浮かべ、落ち着いたら連絡を寄越してほしいと言い残して帰っていった。

　彼の後ろ姿が見えなくなると、私は小さくため息をついた。

「セルジュに迷惑をかけてしまうわ。病院で作って送るにしても、余計な手間を取らせてしまうし……」

　独り言のつもりだったけれど、レオンが反応した。

「必要な手配は彼に負担をかけないよう俺のほうでする。それに視察の者はイリスのショール以外の商品にもよい評価を出していたようだし、心配しなくて大丈夫だ」

「そうですね……セルジュなら大丈夫ですね」

　セルジュもカーラさんも腕はいい。きっかけさえあれば活躍できるはずだ。

「随分と彼を気にかけているのだな」

　レオンは少し低い声を出した。

「ええ、この町に来てからずっとお世話になりっぱなしで本当に感謝していて……レオン様、怒っているのですか？」

「怒ってなんていない」

「でも……」

「俺のことは気にするな。それよりも転院の準備を急ごう」

　レオンは「すぐに戻る」と玄関の扉を出ていった。

　私は後味の悪さを覚えながらも荷造りの続きをし、それが終わるとリラの様子を見に行った。リラはまだ眠っていたけれど、血色はよく額の斑点も大分薄くなっている。

　よかった……。とはいえ、油断してはいけない。まだ原因が判明していないし、またひどい症状が出る可能性もあるのだから。

　枕元に椅子を持ってきて腰かける。リラを見つめていると、どうしてもレオンを連想する。

　レオンはどこに行ったのだろう。急に機嫌が悪くなったように見えたのはなぜ？　セルジュとの関係を疑われたものの、誤解は解けたはずなのに。他に気にかかることでもあるのだろうか……。

　幼い頃から長い時間を一緒に過ごした彼をよく知っているつもりでいたけれど、四年も離れ、立場も激変した今、昔のようにはいかないのだと痛感した。




　昼過ぎにリラがようやく目を覚ました。真ん丸の目をパチリと開き、うーんと気持ちよさそうに伸びをする。その様子はいつもと変わらず、早朝のぐったりしていた姿が嘘のようだった。

　じっと観察していると、リラがニコリと笑った。

「ママ、おはよー」

「おはよう、ねえリラ、どこか痛いところはない？」

　目に見える範囲では問題なさそうだけれど。

　リラはきょとんと首を傾げる。

「いたくないよ？　おなかはすいたけど」

「そう。どこか痛くなったらすぐに教えてね」

「うん」

　リラは不思議そうにしながらも素直に頷く。それからふと思い出したように声をあげた。

「レオンはまだいる？」

「え？　……ええ、いるよ。今は少し出かけているけど」

　そう答えるとリラは嬉しそうな笑顔を浮かべた。

「レオンとあそびたい」

　どうやら彼を気に入ったようだ。親子だから本能的に惹ひかれるものがあるのだろうか。

「遊ぶ前にご飯にしようね」

　リラにラヴァンディエ行きの件を説明する必要もある。私は台所へ行き、朝食の支度に取りかかる。

　ターナー先生がリラの湿疹は食べ物が原因の可能性があると言っていたので緊張する。いつも通りのメニューだから大丈夫なはずだけど、そんな普段通りの生活で今朝の騒動が起きた。ラヴァンディエで検査をして原因が分かるまで油断はできない。

　パンにチーズに卵。それから買ったばかりの新鮮なトマト。用意をしながら、昨日リラはなにを食べたのだろうかと考える。

　朝は今日と同じようなメニュー。昼のお弁当はサンドイッチ。夜は野菜のたっぷり入ったシチューだった。特に変わったものは食べていないと思うけど。

　そういえば、叔母様の家で胡桃のクッキーを食べたと言っていたっけ。でもそれで斑点が出るとは考えづらい。胡桃は今までに何度も口にしているけどなんの問題もなかったのだから。

　様子を見ながらの食事中に、レオンが戻ってきた。

「あ、レオンだ！」

　リラは嬉しそうな声をあげて椅子から立ち上がり、私が止める間もなく駆け寄っていく。

「おかえり」

　レオンは驚きながらも、腰を屈めてリラを受け止める。彼の腕の中に収まったリラには警戒心の欠片もない。

「ただいま」

　嬉しそうに答えたレオンはリラの手を引き、元いた食事用の椅子に座らせた。

「遊ぶのは食事が終わってからにしような」

　優しく諭されたリラは、素直にパンの残りを食べ始める。レオンはそんなリラの様子をしっかりと観察している。時々私になにか言いたげな視線を向けてくるけれど、口には出さずに食後の挨拶をしたリラを抱っこして外に連れ出してくれた。

「わー、たかいねー、セルジュよりたかいよ」

　リラははしゃいで笑い声を立てる。

「怖くないか？」

　レオンの穏やかな声。

「うん、だっこ、だいすきだから」

「そうか」

「ママのだっこもだいすき。でもたかくない」

「リラのママは小さいからな」

　和気あいあいと触れ合うふたりは、傍から見ているとまさに親子だった。同じ黒髪に、神秘的な銀の瞳。三人でいると私のほうが異質に見えるだろう。

　リラもレオンとの血縁を本能的に感じ取っているのかもしれない。いくら人見知りをしないからといって、こんなにあっという間に仲よくなるなんて珍しいもの。

　複雑な気持ちでふたりを眺めていると、リラを抱いたレオンがくるりとこちらを振り返った。

「イリス、来てくれ」

「え？」

「リラにラヴァンディエ行きの話をしよう」

「あ……そうですね」

　私は頷きレオンに近づく。

「ラヴァ？　……ってなに？」

　聞き慣れない単語だからかリラが不思議そうに瞬きする。私はそんなリラを見つめながら説明する。

「前にリラの住む国はティオール王国だって話したのを覚えている？」

「うん、おぼえてるよ」

「ラヴァンディエはティオール王国の隣にある大きな国よ。急なんだけどね、そのラヴァンディエへ行くことになったの」

　リラはじっと私の言葉を聞いている。

「リラもいくの？」

「そうよ。ラヴァンディエの病院に行ってリラを診てもらうの」

「リラ、げんきなのに？」

　リラはどこか不安そうに、小さな手をぎゅっと握る。

「念のために病気がないか検査してもらうの、ママも一緒だから心配しなくて大丈夫よ」

「うん……レオンもいっしょ？」

　リラがレオンを見上げると、彼はリラをしっかりと抱き直した。

「ああ、俺もリラと一緒に行く。なにも怖くないからな」

「そっか、ならいいよ」

　リラはホッとしたように微笑み、レオンに小さな身体を寄せた。










都市カサンドラ




　翌日。レオンの手配した馬車に乗り、私たちはラヴァンディエ帝国の都市カサンドラに向けて出発した。

　身分を隠した旅なので一見皇帝のものとは思えない地味で小さな馬車だけれど、中は見かけより広々しており座席のクッションも座り心地のよいものだった。

「わー！　リラばしゃ、はじめて」

　リラは興奮気味に馬車の窓の外に目を向ける。あまりに身を乗り出すので開けた窓から落ちないかハラハラしていると、私の正面に座るレオンの手が伸びてきてリラを膝の上に軽々と乗せた。

「こうすればよく見えるだろう？」

「うん！」

　リラはキラキラと目を輝かせ、流れていく景色を眺めている。けれどずっとリラを乗せたままではレオンが疲れてしまいそうだ。

「レオン様、代わります」

　腕を差し出すと、レオンが無言ですっと目を細めたので私は慌てて言い直した。

「レオン、リラは私が」

　すると今度は返事があった。

「大丈夫だ。イリスはゆっくりしていろ」

「……はい」

　昨夜リラが『ママはどうしてレオンさまってよぶの？』と無邪気な質問をしたことで、敬語禁止令が出てしまった。

　本当にいいのだろうかと戸惑いながらも、リラにうまく説明もできなくて、昔のように接することに決着した。

　けれど私は抵抗を感じている。言葉遣いだけでなく態度も変えたら昔の気持ちに戻らないか不安だった。彼は皇帝だと自分の中で引いている線が曖昧になってしまいそうで……。

　リラの件が落ち着いたら彼とは離れると決まっている。だから必要以上に距離を縮めるのが怖かった。離れる時、寂しさに耐えられなくなる恐れがあるから。

　私の不安とは裏腹に、レオンとリラは楽しそうにおしゃべり中だ。レオンは馬車の窓から流れ見える景色の説明をし、リラはその話をニコニコしながら聞いている。

　幼子にも分かりやすい彼の説明に感心した。

　私もレオンも身近に小さな子供がいない環境で育っている。幼子の世話をした経験のなかった私はリラを育てるのに苦労したのだけれど、彼は離れていた四年の間に子供と触れ合う機会があったのだろうか。

　じっと見つめていると視線に気づいたのか、レオンがこちらを向いた。

「どうした？」

「あの……随分子供に慣れてるなと思って」

「そんなことはない。ただ、リラとは気が合うな」

　レオンの目が意味深に細められる。自分がリラの父親だからだと言いたいのだと察し、私は気まずさに目を伏せた。

　成り行きでレオンと共にラヴァンディエへ向かうことになったものの、今さらのように不安が募る。

　リラの病気の治療が一番だから他に方法はなく正しい選択のはずだけれど、この旅でリラとの距離を縮めたレオンが親権を主張してきたら……。

　この前の話し合いでは私の気持ちを理解してくれた様子だった。でも気が変わることだってあるだろう。ラヴァンディエ帝国に入ったあとにレオンがリラを側に置きたいと言い出したら、私はどうすればいいの？

　思い悩んでいるとレオンの声が耳に届いた。

「イリス、そんなに心配しなくて大丈夫だ。道中の警護に問題はない」

　レオンは私の様子を見て、安全面を気にしていると受け取ったようだ。きっとリラが争いに巻き込まれるのが嫌だと散々訴えたからに違いない。

　車窓の先の景色に目を向ける。一見分からないが、どこかに護衛がいるのだろう。

「ありがとうございます」

　本当の想いを言えるはずもなく、私は曖昧に言葉を濁す。するとリラが会話に入ってきた。

「どうしてイリスなの？　ママのなまえはリースなんだよ」

　無邪気な発言に私はドキリとして口ごもる。

　リラの質問は当たり前。母親の名前はずっとリースだと信じていたのだから。

　どう返そうか思案していると、レオンが代わりに答えてくれた。

「ママは子供の頃にイリスって呼ばれていたんだよ」

「そうなの？」

　リラはきょとんと目を丸くする。

「ああ、だからイリスでも間違いじゃないんだ」

「そっか、イリスもリースもママなんだ」

　レオンの非常にざっくりした説明にリラはあっさり納得したようだった。

　私はホッとして小さく息を吐く一方で、罪悪感のような気持ちが湧き上がるのを感じた。

　レオンはリラに嘘を言わない。私ならなんてごまかそうかと考えるリラの質問にも正直に答えている。

　考えてみれば私はリラに隠し事をしてばかりだ。出生の秘密も、私の本当の名前も、父親についても。

　まだ三歳の子供だから事情を話しても分からないというのは当然ある。けれど、それで本当にいいのだろうか。リラを守るためと勝手に自分で決めて、真実を伝えないのが正しいのか。

　レオンと離れて平和な町で暮らすのがリラのためだと信じてきたけれど、親子の絆を感じさせるふたりのやり取りを見ているとその考えが大きく揺らぎそうだった。

　レオンの言った通り道中はなんの問題もなく、無事にラヴァンディエ帝国に入ることができた。病院のある都市カサンドラまでも順調に進み、住み慣れた家を出て五日後にはターナー先生の紹介してくれた病院に到着した。

『セントカトレア医院』という名の病院はターナー先生の診療所の数十倍はありそうな大きな病院で、多くの患者と医師が行きかう姿が車寄せからも見える。レオンが事前に連絡を取ってくれていたため、院長とターナー先生の後輩医師ミゲル先生が車寄せまで出迎えてくれた。

　院長先生は六十歳くらいの白髪の男性。ふくよかな身体に優しそうな顔立ちをしている。

　ミゲル先生は三十歳をいくつか超えたくらい。茶色の髪に長身の医師というより兵士のようなしっかりした身体つきのお医者様だった。

「お待ちしておりました」

　院長先生はレオンに深く頭を下げる。皇帝陛下などと言葉にはしないけれど、レオンの身分を知っているであろう態度が垣間見れた。

　一方ミゲル先生は、事情を知らされていないのかあくまでターナー先生の患者と受け止めている様子だ。

「ターナー先生の紹介状は読みました。慎重に検査をして不安を取り除きましょう。よろしくお願いします」

「ありがとうございます。どうぞよろしくお願いします」

　私は深く頭を下げてからリラを紹介する。

　かしこまった挨拶は初めてだから大丈夫かと心配だったけれど、リラは三歳とは思えないほどしっかりとした態度でお辞儀をした。

「はじめまして、リラです」

　マナーの先生もつけられなかったというのにその振る舞いは気品すら感じるほどで、思わず見入ってしまった。

　同じように戸惑った様子の院長とは対照的に、ミゲル先生は明るくリラに挨拶を返してくれた。

「小さなレディだね。よろしくね」

　ひと通り紹介が終わると、早速リラの検査を始めていただいた。慣れない環境の中、初めての検査で怖がって泣いたらどうしようと心配だったけれど、先生たちは子供の扱いに慣れているようですんなり終了した。

　そのあと、私たちが検査期間に滞在する病室へと案内してもらった。

「こちらでございます。ゆっくり静かに過ごせるようにとの希望に沿った病室をご用意しました」

　院長先生が自信満々で紹介したその部屋は、病院の中庭を突っ切る渡り廊下の先に建つ、まるで普通の一軒家のような建物だった。

　門をくぐった先に広めの玄関があり、家の中には大きな居間と寝室が三部屋。もちろん台所と浴室もついており、不自由なく生活できるような造りになっていた。備えつけの家具も上品で、どう見てもティオール王国の私とリラの家よりも豪華だ。

「ここが病室だなんて……」

　予想していたものとあまりに違う部屋に驚いていると、レオンがこっそり説明をしてくれた。

「この病院は王族や貴族も入院するため、いくつか特別室があり、ここはそのひとつだ。イリスとリラは他国の貴族の妻子で、俺はふたりの親族で護衛として同行しているという設定だ」

　私は目を瞬いた。

「貴族って……大丈夫なの？　ターナー先生に知られたら変に思われない？」

　ミゲル先生はターナー先生の後輩だから、こちらの状況を知らせる可能性だってある。

「大丈夫だ。ここの医者には厳しい守秘義務があるからな。例え紹介状を出した先輩にだって患者のプライベートに関する情報は漏らせない」

　それならば大丈夫なのだろうか。

　病室の説明を終えた院長先生たちが立ち去ると、部屋には私たち三人だけになった。

　リラが疲れている様子だったので、せっかく台所があるけれど今日は自炊はせずに食事を取りよせて済ませ、早めにお風呂に入れて寝かしつける。

　リラが眠り落ち着くと、レオンとふたりきり。なんとなく気まずさを感じながらも私は彼の分のお茶を淹いれ、レオンが座るソファーの前のテーブルに置いた。

「レオン……いろいろありがとう。私ひとりだったらここまで順調には来られなかったと思う。本当に助かりました」

「当然のことだから、そんなふうにかしこまった礼なんてよしてくれ」

「でも、なにからなにまでお世話になって――」

　言いかけた私の言葉をレオンが手を前に出して遮る。

「もういいから。それよりイリスも疲れただろう？　こっちにおいで」

　レオンは立ち尽くしたままの私の腕を引き寄せる。

　彼の隣に座る体勢になった私は、その近すぎる距離に戸惑った。

「あ、あの……」

「イリス」

　目を逸らそうとしたけれど、レオンがそれを許さない。逆らえないなにかを感じる声音で呼びかけられ、私は彼と視線を合わせた。

「レオン……」

　胸がドキリと高鳴った。レオンの目に、初めて抱き合った夜のような熱を感じたから。

「イリスに別れを告げられてから考えていたんだ」

「……考える？」

「ああ。どうすればイリスを安心させることができるのか。イリスが俺の元に戻ってこないのはリラの身が心配だからだ。その不安は俺の口約束ではぬぐえない。ならばどうすれば納得してもらえるのか」

「え……レオンは離れるのを納得してくれたのではなかったの？」

　あの日、レオンは私の懇願に引き下がったはずだった。

「納得なんてしていない。諦めないと言っただろ？　離れている間もイリスを忘れたことなどなかった。昔から……俺は出会った頃からずっとイリスだけを見てきた。そしてイリスも同じ気持ちでいてくれたはずだ」

　レオンの目に切なさが浮かぶ。私はたまらない気持ちになって俯うつむいた。

「でもあの頃とは違う。レオンはもう私とは違う立場の人になってしまったわ」

「立場が変わっても俺の気持ちは変わっていない。……イリス」

　力強い声で名を呼ばれ、私は応えるように顔を上げる。すると彼の手が私の頬に添えられ、あっと思うよりも早く唇を塞がれた。

「……！」

　驚きすぐに離れようとしたけれど、それよりも早く抱きしめられ身動きが取れなくなる。何度も角度を変えては唇が重なり合い、声を出すこともままならない。口づけはやがてさらに深いものに移っていった。

　レオンの舌が強引に押し入ってくる。けれどその頃の私にはもう抵抗する気持ちなんてわずかにも残っていなかった。

　耳をくすぐる少し掠れた声、匂い、鼓動。すべてが離れても忘れられないほど大好きな人のものなのだ。たくましい腕に包まれてそれらを感じたら、理性を保てない。流されてはダメだと思いながらも、本能のまま彼を受け入れたくなる。

　どれくらいの時間、唇を合わせていたのか分からない。だけどレオンの身体が離れた頃には私は指先まで震えるような熱に冒され、もう彼のこと以外は考えられなくなっていた。

「イリス、愛している」

　甘やかで切ない声が耳に届いた途端、彼の唇が首筋に滑っていく。私はビクリと身体を震わせながら、こぼれそうになる声を手で押さえる。

「ずっとこうしたかった。イリスにもう一度触れる日を夢にまで見た」

　囁ささやき声と共に、熱い唇が胸元を伝う。彼の腕は私を強く抱きしめていて、その激しい想いに翻弄されてどうにかなってしまいそうだった。

「……イリスを抱きたい。心から愛しているんだ」

　私は夢見心地で彼の言葉に頷いていた。もっと深く抱き合いたい。彼の想いを知り、自分の気持ちを伝えたい。

　レオンは私をソファーの上に押し倒す。再び性急なキスを交わそうとしたその時、高い泣き声が聞こえてきて私は身体を強張らせた。夢の世界から現実へと一気に戻る。

　レオンも私同様、声に気づいたのか、覆いかぶさっていた身体を素早く起こし、次いで私の身体も引き上げてくれた。

　慌ててリラの眠る寝室に向かう。広いベッドの上で小さくうずくまったリラが泣いていた。

「リラ、どうしたの？」

　ベッドに駆け寄ると、リラは弾かれたように起き上がり私に抱きついてきた。

「ママ！」

　そのまま私の胸に顔を埋め泣きじゃくる。

「どうしたの？　どこか痛いの？」

「だって……ママがいないから……どこいってたの？」

　リラが小さな身体に力を込めてしがみつく。

「隣の部屋にいたんだよ。だからすぐにリラのところに来たでしょう？　もう怖くないからね」

　リラの髪を撫でながら優しく言い聞かせる。

「ママ……」

「大丈夫だからね」

　しばらく抱っこしていると、泣きつかれたのかリラはコトリと眠りに落ちた。

　ベッドに寝かせ布団をかける。呼吸が落ち着いているのを確認していると、レオンが側に来て囁いた。

「大丈夫か？」

　私は小さく頷く。

「普段は夜中に起きたりしないんだけど、環境が変わったせいで過敏になっているのだと思うわ」

「そうか……物怖じしないように見えるがまだ幼子なんだよな」

「うん。考えてみればほんの少し前までは赤ちゃんだったのだものね」

　まだ目を離してはいけないんだ。

「そうだな」

「私、このままリラについている」

　レオンと話し合わなくてはいけないことはたくさんあるけれど、今はリラの側を離れたくない。その気持ちを察してくれたのか、レオンも承知して優しい声をかけてくれた。

「俺も一緒にリラについていようか？」

「ううん、私はリラの隣で眠るから、レオンもベッドでちゃんと休んで」

　このベッドで三人は眠れない。それに道中、警護にも気を配っていた彼は私より疲れているはず。しっかり休んでほしい。

「分かった。俺は向こうの寝室を使うが、なにかあったらすぐに呼んでくれ」

「うん……ありがとう」

「当たり前のことだ。さっきも言っただろ？」

　レオンは囁きながら屈かがみ込み、私の頬にそっと口づけた。

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　部屋の灯りが消えていてよかった。レオンに触れられた途端に私の頬は熱を持ってしまったのだから。

　扉が閉まると私はひっそりと息を吐いた。まだ鼓動が落ち着かない。レオンとキスを交わした時の熱がまだ身体に燻くすぶっている。

　二度と戻らないと固く誓ったはずなのに、彼の前では瞬く間に決意が崩れていく。なんて意思が弱いのだろうと情けなくなるけれど抗えない。

　もしリラの泣く声がしなかったら、私は先に進んでいた。レオンとのキスは切なくて、それでいて心も身体も満たされた。もっと触れ合いたい、離れたくないと切に願った。

　私は未だにレオンを愛している。本能に流されてしまったら傷つくのは自分だと分かっているのに、この気持ちは止められない。

　レオンに強引に迫られると自制が利かない。そんな私を正気に戻すのはリラの存在だ。

「……ママ」

　可愛らしい声が聞こえてくる。寝言を言っているみたいだ。

　どんな夢を見ているんだろう……。

　薄暗闇の中、リラの柔らかな髪にそっと触れて優しく撫でる。

　心がどんなにレオンを求めていても、私はこの子のことを一番に考えなくては。

　そう改めて胸に刻んだ。










気持ちの変化




　翌日は検査がお休みだったので、病院の許可を得てリラと一緒にしばらく滞在するカサンドラの町中を見て回ることにした。

　リラはもちろん、生まれ育ったルメール地方からほとんど出た経験のなかった私も、カサンドラに詳しくない。レオンは何度か視察で訪れているそうで、案内役として私たちの散策についてくると言い出した。

　遠慮したけれど「イリスたちふたりでは危ない」と護衛役を買って出て、強引に同行するのを止められなかった。

　私としては皇帝のレオンが一緒のほうが危険な気がしてハラハラする。

　ここは帝都ではないけれど大きな町だ。貴族も訪れるそうだから皇帝の顔を知っている人がいないとは限らない。石畳でできた通りをチョコチョコと進むリラの髪は、レオンと同じ艶やかな黒。小さな後ろ姿を眺めながら、私は独り言をつぶやいた。

「ここにいる間は、リラには帽子でも被せたほうがいいのかな」

　少し先を進んでいたレオンが、私の声が聞こえたようで振り返った。

「リラは帽子に慣れてるのか？」

「いいえ、暑いからって嫌がるの」

「それなら無理させなくていいだろ。イリスが心配する気持ちは分かるが、ティオールと違ってカサンドラでは黒髪は珍しくない」

「でもここにはラヴァンディエの貴族も来る可能性があるでしょう？　レオンの顔を知っている人だっているかもしれないし」

　リラはレオンに似ているから、勘の鋭い人なら皇帝との関係を疑うかもしれない。少しでも類似点を減らしたい。それくらい不安な気持ちが湧いてくる。

　やっぱり町中に出てきたのは間違いだったのだろうか。病院にこもっていてはつまらないだろうし気分転換させてあげたかったのだけれど……。

「大丈夫だ。今の俺を見て皇帝だと気づく奴なんてそういない。皇帝が呑気に散歩してるなんて思わないだろうしな」

「それは……そうかもしれないけど」

　私はレオンの姿を改めて眺めた。

　無造作に額を覆う漆黒の髪に、簡素な半袖のシャツに胸当てといったよく見かける護衛役の服装をしていて、本来の身分を見事に隠している。よほど間近で彼を見ることが叶う人でなければ、その正体に気づかなそうだ。

　それでも楽観視はできなかった。リラの安全を願ってラヴァンディエから離れたのに、成り行きとはいえレオンと共に戻ってきた。病院に来ることは必要だったけれど、レオンの同行は断るべきだったのではないだろうか。

　だけどあの時、私はレオンを拒否しなかった。リラの病気の悪化で不安になり、彼を頼ってしまったのだ。

　そのままずるずると行動を共にしていたため、リラはレオンに驚くくらい懐いていた。レオンもリラを大事にしてくれている。

　レオンに抱っこをせがむリラと、それに応え力強く抱き上げるレオンを見ていると、引き離すことに罪悪感を覚える。なによりも私自身がレオンを想っている。だから不安がありながらも彼を完全に拒否できないでいるのだ。

　悩みながらふたりの少し後ろを歩いていると、リラの明るい声が聞こえてきた。

「ママ、おなかすいた！」

　はっとして下げていた視線を上げれば、レオンに抱っこされたリラが元気よく手を振っていた。

　どこから見ても仲のよい親子だ。病気の陰もどこにも感じない。そこには幸せな空気が漂っていた。

　私は考えるのをいったん中断し、笑顔を浮かべて足早にふたりを追いかけた。

「もうお昼だね、どこかで休憩しようか？」

　リラはニコニコとして頷く。

「うん、リラね、かわをみながらごはんたべたいな」

　都市カサンドラには、北から南に向けて大きな川が流れている。町の人々の努力で美しさを保っているため眺めもよく、観光客に人気の場所でもあった。リラは大きな川自体を見た経験がないから、特に興味があるようだ。

「川が見られそうな場所を探してみようか」

　お昼ご飯は用意してきているので、ベンチがある公園でもあればいいのだけれど。

　キョロキョロと辺りを見回していると、レオンに呼ばれた。

「イリス、こっちだ」

　彼についていき、広々とした公園にたどり着いた。

「向こうで休憩できる」

　レオンの指す方向には緑の芝が広がっていて、ところどころに敷物を敷いて休憩している家族連れがいた。

「わあ！　かわがちかくにみえるよ」

　リラはこの場所を気に入ったようで、嬉しそうにはしゃいでいる。

「ママ、レオン、むこうでたべたい！」

　リラは川により近い芝を指さしながら私たちを急かす。

「リラ、ひとりで行ったらダメだ」

　張り切りすぎて川のほうへ走っていきそうなリラを、レオンが追いかけて捕まえる。せがまれたのか彼はリラを抱っこしたまま、ゆっくりと川辺に向かっていった。

　いつになくはしゃぐリラを見ていると申し訳ない気持ちになる。こんなふうに家から離れた観光地に連れてきてあげたことはなかったけれど、幼児には必要な経験だったのだと感じた。

　私はいろいろと不安になるばかりで、リラの自由を奪っているのでは？　独りよがりになっているのかもしれない、と今までにない考えを巡らせながら、楽しそうなふたりを眺める。

「ママー、はやくー！」

　リラが手を振りながら私を呼んでいる。

「今、行くわ」

　リラの元気な声につられて、私も小走りでふたりを追いかけた。

　目前には大きな川が流れており、水面は陽の光を受け輝いていた。

「綺麗ね」

「うん、きれー！　レオンおろして」

　リラはもっと川に近寄りたいようで、レオンの腕から降りようともがいている。

「ダメだ。朝方雨が降ったせいで、地面が滑りやすくなっていて危ない。イリスも気をつけろよ」

「大丈夫……あっ！」

　レオンに答えた途端、私は足を滑らせた。転んでしまうとひやりとしたけれど、素早く伸びた腕が私の腰をしっかりと抱きとめる。

「大丈夫か？」

　レオンは左手にリラを抱き、右手で私を支えながら心配そうに問いかけてきた。

「う、うん……」

　転びそうになったことと、レオンに密着している実感で恥ずかしくなる。

「ママ、だいじょうぶ？」

　リラがじっと私の様子を眺めている。

「え、ええ。大丈夫よ」

「でも、かおがあかいよ？」

「え？」

　こういう時、子供は容赦がない。追求してほしくないところを悪気なくつついてくる。

「レオン、ママだいじょうぶかな？」

　レオンは私の顔が赤い理由を察しているのか、小さく笑った。

「心配ない。俺がちゃんと支えるからもう転ばないしな」

　言葉と共に腰に回った腕に力がこもる。レオンとの密着度はさらに増して私はますます恥ずかしくなる。

「レオン、ママをはなさないでね」

「ああ、イリスもリラも絶対離さないよ」

　レオンの言葉に、私はぎゅっと目を閉じ俯いた。

　川を眺めながら昼ご飯を食べ、そのあとは町を散策した。私の心配は取り越し苦労だったようで、なんの問題も起きずカサンドラの町を満喫できた。

　楽しかった休日も終わり、部屋に戻る。

　はしゃぎ疲れたのかリラはベッドに入るとすぐに寝息を立て始めた。その夜は目覚めることもなく、気持ちよさそうに朝まで眠っていた。




　リラの検査は順調に進んでいた。幼子に負担をかけないようにとゆっくりとした日程を組み、特に問題もなく日々は過ぎていく。

　先生の指導の下食事の管理をしっかりとしているためか、リラの体調は安定しており熱も湿疹も出なくなった。

　いつも側にお医者様がいる安心感で私の気持ちも楽になっていた。カサンドラの町にもすっかり慣れ、時間が空けば散歩に出て美しい町並みを楽しんだ。

　最近は、レオンとの間にあった気まずさもだんだんとなくなっていくのを実感していた。

　一緒にいる時間が長くなると彼の立場を忘れそうになる。昔みたいにレオンを身近に感じる瞬間がしばしば訪れ、そのたびに自分を戒めた。

　リラはレオンの存在をもう当たり前と受け入れていて、まるで生まれた時から一緒に暮らしているかのようだった。

　そんなふうに穏やかな時を送っていたある日の夜。リラを寝かしつけたあとにひと息ついていると、レオンに「話がある」と声をかけられた。

「どうしたの？」

　改まった態度を不思議に思いながらお茶を用意してテーブルに着く。レオンは気乗りしない様子で切り出してきた。

「そろそろ帝都に戻らなければならない」

　私は少し動揺しながら頷いた。

　再会してからずっと一緒にいてくれたので感覚が麻痺してしまっていたけれど、本来レオンがこんなに長い間私用で帝都を離れていいわけがなかった。彼はこのラヴァンディエ帝国の皇帝陛下。私たちに付き合っている暇などないはずだから。

　こみ上げる心細さを顔に出さないようにして私は微笑んだ。

「分かりました。いろいろと手間を取らせてしまってごめんなさい。忙しいのにリラのために手を尽くしてくれて助かりました。本当に感謝しています」

　レオンはわずかに眉をひそめた。

「リラは俺の娘でもある。そんな他人行儀な言い方はやめてくれ」

「そうだけど……なにか困っているように見えたから。私たちが負担なのかと思って」

「違う。イリスとリラを置いて帝都に行きたくないから気が重いだけだ」

　レオンは言葉通り憂鬱そうだ。

「でもレオンが長く城を空けているわけにはいかないのでしょう？」

「ああ……イリスを迎えに行く前に調整はしておいたがそろそろ限界だ」

　おそらくレオンの計画ではすんなりと私を連れ帰るつもりだった。彼は私がソフィア様に言われて身をひいたと思っているから、拒まれるなんて考えなかったはずだ。多分予定よりも大幅に帰城が遅れているのだろう。

「それならなおさら早く戻らないと。リラのことは心配しないで。私がしっかりと守るから」

　そう告げてもレオンは浮かない表情のままだった。

「俺が不在の間、ふたりをカイルに任せる」

「カイル様に？」

「ああ、護衛兼相談役として頼ってくれ。俺との連絡もカイルを通す」

　レオンはカイルをとても信用しているようだった。けれど私は四年前に第七皇子の配下としてルメールにやってきた時の彼の印象が強く、どうしても心を許せない。相談なんてできそうにない。

「どうした？」

「……なんでもない」

　カイルが苦手だとレオンに訴えても、他の人に役割を変えてもらうのは無理だろう。私とリラの存在を知っている人は少ないし、他に頼れる人はいなそうだ。

　憂鬱になりながらも気持ちを切り替えた。

　最近はレオンに依存していたけれど、元々はリラとふたりで暮らしてきたのだ。誰かに頼らなくてもなんとかなる。

　しっかりしなくてはと自身に言い聞かせている中、「イリス」と低い囁き声がして、気がつけばレオンの広い胸に抱き寄せられていた。

「レオン？」

　たちまち胸が騒めき、私は上ずった声をあげた。

「まだ気持ちは変わらないのか？」

「え？」

「俺の元に戻ってきてほしい。イリスとリラはなにがあっても守ると誓う。どうか信用してほしい」

　大好きな人に懇願するように囁かれて冷静でいられるはずもない。決心が揺らいでしまいそうになるのを必死に押しとどめ、私はレオンの身体を押し返した。

「ごめんなさい」

　私の答えを聞いたレオンの身体が強張った。

「……俺はふたりと離れるなんてできない。この先もずっと側にいてほしいし、自分の手で守りたいと思う」

「でも……」

　レオンは私の反論を封じるように早口で言う。

「初めて会った日のことを覚えているか？」

「え、ええ、よく覚えてる」

　忘れるわけがない。レオンは平凡な毎日を送っていた私の前に突然現れ、あっという間に私にとって大切な人になったのだから。

「俺もよく覚えているよ」

　レオンは過去の記憶を思い出しているのか、目を細めた。

「初対面だというのにイリスは俺にためらいなく近づいてきた」

「それは……あの頃は世間知らずだったから。レオンの身分についても皇子とは聞いていたけれどちゃんと理解はしていなかったの。ただレオンが来たことが嬉しくて」

　見たこともない綺麗な男の子と友達になりたくて、なにも考えずに近づいた。

「俺はあの時、どん底の気持ちだったよ」

「え？」

　それは今まで聞いた覚えのない話だった。

「どん底ってどうしてなの？」

「ルメールに住むのが不本意だったからだ。前皇帝と母の命令だから逆らいようがなかったが、本当は生まれ育った帝都を離れたくなかった」

「でも、帝都から出ないと継承争いに巻き込まれる恐れがあったのでしょう？」

　だから帝都の噂もなかなか届かない地方の、ルメール村に来たのではなかったの？

「危なくても逃げ出したくなかったんだ。母は父に望まれて側室になったが身分の問題でその地位は低く宮殿でもつらい目に遭っていた。せめて俺は側にいて助けになりたかった。でも実際はなんの役にも立てず安全な場所に送られた。さらに虚しいのは、俺が帝都を出るとなっても誰も見向きもしないことだった。期待されていないどうでもいい存在なのだと思い知らされた」

　そういえば彼と初めて会った時、俺と仲よくなってもなんの得もないと、まるで自分を卑下するように言っていた。当時は意味が分からなかったけれど、あの言葉にはレオンの悔しい気持ちが込められていたんだ。

「私、全然知らなくて……ごめんなさい。呑気に友達になりたいなんてつきまとって」

　思い悩む彼にとって私の能天気さはうんざりするものだっただろう。そう反省したけれどレオンはすぐさま否定してきた。

「いや、確かに初めはそんな気分じゃなかったが、すぐにイリスとの出会いを感謝するようになったよ」

「感謝？」

「ああ、イリスのおかげで見知らぬ土地に来た心細さを感じる暇なんてなかったし、帝都への未練に苦しむこともなかった。一緒にいるのが当たり前で、それを幸せに感じるようになっていた。帝都に戻るより、ルメールで生きていく未来を考えるようになっていた」

　過去のレオンの様子を思い出す。

　確かに出会ってすぐの頃の彼は周囲に壁を作っていて、誰に対しても警戒心を持っていると感じた。でもそれらはだんだんと消えていき、自然で優しい笑みを見せてくれるようになったのだ。私はそれがすごく嬉しくて、ますますレオンが好きになった。

　レオンは私をまっすぐ見つめて続ける。

「ルメールでイリスと過ごした日々は俺にとってかけがえのない時間だ。その時間で培ったイリスへの想いはなにがあっても消えたりしない。イリスが俺を心から拒否しない限り諦めたくないんだ」

　真摯に訴えられると、私はもう自分の心をごまかせなくなった。

　レオンと過ごしてきたかけがえのない日々が次々とよみがえる。これ以上彼に嘘は言えない。

「私もレオンを忘れられなかった。幼い頃の思い出もすべて大切で本当はレオンと一緒にいたかった……離れなくてはいけないと分かっているのに、好きな気持ちは少しも変わらないの」

　心からの想いを口にすると、再びレオンの胸に引き寄せられた。

「イリス。四年前のようなつらい思いは二度とさせない。不安は俺が取り除く。だからリラと一緒に俺の元に来てくれ」

　レオンは耳元で囁くと私を強く抱きしめた。まるで拒否の答えは受け付けないとでもいうように。

　ふたりの距離は近くて、早鐘を打つ彼の鼓動を感じる。きっと私も同じようになっている。

　どうしよう……どうしたらいいの？　レオンと離れたくはない。だけど私はもう母親になったのだ。自分の気持ちだけで決断はできない。けれど……。

　レオンに笑顔で駆け寄るリラの姿が脳裏に思い浮かんだ。

　リラはレオンが父親だと知っているかのように懐いている。そんなふたりを私が引き離していいの？

　レオンは紛れもなくリラの父親だ。私だけの判断でこれから進む道を決めるなんて本当は許されない。かといって、レオンの望み通り王宮に入ったあと無事に暮らしていけるとも思えない。

　伯爵家の令嬢だったソフィア様ですら身分の低さで苦労した。田舎男爵の娘が皇帝の妃になるのを周りが受け入れるはずがない。

　頭の中をたくさんの考えが浮かんでは消えていく。私の葛藤に気づいているのか、レオンは再び囁いた。

「俺にはイリスとリラが必要なんだ」

　切ない声音を聞いて、胸がぎゅっと切なくなった。

　誰よりも好きな人を私は苦しめてしまっている。嫌だなんて言えなかった。

「もう少し時間をちょうだい？　今は私も混乱しているから答えが出せない。でも前向きに考えるから」

　これが今の私の精一杯の答えだった。それでもレオンは輝くような笑顔になる。

「ありがとう、イリス。本当に嬉しいよ」

　レオンは私の身体を閉じ込めている腕を緩めた。少し距離が開き、お互い至近距離で見つめ合うような格好になる。

　気恥ずかしくて目を逸らそうとしたけれど、レオンはそれを許さず唇を重ねてきた。

「愛している、今も昔もこれからも……イリスだけを愛してるよ」

　耳元で囁かれ甘い言葉にときめいているうちに、もう一度唇を奪われる。

　だんだんと深くなるそれに陶酔して私はなにも考えられなくなる。彼の求めに応じるように背中に手を回し、すがりついた。




　翌日の昼頃。レオンはわずかな従者と共に帝都に向けて出発をした。

　リラには朝の食事の席で、仕事でしばらく留守にすると伝えていた。『わかった』と物分かりよく返事をしたリラだったけれど、見送りの時に悲しくなったのか泣き出してしまって大変だった。

　レオンは後ろ髪ひかれる様子で馬上から何度も振り返っていた。私はどこまでも追いかけていきそうなリラを抱っこして見送った。

　レオンのいなくなった日々は、まるで色をなくしたように寂しいものだった。

　リラも時々、ぼんやりと窓の外を眺めていた。レオンの帰りを待っているのかもしれない。

「リラ、おやつにしようか」

　声をかけると、リラはゆっくりと振り返った。

「うん」

　おやつといえばいつも嬉しそうに駆け寄ってくるのに、今日はなんだか元気がないように見えた。

「どうしたの？　どこか痛い？」

「いたくない」

「……レオンがいなくてさみしい？」

　そう問えば、リラはこくんと頷いた。

「うん、さみしい。レオンいつかえってくるの？」

「お仕事が終わったらよ」

「レオンのおしごとってなに？」

　リラは私をまっすぐ見つめて尋ねる。

「……みんなの暮らしをよくしたり、悪い人が来たら守ったり。いろいろあるのよ」

　今までだったらうまく話題を変えてごまかしていたけれど、嘘をつきたくなかった。

「おしごとたくさん、たいへんだね」

　リラは感心したように目を丸くする。

「そうだね、さあ、おやつにしよう。今日はケーキがあるの」

　クリームのたっぷり乗ったケーキを見せると、リラは頬を赤く染めた。

「わあーおいしそう」

　フォークを手に嬉しそうに食べ始める。しばらくすると、手を止めて言った。

「クッキーもたべたいな」

「あ、そういえばカサンドラに来てから食べてなかったね」

　今度、焼いてあげようかな。

「うん……ねえママ」

「なあに？」

「はやくレオンにあいたいな」

　ケーキを食べながらも、レオンのことを忘れていなかったようだ。

「ママもあいたいでしょう？」

　リラはコテンと首を傾げる。

「……そうだね」

　リラと一緒だ。私も会いたいと思っている。四年間離れていた時より私は弱くなってしまったみたいだ。




　十日後に、カイルを通して連絡が入った。

　帝都で少し問題が起きていてカサンドラに戻るのに時間がかかっている。けれど必ず戻るから待っていてほしい。困ったことがあれば遠慮なくカイルに伝えるように、とのことだった。

　彼の様子が知れて嬉しくなった私はすぐに返事を書いた。

　検査の結果は良好で、治療も順調に進んでいる状況。リラがレオンに会いたがっていること。最後に、ふたりで帰りを待っているから、としたためた。

　保留にしている今後については手紙には書かなかった。

　けれど私の中ではもう結論が出ている。

　再会してからのレオンとの会話。私自身の気持ち。それからリラの様子。すべてを含めて考え、勇気を出してレオンと共に生きる未来を選択しようと決心した。

　未だにリラの身が不安ではあるけれど、レオンは私たちを心から想い、守ると誓ってくれている。その言葉を信じると決めたのだ。

　早くその気持ちを伝えたい……。

　急ぎ綴つづった手紙をレオンに届けてほしいとカイルに頼んだ。

「手紙は確かにお預かりしました。必ずレオン様のお手元に届けます」

「お願いします」

　カイルはかなり有能だそうだし、間違いなくレオンに届くだろう。だからそういった面は心配していない。ただカイルとは出会いが悪すぎた。拒否反応が出てしまい側にいると落ち着かない気持ちになる。

　それに彼は無表情でなにを考えているのか分からない。今だって用は済んだはずなのに、なぜか部屋を出ていかないし。

　怪訝に思っていると、彼はもの言いたげな視線を私に送ってきた。

「あの……なにか？」

「それはなんですか？」

　カイルの視線は、先ほどまで私が座っていたソファー脇の籠に向いていた。

　中には作りかけのショールが入っている。セルジュから預かっている仕事であと少しで完成するものだ。

　その旨を伝えると、カイルは諦めたようなため息をついた。

「やりかけの仕事ですか？　それならば仕方ありませんね」

「……どういう意味ですか？」

　カイルは私が洋裁店の仕事をすることに反対なのだろうか。でもなぜ？

「ラヴァンディエ帝都に向かうと決まっているのに、いつまでもあの洋裁店の仕事をしているわけにはいかないでしょう。早々に縁を切るべきかと」

　私は眉をひそめた。レオンと生きていく覚悟はしたけれど、まだ誰にも打ち明けていない。決めつけた言い方をされたくなかった。

「あの……私たちはまだラヴァンディエの宮殿に行くと決めたわけではありませんが」

　カイルは『なにを馬鹿な』とでも言うように苦笑した。

「なにがおかしいのですか？」

「いえ、現実をよく分かってないように見えたもので」

「現実？」

　カイルは頷く。

「姫君の宮殿入りは決定事項で、あなたの意思は関係ない。幼い姫君と離れたくないのであれば一緒に来るしかないでしょう。幸いレオン様はあなたも受け入れるおつもりなのですから」

「え？　私の意思は関係ないって、どういう意味ですか？」

　レオンは皇帝の権力を振りかざしての無理強いはしなかった。私たちが必要だから一緒に来てほしい、必ず守るから、と私の気持ちを変えるために努力してくれていた。

　けれどカイルの口ぶりでは、リラを強引にでも帝都に連れていくことが決まっているようだ。私は混乱して、視線をさまよわす。

　レオンを信じているけれど、彼の部下のカイルが完全なでたらめを言うだろうか。彼が自信満々なのは、なにか根拠があるからなのでは？

「レオンがリラを連れていくと決めたのですか？」

　そう問えばカイルは眉間にシワを寄せた。

「レオン様はあなたたち親子にのみ非常に甘い。そのため断言はされていませんが、状況を考えれば当然でしょう。皇家の血を引く姫君を市し井せいに置いておくわけにはいかないのですから」

「では、レオンではなくあなたの考えなのですね？　リラは確かに皇家の血筋ですが皇女ではありません。顔も知られていないので、市井で暮らしていけるんです」

　ホッとしていると、うんざりとしたようにため息をつかれた。

「あなたは本当に世間知らずですね。レオン様との再会を果たした今、姫君をこれまでの生活に戻すのは不可能なんですよ」

「レオンが許さないからですか？　でも彼は……」

「そうではなく、周りが放っておかないでしょう」

　カイルの発言が理解できず私は口を噤つぐんだ。

「レオン様はティオール王国の田舎町にイリス・ルメールと思われる女性がいるとの情報を得て、秘ひ密みつ裡りに王宮を出ました。信頼できるわずかな部下と共に行動しているため、あなた方の存在を知っている者は限られています」

「それならなにも問題ないじゃないですか」

　カイルのもったいつけた言い方はわざと不安を煽あおっているようだ。

「問題はあります。そのような状況でも秘密が漏れないとは言い切れないからです」

「……どうして？」

「自覚はないようですが、あなたはとても人目を引くんですよ。姫君と一緒にいればなおさらだ。道ですれ違っただけでも印象に残る。レオン様よりも前に偶然あなたたちを見つけたラヴァンディエ貴族がいても不思議はない」

　心臓がドキリと音を立てた。

　まさか……そんなはずはない。そう自分に言い聞かせたけれど気分が悪くなっていく。

「あなたはルメール男爵令嬢として地方で暮らし帝都に足を踏み入れたことはないそうですね。しかしルメール家を訪れた貴族がまったくいなかった、なんて状況はありえない。つまりあなたの顔を見知っている貴族は存在するということです」

　確かにその通りだ。ルメール家では大がかりな夜会などは開かれなかったけれど、お父様の仕事の関係者や遠縁の貴族の訪れはまれにあった。

「……でも、男爵家の娘にすぎない私をいつまでも覚えているでしょうか。用心のため、実家からの援助はいっさい受けていないし、連絡だって取っていません。もう四年もルメールと関わっていないのですよ？」

　公爵や侯爵の姫君ならともかく、貴族としては最下位の爵位の男爵令嬢など大勢いるし、帝都の社交界に出ていない私など数にも入らない。

「ただの男爵令嬢ならばあるいはそうだったでしょう。しかしあなたは特別だ。現皇帝陛下の幼馴染なのですから。あなたの顔を忘れるラヴァンディエ貴族などいませんよ。現に私は四年ぶりでもひと目見てあなたと分かりましたから」

　カイルの言葉は私を追い詰めた。それまで平和に暮らしていたティオール王国での暮らしが急にまやかしのようなものに思えてきたからだ。

　私の選択は間違っていないと信じていた。レオンを諦めるのはつらかったけれど、その代わりに安寧を手にしたのだと。

　でも、それは私の思い込みだったの？　本当はちっとも安全などではなく、私たちの暮らしはとても脆いものだったというの？

　動揺する私にカイルが淡々と告げる。

「少しは状況を理解していただけたようですね。今申し上げた通り、姫君は楽観視できない状況下にいるのです。あなたにとって不満な選択だったとしてもレオン様の庇ひ護ご下に入る他に今後生き延びる術はないでしょう。なぜならあなたには姫君を守る力がないからです」

　カイルの言葉が鋭く胸を突き刺した。

　なにも言えなくなった私を置いて、カイルは手紙の入った箱を手に部屋を出ていった。




　カイルから現実を突きつけられた日から、私の気持ちは沈んだままだった。レオンと共にラヴァンディエへ行くと前向きに決意したはずだったけれど、その気持ちもすっかり萎んでしまった。

　カイルの言う通り、リラの身が安全ではないのならレオンの庇護下に入るしかない。皇帝の強い力で守ってもらっても危険が完全になくなることはない。それでも私とふたりでティオール王国で暮らすよりは安全なのだろう。

　けれど、とても悲しい気持ちになる。今まで必死にリラを育ててきたつもりだったのに、結局私にはリラを守る力がないのだと思い知ったから。










高貴な姫君の悪意




　それからさらに半月が過ぎた。

　レオンからそろそろ戻れそうだと便りが届き、私は胸を撫で下ろした。

　彼の帰りを心待ちにしていたのだと実感する。カイルに知らされた事実で不安になっていたのもあるけれど、それ以上にただ純粋に彼に会いたかった。

　そんな中、私はリラの病状について改めて先生たちに質問をしていた。もう長く検査をしているが、はっきりとした病名を告げられていないのが気になったからだ。

　リラの体調は、ティオール王国にいた頃より確実によくなっていた。熱も謎の湿疹も出ず、元気いっぱいで食欲も旺盛だ。

　それはよかったのだけれど、今後のために原因をはっきりと知っておきたかった。

　しかし院長先生もミゲル先生もどこか不自然に強張った顔で曖昧に言葉を濁した。

「今のところリラちゃんの症状は落ち着いていますが、まだ原因は分かっていません」

「そうなんですか？　検査から大分時間が経っているので、そろそろ結果が出る頃では？」

「リラちゃんのような食物から影響を受けていると考えられる病は、原因を調べるのに時間がかかるんですよ」

　本当だろうか。疑問を覚えたものの、医術に関して素人の私には反論する材料がない。

　先生はとてもよくしてくれているから疑っているわけではない。でもなにかが引っかかり、もやもやとした気持ちが消えなかった。

「ママ、またあめなの？」

　窓から薄暗い景色を眺めて、リラががっかりした声を出した。

　私も外をなんとなく眺めながら答える。

「最近、雨が多いね」

「うん、つまらないな、おそといきたい」

　リラはぷっくりしたほっぺたに手を当てると、はあとため息をついた。頬ほお杖づえをつくその様子は愛らしく、思わずくすりと笑いがこぼれる。

「町には行けないけど、病院の中庭を散歩してみようか？」

「うん！　いきたい！」

　この数日、部屋と病院の往復だけだったことにストレスが溜たまっていたのか、リラは輝くような笑顔になる。

　私は頷くと、手早く外出の支度を始めた。レオンに買ってもらった雨具をリラに着せ、傘を持つ。

「少しだけだよ」

　部屋を出ると、リラは楽しそうに外の空気を味わいながらトコトコと歩き出す。よく言い聞かせてあったためか雨具のフードをしっかりと被っている。

　花壇の花を眺めていたリラは思い出したように振り返り、私の元へチョコチョコと走り寄ってきた。

「ママ、きれーなおはながあったよ。もらってもいい？」

「そこのお花は勝手に取ってはダメよ。病院の人が大事に育てている花だから」

「そっか……」

　リラはしゅんとして俯く。

「あのお花が欲しいの？　今度、町のお花屋さんへ見に行こうか」

　そう提案したけれどリラは首を横に振る。

「リラはいらない……レオンにあげたかったの」

「レオンに？」

　私は少し驚きながらリラを見つめる。

「うん、レオンにきれーなおはな、みせたいから」

「そう……リラは優しいのね」

「うん、いつかえってくるのかな？」

　リラは首を傾げて私の返事を待つ。

「そろそろ帰ってくるよ。リラはレオンが好きなのね」

「うん。レオン、いろんなおはなししてくれるから。ママのつぎにすき」

　嬉しそうに笑うリラを見ながら、再会してからのふたりの様子を思い出した。

　リラが初めて会うレオンに警戒していたのはほんのわずかな間で、すぐに自分から近づき話しかけていた。レオンはぎこちないながらもリラの質問に答え、気がつけば自らリラにいろいろな知識を教えるようになっていた。

　彼は私にない知識を多く持っているし、リラも興味深そうに話を聞いていた。血がつながっているからなのか、元々の性格が似ているからなのかは分からない。だけどいつの間にか、レオンとリラの間には絆ができていた。

　そう実感すると同時に切なさがこみ上げる。黙ったままの私に、リラが問う。

「ママもレオンが好きでしょ？」

「え……どうして？」

「ママ、いつもレオン、みてるよ」

　幼子の鋭い指摘に動揺してしまう。

「ママもレオンがすき。リラといっしょね」

　ニコニコと言うリラ。

「……そうだね」

　私はリラの柔らかな髪をそっと撫でた。




　朝から霧雨が降るある日。リラの検査時間中に病室の掃除をしていると、玄関のベルが来客を知らせた。

　レオンが帰ってきたのかもしれない。

　箒ほうきを置き無意識に早足になりながら玄関に向かう。心が浮き立ち警戒なく玄関の扉を開いた私は、思いがけない光景に動きを止めた。

　見知らぬ女性が玄関前に佇んでいたのだ。

　女性は私と同年か少し下に見えた。私と同じく金髪だけどその色味は濃く豪奢だ。小さな顔に大きな琥こ珀はく色いろの瞳。あのレオンと並んでも遜色ないであろう気品あふれる美貌の持ち主だった。

　こんな綺麗な女性は見たことがない。当然面識はなく戸惑っていると、女性の後ろに控えた男性が口を開いた。

「イリス・ルメールさんですね」

　男性は長身で隙のない張り詰めた空気を醸し出していた。腰に剣を帯びているので女性の護衛と思われる。彼の口調は厳しく、私は少し不安を感じながら頷いた。

「そうですが……」

　するとそれまで黙っていた女性が初めて口を開いた。

「わたくしは、ブロウテン公爵の長女、オリーヴィアと申します」

「え……公爵、様？」

　どうして公爵家の姫君がこんなところに？

　混乱しながらも慌てて腰を折り頭を下げた。

　ラヴァンディエの社交界では身分が低い者から上の者へ気安く話しかけてはならない決まりがある。下の者は上の者からの言葉がかかるのをただ待つのだ。

　私は社交界に出る機会はなかったが、マナーの先生にいざという時に間違えないようにと教わっていた。

「顔をお上げになって。今日はお忍びで来たのでかしこまらなくて結構よ」

「……はい」

　私は恐る恐る顔を上げた。オリーヴィア様は値踏みするように私を見つめていた。

　いったいなんの用なのだろう。公爵家のような身分の高い貴族の知り合いはお父様にもいないはず。

「中に入っていいかしら？」

「はい」

　私が慌てて横にずれ道を空けると、ふたりは部屋に入ってきた。

　護衛の男性は部屋をぐるりと見回してから、食事をするための大きなテーブルの椅子をオリーヴィア様のために引いた。オリーヴィア様は当然とばかりに優雅な動作で腰かけ、私にも対面の席に座るように言う。

　困惑しながらも従うと、オリーヴィア様はすっと目を細めて話を切り出した。

「随分と驚いているようですわね、私のことを知らなかったのかしら？」

「は、はい」

　正直に答えたせいで姫君は機嫌を損ねたようだった。わずかに顔色が曇る。

「そう。では教えて差し上げるわ。私はレオン様の皇妃に選ばれた者です」

「えっ？」

　まだ言葉の途中だったというのに、私は高い声をあげていた。無礼な態度を取り繕えないほどドキドキと胸が脈打っている。

　この女性が……オリーヴィア様がソフィア様の手紙に書いてあった、公爵家の姫なの？　こんなに綺麗な人だったなんて……。

　想像でしか知らなかった公爵家の姫が現実となって現れたことに私は激しく動揺した。

　レオンは姫との婚約は誤解だと言っていたのに、いったいなにが起こっているの？

　混乱する私に、オリーヴィア様は話を続ける。

「少しはご存知だったのかしら？　では話は早いわ。今日こうして訪ねてきたのはあなたにお願いがあるからです」

「お願い……ですか？」

「ええ、レオン様の前から消えていただきたいの」

　遠慮なく告げられた言葉に、私は大きく目を見開いた。

「そ、それはどういう……」

「言葉の通りよ。レオン様はあなたを側室として迎える意向のようですが、私は皇妃としてあなたの存在を認めません」

「側室？　そんなわけ……」

「なぜ驚いているのかしら？　まさか皇妃になれると思っていたわけではないでしょう？　男爵家の娘でしかないその身で」

　確かに、私の身分では皇帝の妃にはなれない。それでも、この先も共にいたいと望まれた時、私たちの間に他の女性が存在するなんて考えなかった。だってレオンは公爵家の姫との婚約の話をはっきりと否定したから、私は彼の言葉を疑わなかった。

「レオン様は家臣の反対を押し切ってあなたを迎えようとしています。私の父上の反感も買っています」

「それほど皆さんが反対しているのですか？」

「当然よ。このままではレオン様のお立場も危うくなるわ。私は皇妃として皇帝陛下が誤った道に向かうのを諫いさめ正さなくてはなりません。あなたとしてもこれ以上レオン様の立場を悪くしたくないでしょう？　潔く身をひきなさい」

　オリーヴィア様の冷ややかな言葉に私は息を呑んだ。これはお願いではなく命令なのだと気がついたから。けれど、簡単に『はい』と了承できるわけがない。

「おっしゃることは分かりました。でもどうするにしても一度レオンと話し合ってから……」

「黙りなさい！」

　オリーヴィア様が厳しい声で私の言葉を遮った。

「皇帝陛下を呼び捨てにするなど無礼にも程があるわ。身の程を弁えなさい」

「も、申し訳ありません……」

　高い身分の人々がもつ威圧感のようなものに、私は恐れを感じた。

　うまく言葉が出せなくなる。だけどどうしても命令に従えない。だって私だけの問題ではないのだ。リラの人生がかかっていると思うと簡単には引き下がれない。

　オリーヴィア様はリラの存在をご存知ないから、ただ私に身をひけと言うけど、でも……。

　思い悩んでいると、オリーヴィア様は煩わしそうにため息をついた。

「あなたは子供を産んだそうね」

　心臓がドキリと音を立てた。

　オリーヴィア様はリラの存在を知っているの？

「あ、あの……」

「レオン様のお子なのは知っています。あなたが勝手に他国へ連れ去ったのも」

「勝手にって……」

「勝手でしょう？　皇家の血を引く赤子の進退はあなたごときが自由に決めてよいものではありません。あなたはラヴァンディエの皇女を誘拐したのです。レオン様はお優しいから罪に問わなかったのかもしれませんが、公にすればあなたはただではすみませんよ」

　オリーヴィア様の追求は私を追い詰めた。

　誘拐？　罪？　そんなふうに責められるなんて思ってもいなかった。

「オリーヴィア様……私、そんなつもりはありませんでした。娘を身ごもった時、レオン様と連絡が取れませんでした。再会できるかも分からない状況だったのです」

「そうだとしても、今後は今のままではいられないわ。あなたが産んだ子は皇家で引き取り、皇妃の私の養女として育てます」

「え？　そ、そんな！」

　リラを他の誰かが育てる？　そんなの考えられない。だってあの子は私が産んだのだ。赤ちゃんの頃から育ていつだって一緒だった。他の人があの子の母になるなんて耐えられない。

「嫌です……それだけはできません」

　震えながら口にすると、オリーヴィア様はすっと目を細めた。

「あなたにはレオン様の娘を守る力はないでしょう？　子供を危険にさらして平気なの？」

　冷たい言葉だったけれど、それはカイルにも指摘されたことだった。

「今が平和だからってこの先も安全とは限らないということは理解しています……。これからはもっと気をつけます。現在の住まいを移してもっとラヴァンディエから遠ざかってもいい」

「本当になにも分かっていないわね。今も平和ではないのよ」

　私は眉をひそめた。

「どういう意味でしょうか？」

「この病院へは子供のために来たそうね。治療は終わったのかしら？」

「いえ、まだ検査中ですので」

　なぜ突然話が変わったのだろう。

　怪訝に思った私は、オリーヴィア様の次の言葉で息を呑んだ。

「それは違うわ。検査はもうとっくに終わっているはずよ。レオン様の命令であなたには検査中と偽っているのよ」

「え？　……そんな、どうして？」

「子供は病気ではないからよ。でもそれを知ったらあなたは大騒ぎするでしょう？　だから知らせなかったのよ」

　予想もしていなかった内容に、私はひどく戸惑った。リラは病気ではなかった？　……どういう意味なの？

「なぜオリーヴィア様が娘の状況をご存知なんですか？」

「私にはあなたと違って情報を得る手段がいくつもあるからです。なにも知らない哀れなあなたに教えてあげるわ。子供の具合が悪かったのは軽い毒を飲まされていたからよ。レオン様は早々にその事実を知ったけれど、あなたには黙っているように命じたそうね」

「毒？　……まさか」

　オリーヴィア様の話はとても信じられなかった。けれどこの病院に来てからの疑問はオリーヴィア様の話が真ならば払拭される。

　ティオール王国にいた頃は改善の兆しが見えなかったリラの体調が、カサンドラの病院に来た途端によくなった。それはカサンドラに来てから毒を取り入れていないからと考えれば辻つじ褄つまが合う。

　最先端の医療技術を誇るこの病院で何日も検査を受けていたのにいつまでも原因不明で退院が許されないのは、毒が原因だと知ったレオンが私たちをここに留めるため。ティオールの家に戻って再びリラが毒を飲まないように対策した。

　だけど、どうしてレオンは私に話してくれなかったの？　誰がリラに毒を飲ませたの？

　激しく混乱する私に、オリーヴィア様がとどめをさす。

「お分かりいただけたかしら？　なにも知らず知る術もないあなたには、皇帝の妃も皇女の母親も務まりません。ふたりのためを想うのなら身をひくことです」

　身をひく？　ふたりから私だけ離れるの？

　オリーヴィア様の美しい顔を見つめた。権力の象徴のような豪奢なドレスに宝石がとてもよく似合っている。

「私ならば、レオン様の娘に毒入りのクッキーを食べさせたりはしないわ」

　自信にあふれた姫君は、私を蔑むように見据えている。

　私とはなにもかもが違う女性。ご自分で言う通り、あらゆる力を持っているのだろう。だけど……。

「……どうしてオリーヴィア様はそこまで詳しくご存知なのですか？　人を使って情報を集めたとしても詳細に知りすぎているように思います」

　レオンがリラの事情を軽々しく人に漏らすわけがない。必要があって話したとしても信頼できる相手に限るはず……。

　そう考えている中、疑問が浮かんだ。

　なぜクッキーに毒が入っていたと知っているの？　お医者様とレオンの会話を盗み聞きした人がいた？　……いいえ、違う。レオンも先生もリラが叔母の家でクッキーを食べていたことを知らない。胡桃のお菓子が好きでよくおやつにもらっていたと伝えたけれどそれがクッキーとは言っていないのだから。

　詳しく知っている人がいるとすれば、それはリラに毒を飲ませた犯人では？

　そう気づいた時、私は信じられない想いで目の前の高貴な女性を見つめた。

「まさかオリーヴィア様がリラを……だからクッキーのことまでご存知なのですか？」

　震える声でつぶやく。

「そうだとして、あなたはどうするのかしら」

　くすりと笑いながら言われた私は、かっとしてテーブルから身を乗り出した。その瞬間、それまで無言でオリーヴィア様の背後に控えていた護衛の男性が前に出てきた。

「姫君に無礼を働く者は、誰であろうと容赦しない」

　訓練された体つきの男性に威嚇され、私はビクリと身体を震わせた。

　ひるんだ私に冷めた目を向けたオリーヴィア様がゆっくりと椅子から立ち上がる。

「これ以上子供を危険にさらしたくないでしょう。しっかり考えなさい」

　これは脅しだ。そう理解した私は立ち去っていくオリーヴィア様の後ろ姿を見送ることしかできなかった。




　しばらく呆然としていた私は我に返ると、弾かれたように部屋を飛び出した。

「リラ！」

　病室への渡り廊下を走りぬく。息も絶え絶えにたどり着くと、先生と話をしていたリラがきょとんとした顔で迎えてくれた。

「ママ、どうしたの？」

「リラ……よかった」

　ホッとして身体から力が抜ける。この病院内でオリーヴィア様がなにかするはずはないけれど、そんなことも考えられないくらい私は動揺していたのだ。

　リラの小さな身体を抱きしめる。お菓子を食べていたのか、甘い香りがした。

　まさかクッキーを？

　ドキリとして、リラの肩をつかむ。

「リラ、なにを食べたの？」

「チョコだよ」

「チョコ？　……そう」

　慌ててしまったけれど、考えてみればレオンの力が及ぶこの病院で毒を飲まされる心配はない。

「ママどーしたの？　なんかへん」

「なんでもないよ」

　リラの無垢な顔を見ていると怒りと悲しさがこみ上げてきた。

　こんな小さな身体に毒を飲まされていたなんて。どうして私は気づけなかったのだろう。

「ごめんね……ごめんね、リラ」

「ママ、どうしたの？　ママ、なかないで」

　なにも分かっていないリラは一生懸命私を慰めようと小さな手で撫でてくれる。

　ずっと一緒にいた、これからもそうだと信じていた。このぬくもりを失うなんて耐えられない。

　けれど断ったらどうなるのだろう？　私ではリラを守る力がないのに。

「リラ……」

　どうすればいいのか最善の方法がなにも浮かばなかった。










行方知れず




　混乱する私に気づいたのか、先生が気持ちを安定させる薬を出してくれた。そのおかげでリラを寝かしつける頃には大分気分が落ち着いた。

　けれど気持ちよさそうに眠る小さなリラを眺めていると、次々と迷いが生まれる。

　この子の安全だけは守らないといけない。そのためにはなにをすればいいのだろう。オリーヴィア様に言われたことをレオンに話して、彼女をリラから引き離してもらう？　だけど、本当にそれで解決するのだろうか。

　私はレオンとオリーヴィア様の関係がどんなものかを知らない。婚約はしなかったと言っていたけれど、どれくらい親しかったのか、そういった事情をなにも把握していないのだ。

　レオンは私の言葉だけを信じてオリーヴィア様を遠ざけてくれるのだろうか。信じてくれたとして、レオンにそれだけの権力があるのだろうか。オリーヴィア様の話ではレオンに反感を持っている家臣がいるようだった。そういった人たちに阻まれてしまうのではないの？

　私がいなくなればリラは皇女の身分を得て、レオンとオリーヴィア様の庇護の下で暮らせる。もう毒を飲まされる心配はない。ふたりの力を合わせればきっとリラは守られ、安全に暮らしていけるだろう。そしていつかは本来の生まれにふさわしい相手と結婚して幸せに暮らしていく。

　でも私と一緒にいたら？　なんとかここを出てティオール王国よりももっと遠くに逃げたところで、常に危険がつきまとう。

　いつ見つかるか不安に怯えながら暮らす日々。生活も貧しく、十分な教育も与えられないのが目に見えている。

　リラのためだけを思えば私ひとりがいなくなるのが一番だ。急にママがいなくなったら初めは泣くかもしれないけど、リラにはレオンがついている。いつかは寂しさも薄れ、新しい生活に慣れていくだろう。

　だけど……そんなふうに私を忘れて過ごすレオンとリラの姿を想像すると涙があふれてしまう。寂しくて仕方ない。

　私はリラと……レオンと離れたくない。ひとりになるのは嫌だ。

　小さな手を握りながら私はハラハラと涙を流し続けた。




　それから数日は常に不安で、何度も後ろを振り向いたり辺りをキョロキョロと見回したりと落ち着かない時を過ごした。

　オリーヴィア様は今どうしているのだろう。

　悪いほうばかりに考え夜もろくに眠れない。町へ散歩に行きたいと訴えるリラにも頷けなかった。

　そんな私を訝しがったのか、カイルが珍しく自分から声をかけてきた。

「なにを気にしているのですか？」

「……いえ」

　一瞬、オリーヴィア様の件を相談しようかと頭によぎった。だけど、私はカイルを信用できない。彼は元々レオンに敵対した第七皇子の部下だった人で、第七皇子が失脚するとレオンを主に変えている。これからだって状況によっては仕える主を変えるかもしれない。

「なんでもないようには思えませんが。ここ数日、まるでなにかに怯えているように見えます。なにを恐れているのですか？」

「なにも……それよりレオンはそろそろ戻るのですよね？」

　カイルの追求は鋭かった。答えられるわけもなく私は強引に話題を変える。

「はい。しかし少し予定より遅れているようですね」

「遅れる理由は聞いていますか？」

「いいえ」

　私はがっかりして息を吐いた。レオンに打ち明けるべきか答えが出ないのに、早く彼に会いたいと願っている。

「どうしましたか？　レオン様に急ぎの用でもできましたか？」

　カイルは相変わらず探るような視線を送ってくる。

「なんでもありません。そろそろリラの治療が終わる頃なので迎えに行ってきますね」

　カイルの視線から逃れるように、治療室につながる渡り廊下に向かう。

　足早に進む私の後ろを、今日にかぎってカイルもついてきていた。そういえば、最近はやたらと私の近くにいる気がする。

「失礼します」

　治療室に入ると、いつもとは違う慌ただしい雰囲気に気がついた。近くにいたミゲル先生の助手の女性に声をかける。

「あの、なにかあったのですか？」

「あっ、イリスさん！　今知らせに行こうと思っていたんです。リラちゃんが消えてしまって」

「……！」

　私は大きく目を見開いた。

　リラが消えた……そんな、どうして？　……まさかオリーヴィア様が？

　呆然としている私を押しのけるようにしてカイルが前に出た。

「詳しく説明を」

「あ、はい。いつも治療の合間に休憩を取っています。中庭でおやつを食べるんですがほんの少し目を離した間に消えてしまって、今職員総出で探しているところです」

「なぜ目を離したのですか？」

「急に声をかけられてそちらに注意が向いてしまいました。身なりからかなり身分の高いと思われる女性でしたし、対応しないわけにはいきませんでした」

　目の前が真っ暗になったような気がした。

　きっとオリーヴィア様だ。あの人がなんらかの手を使って連れ去ってしまったに違いない。私がいつまでも身をひく覚悟をしなかったから。

　冷静さなんて保てなくて、私は身を翻してその場を飛び出した。

　早くリラを助けにいかなくちゃ。それだけしか考えられない。

「イリス様！」

　カイルの呼ぶ声が聞こえたけれど、立ち止まることなく私は病院を飛び出した。

　オリーヴィア様が今どこにいるのか、私は知らない。でも公爵家の姫君が滞在するとしたら一カ所しかない。町一番の高級宿『カサンドラ亭』だ。

　私は整備された石畳の通りを必死に走り、カサンドラ亭の華やかな装飾の施された受付カウンターにたどり着いた。

「あの、すみません、こちらに貴族の若い女性が宿泊していると思うのですが……」

　受付の女性が不審そうな目を向けてきた。

「宿泊されているお客様の情報はお教えできませんが」

「でも、急ぎの用があるんです。私はカサンドラ病院に滞在している者です。病院に確認してもらえれば身分を証明できます」

「ではせめて部屋名はお分かりでしょうか？」

「部屋名は分かりませんが、ラヴァンディエ帝国貴族の女性で……」

「お答えしかねます」

　受付の女性は私を不審そうに眺めながら、冷ややかに告げた。もう話を聞いてくれる気配はなかった。

　勢いで来てしまったせいでなんの策もなかった私が悪いのだけれど、オリーヴィア様に会うことも叶わないなんて……。他に手がかりはないのに。どうすればいいの？

　焦燥感に苛まれていたその時、慌ただしい足音が聞こえてきた。

「イリス！」

　私はビクリと肩を揺らす。

　聞き間違えるわけがない、これはレオンの声だ。

「レオン！」

　私は振り返りレオンに駆け寄る。

「リラがいなくなってしまったの！」

「ああ聞いている。大丈夫だから落ち着いて」

　レオンは私の肩を抱き、建物を出た。

　カサンドラ亭の前には、先ほどまではなかった大きな馬車が停まっていた。レオンはその馬車に私を乗せると、すぐに自分も乗り込んでくる。

　馬車が静かに動き出し、私は不安のあまりレオンにすがりついた。

「レオン、どこに行くの？　リラを探さないといけないのに」

「リラの居場所は分かっている」

「え？」

「リラには護衛をつけていた。信用できる者たちだ。わずかな隙をついてリラを攫さらわれたがすぐに気づき、後を追っていると知らせが入った。いざという時はなんとしてもリラを守るだろう、大丈夫だ」

　私は目を丸くした。リラに護衛がついていたなんて、全然気がつかなかったから。

　驚く私に、レオンは少し気まずそうに続ける。

「リラだけでなくイリスにも人をつけていた。だからこうやって追ってこられたんだ」

「私にも？」

　信じられない。いったいどこにいたのだろう。

「大丈夫か？」

　レオンが気遣うように問うてくる。

「ええ……リラが無事なら私は……」

　まだ胸はドキドキしているけれど、リラは大丈夫だと聞いて一気に気持ちが楽になった。

　余裕ができたおかげで、レオンが旅姿だということに気がついた。きっと帰ってきてすぐ、落ち着く間もなく私を追ってきてくれたのだろう。

「オリーヴィアについても報告を受けた。なにを話したのか教えてくれるか？」

　私ははっとしてレオンを見た。

「なんで？　……カイルには黙っていたのに」

「警護の者をつけてあると話しただろう？　オリーヴィアが来てすぐにカイルへ報告があった。相手が公爵家の姫だから強引に妨害するわけにはいかなかったが、いざという時は踏み込めるよう待機していた」

「え……ではカイルは知っていたの？」

　私にはそんな素振りを見せなかったのに。むしろなにも知らないから探っているような様子だった。

「ああ。ただ詳細までは把握していないから、リラを保護したら説明してくれ」

　レオンに優しく言われ、私は目を伏せた。

　オリーヴィア様の要求をそのまま伝えたらきっとレオンは激怒するだろう。そうなったらオリーヴィア様の父君の公爵と敵対することになり、彼の立場が危うくなるかもしれない。

　悩んでいるとレオンの手が伸びてきて、私の手をそっと握った。

「なにがあったのか予想はしている。それでイリスが迷っているのも。でも俺を信用してほしい」

「レオン……」

「俺は四年前より強くなった。もうイリスを置いていったりしない。イリスとリラを必ず守る」

　真摯な目を向けられると、もう我慢できなかった。私だって本当はリラとレオンと三人で一緒にいたい。

「側にいて……」

　震える声でそう告げれば、レオンの胸に引き寄せられた。強く抱きしめられ耳元で囁かれる。

「約束する。ずっと側にいて二度と離さない」

「……うん、私もリラも離さないで」

　広い背中に手を回す。レオンの鼓動を感じ私の心は幸せに満たされた。本音を口にしたら歯止めが利かなくなったように気持ちがあふれていく。

　レオンが好き……。もう二度と離れたくない。この想いはきっとずっと変わらない。




　かなりの距離を走ってから馬車は速度を落として止まった。

　ここにリラがいるのだろうか。

　窓の外の様子を見ようとすると、外側から扉が開いた。カイルだった。全然気づかなかったけれど彼も一緒に来ていたようだ。

「問題は？」

　私の手を引いて馬車を降りたレオンが短く聞く。

「予定通りです」

　レオンはカイルの言葉に頷くと、私には優しい声音で囁く。

「イリス、これからリラを迎えに行く。すぐに戻ってくるからここで待っていてくれ」

　目の前には古い二階建ての屋敷がある。おそらく貴族の別荘として使われている家だ。周囲を背の高い樹々に囲まれ中の様子はよく分からない。

「リラはこの中にいるの？　だったら私も一緒に行きたい」

　レオンの様子からリラは無事だろうけど、きっと心細い想いをしている。一刻も早く側に行きたい。

　私の気持ちを分かってくれたのか、レオンは困った表情をしながらも『勝手な行動をしないことを約束するなら』という条件つきで承知してくれた。

　中に入るのは、カイルと屈強そうな騎士三人。私はレオンと彼らに守られ、館に足を踏み入れた。

　館の中は薄暗くて静まり返っていた。しかし埃ほこりが積もっているわけでもなく、空気も清浄だった。最近まで誰かがこの館で暮らしていたようだ。

　辺りの様子をうかがいながら二階への螺ら旋せん階段を上っていく。

　レオンたちはどこにリラがいるのか把握しているのか、足取りに迷う様子はまったくない。二階の一番奥の部屋の前で立ち止まると、カイルが扉を開いた。

　中は光があふれていた。広い部屋の奥には天井まで届く大きな窓があり、その近くに置かれたソファーにリラがひとりきりで横になっていた。

「リラ！」

　思わず駆け出そうとした私をレオンの腕が止める。その時、部屋の中から男性ふたりが出てきた。

「陛下」

　彼らはどうやらレオンの部下のようだ。

「姫と護衛の男は？」

「他の従者と共に隣室におります」

　レオンの視線が部屋の端の扉に向かう。扉の前には騎士ふたりが見張りのように立っていた。

「レオン、リラを……」

　私は我慢できずに話に割り込む。するとレオンは頷き、私の手を引いてリラの元に向かった。

「リラ！」

　駆け寄って間近で見るとリラは眠っているようだった。ほっぺたは薄桃色に色づいており、気持ちよさそうな顔をしている。

「よかった……どこも怪我してない。具合もよさそう」

　ホッとして息を吐き、起こさないように気をつけてリラを抱き上げた。

　柔らかくて温かな身体。ああ、無事に戻ってきたのだと胸がいっぱいになる。安心したせいか涙がこぼれた。

「大丈夫か？」

　レオンがそっと肩を抱いてくれる。

「うん……よかった、リラが無事で」

「ああ」

　レオンは優しくリラの髪を撫でる。

「レオン、帰りたい。リラをゆっくり寝かせてあげたいの」

「そうだな……だが」

　レオンはチラリと隣室の扉に目を向けた。

　おそらくあの先にオリーヴィア様がいらっしゃるのだろう。レオンは姫をどうするつもりだろう。

　不安で気持ちが沈んだその時、腕の中のリラが身じろぎした。

「リラ？」

　声をかけるとリラはパチリとまぶたを開き、私と視線を合わせてぱあっと輝くような笑顔を浮かべた。

「ママ！」

「リラ、大丈夫？　どこか痛いところはない？」

「うん、ないよ。ママむかえにきてくれたの？」

　リラは邪気のない顔で私を見上げる。

　ああ、本当に無事でよかった。

　ぎゅっと抱きしめれば、リラが驚いたように声をあげた。

「ママ、くるしーよ」

「あ、ごめんね」

　腕の力を緩めるとリラはキョロキョロと辺りを見回し始める。すぐにレオンに気づき、私の腕の中から抜け出すように彼へ手を伸ばした。

「レオン！」

　レオンは嬉しそうに、私からリラを引き取った。

「ゆっくり寝ていたみたいだな」

　とても柔らかな声だ。

「うん。ねえレオン」

　リラはレオンの腕の中から、無垢な目で彼を見上げた。

「どうした？」

「レオンはリラのパパなの？」

　思いがけないその言葉に、私もレオンも驚き固まってしまった。

　どうしてリラがこんなことを言い出すの？　まだ彼女にはなにも話していないのに。

　だけど、すぐに気がついた。オリーヴィア様がリラに教えたのだと。

　私はたまらない気持ちでリラを見つめた。

　私のいないところで知らない人にそんなことを聞かされて驚き、傷ついたのではないだろうか。小さな胸を痛めたのではないの？

　オリーヴィア様への怒りがこみ上げる。

　いくら尊い身分だからといってやってはいけないことがある。リラにはなんの罪もないのに、大人の事情に巻き込んで傷つけるなんて許せない。

　レオンも同じ思いなのか、とても険しい顔をしている。

　だけど、今は怒るよりリラの気持ちを落ち着かせなくては。

　うまく子供でも分かるような説明をするために頭を悩ませていると、リラが再び尋ねる。

「ねえ、レオンはリラのパパでしょ？」

　なんて返事をしようか未だに迷う私の隣で、レオンが答えを口にした。

「そうだ」

　彼の言葉に私は驚き息を呑んだ。

　この場にはカイル以外の部下が何人もいるのに認めてしまうなんて。大丈夫なの？

　けれどレオンは、ためらわずにリラにはっきりと告げる。

「今まで側にいてやれなくてごめんな。だけどこれからはずっと一緒にいよう」

　レオンの表情は皇帝としてのものではなく、娘を愛するひとりの男性のものに変わっていた。穏やかでとても優しい顔。

　でも、リラはどう思うのだろう。突然パパができて平気でいられる？

　ハラハラしていたけれど心配は無用だったようだ。リラは嬉しそうにレオンに身を寄せる。

「うん！　リラとママとレオンはずっといっしょ」

「リラ……よかった」

　身体から力が抜けてしまいそう。ふらついた私を、レオンがリラを抱くのとは反対の手で支えてくれた。

「ああ、ずっと一緒だ。イリスもリラも俺が守るよ」

　レオンが幸せそうに宣言する。

　胸が温かくなり、私もレオンに身を寄せた。

「私もレオンとリラを守るから」

　私になにができるのか分からないけれど、それでも精一杯ふたりを支えたい。

「リラもまもる！」

　元気なリラの声を聞いて、レオンと私は微笑み合った。

　もう悩まない。三人でいることが一番の幸せだと気づいたから。これからは、離れようなんてほんの少しだって考えない。まだ起きていない未来を心配するより、強くなるために努力しよう。

　そう気持ちを新たにしている中、恐る恐るといった様子で声をかけられた。

「陛下……先ほどから公爵様の姫君がお目通りを願いたいと再三訴えております」

「ああ、分かった」

　レオンは笑顔を引っ込め頷き、私にリラを預けた。

「行ってくる。イリスとリラは馬車で待っていてくれ」

「……はい」

　彼がなにをするのか気になった。でも子供にこんな場面を見せるわけにはいかない。

　そんな中、リラが思いがけない発言をした。

「リラはレオンといっしょにいたい」

「今から仕事をしないといけないんだ。リラはママと一緒に待っていてほしい」

「リラもおしごとする」

　レオンは困った顔になる。

「リラはまだ子供だろう？　子供はお仕事、できないんだ」

「そうなの？」

　リラは不満そうに口をへの字にする。

　どうやら納得していないみたい。どうしてこんなにこだわるのだろう。レオンがパパと分かったから少しでも一緒にいたいの？

　そうだとしてもこれ以上は迷惑をかけられない。少しかわいそうではあるけど、今は我慢してもらおう。

「リラ、ママと一緒にお外で待っていよう？」

「えーやだよ」

「お外でママとお話しようね、楽しいよ」

　私はそう説得し、珍しく不貞腐れるリラを抱いたまま部屋を出ようとする。その時、耳を突きさすような大きな音が聞こえてきた。

「きゃあ！」

　なにかが割れたような耳障りな音だった。恐怖を感じリラをぎゅっと抱きしめる。

「何事だ？」

　レオンが厳しく問う。それに応える部下の騎士らしき声がした。

「姫君の護衛が扉をこじ開けようとしています」

　護衛って、オリーヴィア様と一緒に私を訪ねてきた長身の男性だろうか。

　向けられた鋭い視線を思い出し、私は無意識にレオンに身を寄せた。それに気づいたレオンが穏やかな声を出す。

「イリス大丈夫だ」

「……オリーヴィア様の護衛の人はすごく強そうで怖かった。レオン気をつけてね」

　素直に気持ちを伝えると、レオンは眉をひそめながらも「分かった」と頷き、それからカイルに合図を送って呼び寄せた。

「イリスとリラを馬車に連れていき、そのまま護衛をしてくれ」

「かしこまりました」

　レオンの命令を受けたカイルが私を外に出るように促す。リラはしつこく抵抗していたけれど、私はカイルについて部屋を出た。

　馬車の周囲には先ほどまではいなかった騎士たちが集まっていた。カイルは馬車の扉を開けると、私とリラを中に案内する。

「ありがとう。レオンはどれくらいで戻りそうですか？」

「それほど時間はかからないはずですが」

「分かりました」

　今、レオンとオリーヴィア様はどんな話をしているのだろう。

　部下の騎士たちがいるから危険は少ないにしても、気持ち的にふたりが一緒にいると落ち着かなかった。

　だってオリーヴィア様は私よりずっと綺麗で身分も高くて、それに本人がレオンの妃になることに乗り気だった。レオンを信じていても不安になる。

　はあとため息がこぼれるのを止められない。

「ママ、どーしたの？」

　膝に乗せていたリラが心配そうに見上げている。

「なんでもないよ」

　安心させたくて微笑むと、リラは納得できないように首を傾げた。

「ママ、げんきない」

「そんなことないよ」

「そんなことある。なきそうなかおしてるもん。きのうも、もっとまえも」

「え……」

　リラは私が思っている以上に、鋭く敏感なのだと驚いた。彼女の前では悩みを顔に出さないようにしていたのに、簡単に見破られていたなんて。

「心配かけてごめんね、ちょっと困ったことがあったんだ。でももう解決したから大丈夫だよ」

「ほんとに？」

「うん。本当よ」

「そっか、こまったことがあったらリラにいってね」

　真面目な顔をしてリラが言う。

　頼もしい幼い娘を私はぎゅっと抱きしめた。










心も身体も




　リラと話をしていると、思ったよりも早くレオンが戻ってきた。

「レオン、もういいの？」

「ああ、帰ろう」

　レオンには少し疲れが見えるものの、私とリラに対する眼差しは優しい。

　馬車はガタリと音を立てて走り出した。




　誘拐されたとは思えないほど元気いっぱいだったリラは、部屋に戻った途端、糸が切れたように眠りに落ちた。レオンがベッドに運び、私が着替えをさせる。その間も目を覚ます様子はなくすやすやと寝ている。

「よっぽど疲れたみたい」

　柔らかな髪を撫でながら私が囁くと、レオンも静かに頷いた。

「ああ、慣れない環境で緊張もしただろう」

「うん、また夜中に起きるかもしれないね」

　しばらく様子を見守ってから、リラの寝室を出て隣の居間として使っている部屋に移動した。長距離の移動で疲れているであろうレオンのために温かいお茶を用意する。

「オリーヴィア様はどうなったの？」

　コトンとテーブルの上にカップを置きながら尋ねる。

「ありがとう。……オリーヴィアは帝都に送り返したよ」

「それで納得されたの？」

　あの姫君は、その身分にふさわしく気位が高く見えたけれど。

　レオンは眉間にシワを寄せた。

「抵抗していろいろ叫んでいたが、聞き入れるつもりはない」

　その様子から無理やり帝都に帰すのだと分かり心配になった。

「大丈夫なの？　オリーヴィア様のお父様である公爵を怒らせると困るのでしょう？」

「今回はオリーヴィアが仕掛けてきたためこちらに非はない。皇帝の娘だと知りながら誘拐し、妻にと望んでいる女性を傷つけたんだ。許せることじゃないだろう？」

「リラを巻き込んだのは私も許せないけど、でもレオンが危なくなったりはしないの？　それが心配で……」

　レオンとリラから離れないと決めたものの、力になれなくて悲しくなる。

「確かに公爵の権力は強いが、譲れないこともある。俺は傀く儡ぐつの皇帝になるつもりはないからな。心配しなくていい、イリスとリラに手出しはさせない」

「うん……でもレオン自身も大切にしてね。これからは三人で幸せに暮らしていきたいから」

　懇願するとレオンは優しい顔で微笑んだ。

「ああ」

「どうかしたの？　急に笑って」

「嬉しいんだ。イリスが戻ってきてくれたし、リラに父親として受け入れてもらえた」

　レオンは本当に幸せそうに見えた。

　私も温かな気持ちになる。それからこみ上げる罪悪感。

　四年前はレオンと離れることこそが正しいのだと信じて疑わなかった。けれどリラと触れ合うレオンを前にすると、それは間違っていたのではないかと思うようになった。父と娘を引き離してしまったことに後悔を覚えるのだ。

「ごめんなさい、リラが生まれたことを知らせもしないで姿を消して」

　レオンは少し驚いたようだった。

「どうしたんだ？」

「私の選択は正しかったと信じていたけれど、誤りだったのかもしれないと自信がなくなったの」

　目を伏せると、かたりと椅子を鳴らす音がした。

　レオンが近づいてきて私の座る椅子の隣に膝をついた。ちょうど私と目が合う高さになる。

「俺だって何度も迷い後悔したよ。ルメール男爵から、イリスが身をひいたからもう追わないでくれと頼まれた時、置いていったことを悔やんだ。危険でも一緒に連れていったほうがよかったのか、それが無理でももっと早く会いに来ていればと……過去をやり直したいと願った。でも」

「でも？」

「もう過去を振り返るのはやめよう。こうしてイリスは戻ってきてくれた。リラも一緒だ。自分に娘がいるとは想像もしていなかったが、こんなに嬉しいことはない。俺たちの娘を今まで守り育ててくれてありがとう。慣れない土地でひとりでリラを守るのは大変だっただろう？」

　レオンの穏やかな声が耳に届き、身体中をめぐっていく。切なさがこみ上げ、私はレオンの首に腕を回し抱きついた。

「うん……本当は不安だった。日に日にお腹が大きくなっていく中、私に子供を育てていけるのか、母親になんてなれるのか散々悩んだ。レオンとはもう会えないと自分に言い聞かせても忘れられなくて苦しかった」

　リラが生まれてからは毎日が目まぐるしくて悩んでいる暇もないほどだったけれど、ルメールでの幸福な日々をふと思い出したものだ。

「リラとの暮らしは穏やかで愛情にあふれていた。それでも不意に寂しくなるの」

　涙声で訴えると、レオンが私を抱く力を強くした。

「イリスにばかり苦労をかけてごめん」

　私はレオンの胸に寄せた顔を横に振る。

「ううん、大変だったけど、苦労したとは思ってない」

　リラを産んだことを後悔はしていない。

　確かに、リラを育てていく中でつらいことはたくさんあった。お産が長引いて、苦しくて痛くてもうダメだと諦めそうになった時。ひと晩中泣くリラを抱っこしながら私も一緒に泣いた時。質素な食事や、可愛い服も買ってあげられないような生活が申し訳なくて涙があふれた。

　だけど、それ以上に幸せだった。小さくて温かい身体を抱きしめて眠ると、安らいだ気持ちになれた。ママ、ママとただひたすらに無償の愛情を向けてくれる我が子が本当に愛しかった。この子だけは絶対に私が大切に守ると決心したのだ。

「私は幸せだったよ。でも、レオンと一緒にいられたらもっと幸せだった」

　逃げ出さずに、つらいことも嬉しいこともレオンと分け合えばよかった。私にもっと勇気があればよかった。

「ごめんなさい、私が弱かったから」

「イリスは弱くなんかない。リラを素直で明るい、いい子に育てた。強くて優しい俺の愛する人だよ」

　レオンは右手で私の顎をすくい優しさのあふれる眼差しを向けてきた。それからお互いの顔が近づき、唇が触れ合う。

「んっ……」

　ひんやりとしていた唇は口づけを交わすうちに熱くなり、やがてそれは身体中に回っていった。

「レオン……ん……」

　見つめ合ってはキスをして、何度もそれを繰り返す。気がつけば私はレオンに抱き上げられ、彼の寝室に運ばれていた。広いベッドにそっと横たえられ、彼が上に覆いかぶさってくる。

「レオン……」

「いつだって、イリスを愛している」

　それからまた長いキスが始まる。

　レオンの手が私の手を絡めるように握る。両手とも彼に捕らわれ、息もできないような口づけを与えられる。それはだんだんと深くなっていき息苦しさにわずかに口を開くと、熱い舌が唇を割って押し入ってきた。

　口内を蹂じゅう躙りんされるのを私は喜んで受け入れる。彼の熱、たくましい腕の強さ、身体の重み。すべてがたまらなく愛おしく感じる。

　性急に着ていた服を取り払われ、それからは夢中の時を過ごした。

「レオン……レオン大好き」

　私の理性を溶かす彼の身体を抱きしめると、それより強く彼に抱きしめられる。それはいつまでも続き、私はやがて意識を手放した。




　――夢を見た。レオンと私はルメール館の中庭でのんびりと花を眺めている……これは幼い頃の記憶だ。

　花壇の中にひと際目立つ大輪の赤い薔ば薇らがあった。私はそれを指さしながらレオンに声をかける。

『このお花、綺麗。レオン様もそう思うでしょう？』

『そうか？　花なんて気にしたこともないからな』

　言葉通りレオンはあまり関心がないようで薔薇をチラリと見たあと、明後日のほうを向いてしまった。

『なに見てるの？』

『雲。雨が降りそうだから』

『そうなの？』

　今日は朝から天気がいいのにと思いながら、私は空を見上げた。

『遠くから雨雲が近づいてきているだろ？』

　レオンの指さすほうには黒っぽい雲があった。

『あの黒いのが雨の雲？』

『そうだよ』

　黒い雲はだんだん近づいてきていた。もう散歩はおしまいなのかとがっかりしてしまう。けれど……。

『そろそろ来そうだな。温室に行くぞ』

　レオンはまだ花を見ていたい私の気持ちを察してくれたのか、手を引き中庭の先にある温室へと向かっていく。

　自分は花になんて興味がないのに。

　温室に入るとすぐに雨が降り出した。ガラスの天井を雨が叩く。

『危なかったね』

　雨雲に気づくのが遅れていたら濡れてしまっただろう。

『ああ。そのうちやむだろうからそれまではここにいよう』

　レオンは空を眺めて言う。天気予報ができるみたいだ。

『いいなー、私も天気が分かったらいいのに』

『雲のこと勉強すればいいだろ』

『うん、そうなんだけど』

　勉強が好きじゃない私は眉をひそめてしまう。するとレオンがふっと笑った。

『まあ分からなくてもいいんじゃないか？　イリスにはいつも俺がついているんだから』

『え？』

『雨が降りそうになったら、俺が教えるよ』

　私は少し戸惑って首を傾げた。

『でも、レオン様はいつかルメールを出ていってしまうんでしょう？　そうお父様に聞いたけど』

　レオンは少し考えてから、なんでもないように答える。

『行かないよ。これからもイリスの側にいる』

『本当に？　大人になっても？』

　私は喜びのあまりぴょんと跳ねるようにしてレオンの腕にしがみつく。

『ああ、イリスを放っておけないし』

　苦笑いのレオンの腕を私はぎゅっと抱きしめた。

　嬉しい、嬉しい。これからもレオンと一緒にいられるんだ。

『約束ね、大きくなってもずっと一緒だって』

『ああ、約束するよ』

『ふたりだけの約束ね』

　花の香でいっぱいの温室で、レオンと秘密の約束をした。

　あれは、レオンがルメールに来て一年が経った頃のことだった――。

　優しい記憶の夢から不意に覚醒した。目を開くと私は薄暗闇の中にいた。

　瞬きをしているうちに暗闇に慣れていき部屋の様子が分かる。同時に私が横になっているのはレオンのベッドだということを思い出した。

　そうだ。私はここでレオンと……。

　一気に顔が熱くなる。身体に残っているレオンの感覚に頬を染めていた私は、遠くから聞こえる泣き声にはっとした。

　これはリラの声だ。思っていた通り、目が覚めてしまったんだ。

　ベッドから起きて足元に綺麗にたたんであった服を身につける。それからすぐに部屋を出てリラの元に向かう。

　するとそこには既にレオンがいて、泣くリラを戸惑った様子であやしていた。

「レオン」

　私に気づいた彼はホッとした表情を浮かべる。

　リラを引き取り、抱っこしながらあやす。しばらくすると、落ち着いたのか穏やかな眠りについた。どうやら完全に起きたわけではなく、半分眠っている状態だったようだ。

　ゆっくりとリラをベッドに戻し、上掛けをかける。安定した寝息を確認してからレオンに目で合図を送り部屋を出た。

「寝る時はイリスじゃないとダメみたいだな」

　レオンは少し寂しそうだ。

「そんなことないよ。レオンも慣れたら大丈夫。だってリラはレオンが大好きだって言ってたもの」

　レオンは切れ長の目を開く。

「本当か？」

「本当よ。子供は自分へ愛情を向けてくれる人とそうでない人を敏感に感じ取るの。レオンの愛情はちゃんと伝わっていてリラもそれに応えているのだと思う」

「そうか……」

　レオンは嬉しそうに微笑み私の肩を抱き寄せた。

「身体は大丈夫か？」

「あ、うん……少しだるいけど」

　恥ずかしさを感じながら答えたのに、レオンはますます私を困らせる。

「ごめん、イリスがあまりに可愛いから抑えがきかなかった」

　私の顔はきっと真っ赤になっている。それをごまかすようにレオンから顔を背けた。

「今、何時かな？」

　外の様子をうかがうふりして離れようとしたのに、レオンが腰に手を伸ばし引き寄せてきた。

「朝までまだ時間がある。もう少し休もう」

　妙に色気のこもった声で誘われて腰が砕けそうになった。このままレオンの腕に再び身を任せたくなる。けれど私は理性を総動員して、レオンから離れた。

「今日はリラの側についているわ。また起きるかもしれないし」

　レオンはがっかりしたように眉を下げたけれど、リラの部屋の扉に目を向けると優しい表情になった。

「そうだな。目が覚めた時にイリスがいれば安心するだろう。ふたりでゆっくりはまた今度の機会に楽しみに取っておこう」

　次は朝まで離さない。そう耳元で囁かれ、頭が沸騰してしまった私は、もうなにも言えなくなった。




　翌朝までぐっすり眠ったリラは、目が覚めるとご機嫌だった。

「ママおはよう、レオンもおはよう」

　元気よく挨拶をして、トコトコと歩いて居間の椅子にちょこんと座った。

「リラおはよう。今日はご機嫌だな」

　レオンが返事をすると、リラはうんと大きく頷く。

「ママがげんきだから。レオンもいるから」

　レオンは一瞬不思議そうな顔をしたけれど、すぐに察したようだった。

「そうか。リラはママが元気だと嬉しいんだな」

「うん、ママはニコニコしてないとダメなの」

「そうだな。これからも笑ってもらえるように頑張ろうな」

「うん。じゃあさくせんたてよー」

　レオンとリラは顔を突き合わせてなにか話している。たまにリラが声を立てて笑い、レオンも楽しそうに相手をしている。

　夢に見ていた光景が目の前にあり、私は感極まって泣いてしまった。するとレオンとリラがびっくりしたように目を丸くして、慌てた様子で駆け寄ってきた。

「イリスどうした？」

「ママ、なんで？」

　足元でぴょんぴょん飛び跳ねるリラを抱っこしてふたりに告げる。

「なんでもない。ただ幸せで」

　不思議そうなふたりとの時間が大切で、これから先もずっとこうしていられたらいいと心から願った。




　朝食を取りリラを病院に送っていった。治療ではなく、レオンと話し合いをする時間を作るのに預かってもらうためだ。

　病院の先生たちにすっかり慣れたリラは嫌がる様子もなく病院の中庭に向かっていった。私とレオンは部屋に戻り、居間のテーブルに着く。

「レオン、聞きたいことがたくさんあるの」

「ああ、分かってる」

　レオンは短く相あい槌づちを打ってから口を閉ざす。私の言葉を待ってくれているようだ。

　頭を整理しながら切り出した。

「すべてオリーヴィア様に聞いたことなのだけれど、まずはリラの病気が毒のせいだったっていうのは本当なの？　ここに来てから元気なのは毒が抜けたから？」

　レオンは険しい表情で頷いた。

「ああ。ここに転院してきた初めの検査で分かり報告を受けた」

　覚悟していたとはいえ、肯定されると再びショックが襲ってくる。

「レオンも先生もどうして私には話してくれなかったの？　私はリラの母親なのに」

「イリスを動揺させたくなかったからだ。ただでさえ俺のことや初めてのカサンドラでの暮らしで負担がかかっているのに、それ以上に不安を与えたくなかった」

　レオンの気持ちは理解できた。

　再会してすぐの私はレオンに対して壁を作り距離を置いていた。毒のことなんて聞いたら誰も頼ることができずにパニックになっていただろう。レオンはそれを見越して黙っていたんだ。

「私を気遣ってくれたのだと分かったわ。それで、毒が原因と知ってレオンはどうしたの？」

「イリスとリラの護衛を増やし、病院内にも俺の配下の者を紛れ込ませた。同時に犯人を捜すために動いていた」

「そんな前から護衛がついていたの？」

　それらしい気配は一切感じなかった。

「ああ、誰が犯人か分からなかったからな。油断はできなかった」

「私たちを守ってくれている間にレオンが犯人捜しをしていたのね。帝都に戻ったのはそのため？」

　レオンは真面目な様子で頷いた。

「それもある。帝都にいる間に調査を進めた。リラを預けていたイリスの親類の家を調べたところ、リラが体調を崩した頃に雇われた使用人がいた」

　叔母様の家には少数だけれど家事を手伝う使用人がいて、時々人の入れ替えがある。

「その新しい使用人がリラの食べ物に毒を？」

「そうだ。イリスの親類はいっさい関わっていないし、その使用人は既に辞めているから安心していい」

「ええ……」

　衝撃的な話だけれど、叔母様が無関係だったと分かりホッとした。

「使用人を送り込むのにブロウテン公爵家が関わっているとつかみ追求をしていた。だがまさかオリーヴィアが犯人で、イリスのところに向かうとは予想していなかった。俺の捜索の手が公爵に及んだことを知り、供の力を借りて帝都を出たようだ」

「そうだったの？」

　私の前に現れたオリーヴィア様は堂々としていて、いかにも高位貴族の姫君といった風情だった。実は犯罪が表ざたになり追い詰められているようには見えなかった。

「オリーヴィア様は私さえいなくなればレオンと結婚できると考えたのね。皇妃になれば罪にも問われないだろうと……一刻も早く私を追放したかったんだわ」

　なんて身勝手なのだろう。

「俺の考えが甘くてイリスとオリーヴィアを会わせてしまったことが悔やまれる。あの護衛に対して恐怖を感じていたようだな。なにか脅されたのか？」

「護衛の男性とはほとんど口を利いていないわ。でも目つきが鋭かったし怖い雰囲気だった。オリーヴィア様の命令には忠実だったようだけど」

　だからこそ、きっと私の存在を許せなかった。

「そうだな。あの者は姫が幼い頃から仕えているそうだ。どんな命令でも従う。だからこそイリスの身が心配だった。イリスがカイルの制止を振り切って病院を飛び出したと聞いた時は気が気じゃなかった」

「ごめんなさい。あの時は夢中で……」

「いいんだ。リラがいなくなったのだから慌てて当然だ」

　レオンはすべて分かっているみたいだ。

「リラの身体はもう大丈夫なの？　毒の影響は？」

「それは慎重に検査をさせた。元々重篤な障害を起こすようなものではなかったこともあり、毒の抜けた今、問題はないそうだ」

「そう、よかった。強い毒じゃなかったのね」

　レオンは顔を険しくした。

「オリーヴィアはリラを害するつもりはなかったようだ。ただイリスを脅すための行動だった」

「そう……オリーヴィア様はリラを自分の養女にするつもりだったようだわ。そうすればリラを守れると。その代わりに……」

「イリスに身をひけと言ったのか？」

　私の言葉を遮り、レオンが硬い声で続ける。

「うん……」

「イリスはどう思ったんだ？」

「迷ったわ。私、リラの毒に少しも気づかなかったから。この先リラを守る自信がなくなった。ティオール王国よりも遠くに逃げても絶対安全って保証はないし、かといって離れ離れになる覚悟もできなかったから」

「……今は？」

　レオンはどこか不安そうだった。

「レオンを信じようと決心したわ。まだ怖いけどきっと大丈夫だと信じてる。この先もレオンとリラと一緒に生きていきたいから」

　私の言葉にレオンは幸せそうに微笑んだ。

「ありがとう」










離れない約束




　私が真実を知ったことでリラの診療は完了した。レオンの外出中に先生たちに会いに行きお礼を言うと、逆に黙っていたことを謝罪されて恐縮してしまった。

　内緒にされたのは悲しかったけれど、リラのためにはよかったのだと思っている。

　和やかに会話をし、離れの病室に戻る。すると、驚くことにルメールの両親が待っていた。

「お父様、お母様……どうして？」

　唖あ然ぜんとする私に横から声がかかる。

「レオン様のご命令で私がお連れしました。ラヴァンディエへ出発の日まで、ご両親とゆっくり過ごすようにとのことです」

　カイルだった。

「あ、ありがとう……。あの、レオンはいつ戻るか聞いてますか？」

「今日明日は戻れないかと。オリーヴィア姫の件の事後処理もありますので。御用は私が承ります」

　カイルはいつも通り冷たい表情で淡々としている。会話が途切れたのと同時にお母様の涙交じりの声がした。

「イリス……よかった、元気そうで。ずっと心配していたのよ」

「なにも助けてやれなくてすまなかった」

　お父様もつらそうに頭を下げる。

「お父様、お母様……ごめんなさい、こんなに心配をかけて」

　胸の痛みを感じながら私は両親に寄り添った。

　ルメールを出る時は気づけなかったけれど、今なら分かる。ふたりがどれだけ私を心配してくれていたのか。子供を諦めなさいと諭すことがいかに苦渋の選択だったかも。

　あふれそうになる涙を堪えていると、くいっとスカートを引っ張られた。

「ママ」

　リラが私を見上げている。

「あっ、ごめんねリラ」

　私はリラを抱き上げ、両親に向き合う。

「娘のリラです。リラ、お祖じ父い様とお祖ば母あ様よ」

　ふたりは感激したようにリラを見つめる。

　しばらく戸惑っていたリラも、元々人見知りではないこともあり、初めて会う祖父母にだんだんと慣れていった。

「リラちゃんは本当に可愛いわね」

　お母様は本当に嬉しそうだ。お父様も同意して頷く。

「そうだな。カイル殿のおかげだ」

　お父様はカイルに感謝の視線を送る。

　私たちを引き合わせてくれたのはレオンなのに、なぜカイルにそこまで感謝しているの？　ふたりは彼が四年前にルメールを踏み荒らした指揮官だったことを忘れてしまったのだろうか？

　両親は釈然としない気持ちの私に気づいたようだった。

「イリスは知らなかったかもしれないが、カイル殿はルメールによくしてくださったんだよ。彼のおかげで我々の領地は被害が少なくて済んだんだ」

「え？　どういうことですか？」

「第七皇子の命令はもっと過激で非情なものだったそうだ。常識では罪のない貴族を捕らえることはできないが、適当な罪をでっちあげて我々を捕らえ脅迫する意向だったらしい。それをカイル殿が止めてくれた」

　私は驚愕してカイルを見た。

　彼は第七皇子の手先で、形勢不利になった途端にレオンに寝返ったのだと思っていたけれど、実は違っていたの？

「あの、カイル……私知らなくて。今までの態度は悪かったわ、ごめんなさい」

　あまりに気まずくて、たどたどしい謝罪になってしまった。

　しかしカイルは特に目立った反応はせず、いつも通りの淡々とした様子だった。

「お気遣いなく。主を変えたのは事実ですから」

「でも……」

「私は尊敬できる主君に仕えたい。そのためなら他人にどう評価されようが構いません。では、家族水入らずの邪魔をしたくありませんので失礼いたします」

　カイルは身を翻し、立ち去っていく。

　やっぱり彼は苦手だ。けれど、レオンにとってはよい部下なのだろうとやっと理解できた。




　両親とリラ、途中からレオンも合流し、離れていた時間を埋めるように和やかに過ごしたあと、私たちはカサンドラの病院を出てラヴァンディエ帝都へと旅立った。

　レオンはお忍びで来ているので、旅の一行は皇帝の行列とは思えないほど質素なもの。私はそのほうが気楽だったし途中で休憩も取りやすいので助かった。リラは馬車の旅がすっかり気に入ったようで窓の外の風景を興味深そうに眺めている。

　ゆっくりとした進みで五日かけて帝都に到着した。

　私はラヴァンディエ帝国民だけれど帝都を見るのは初めてで、その壮大さにただただ圧倒された。

　大河に沿う形の都は、巨大城壁に囲まれ外からは町の雰囲気をうかがうことはできなかった。それでも門の遥はるか向こうに巨大な宮殿がそびえているのが見える。

「あれが宮殿？　すごい……」

　思わずつぶやいた私の隣でリラも目を丸くしている。

「おしろ？　おっきい」

　その様子を見たレオンがくすりと笑いながら尋ねる。

「リラは城を見るのは初めてか？」

「うん。あそこでなにするの？」

「そうだな……仕事をしたりダンスパーティーをしたり、いろいろだ。リラの部屋もあの城の中にある」

「えっ、リラのおへやも？」

　リラの頬がぱあっと紅潮する。

「すごい！　リラのおうちはおしろなんだ。あ、じゃあママのおへやは？」

「ママの部屋も城の中だ」

「レオンも？」

「ああ。ママの部屋の隣だ」

　レオンは意味ありげな視線を私に送る。ドキリとして目を逸らした。

　部屋が隣って……もしかして寝室がつながっていたりするのかな？

　それからもレオンはリラに帝都のことをいろいろ教えてあげていた。けれど城壁を通ると窓のカーテンを閉め外から見えないようにした。

「えーしめちゃうの？」

　リラはちょっと不満顔。だけど私は宮殿に近づいたことで緊張感に襲われた。

　宮殿には大勢の人がいる。その人たちは私とリラの存在をどう思っているのだろう。特にソフィア様と、私を妃に娶るのを反対しているという家臣の反応が不安だった。

「イリス」

　私の落ち着かない様子を見て、レオンが声をかけてきた。視線を上げると、彼は優しく微笑む。

「大丈夫だ。堂々としていたらいい」

　勇気づけられ、私は安心して頷いた。

「うん……ありがとう」

　そうだ。私は私らしく自信を持とう。

　馬車が停まるすぐに外側から扉が開いた。レオンはリラを抱き馬車から降りたあと、片手を私に差し出した。

　彼の手をつかんで地面に立つ。すると馬車の前には皇帝の帰りを出迎える大勢の家臣が立ち並んでいた。

「お帰りなさいませ」

　皆が一斉に頭を下げる。その光景にリラがぱちぱちと目を瞬く。

　こんなにたくさんの人も巨大な城もなにもかも初めて見るのだから無理もない。私だって緊張で足が震えてしまいそうなのだもの。レオンに手を握ってもらっていなければ、まともに歩けなかったかもしれない。

　彼の手が私を強くする。この人に選ばれたのだと自信を持っていいんだと思い出させてくれる。

　レオンに促され宮殿内の豪華な廊下を進む。廊下にも天窓からさんさんと光が降り注ぎ、開放的な雰囲気になっている。

「ママ、おひさまのひかりがきれー」

　リラはまぶしそうに目を細めている。柔らかな日差しの中で軽やかに歩く彼女こそとても綺麗だ。

　しばらく歩くとレオンはひとつの部屋の前で立ち止まった。

　両開きの白い扉。花の模様が描かれ、取っ手は柔らかな金色だ。

「すごい！　かわいいドア」

　リラが興奮気味に声をあげる。

「ここがリラの部屋だ」

　レオンがそう言いながら扉を開く。部屋の中も明るく光があふれていた。

　広々した居間に続きの寝室。どちらも白とピンクの家具と調度品で揃えられている。大人が三人寝られそうな大きなベッドの上には可愛いぬいぐるみが並べてあった。

　小さな女の子が夢見る部屋そのもので、リラははしゃいで部屋の中を走り回る。

「かわいー！　ベッドもフカフカだよ」

　スプリングの利いたベッドでぴょんぴょんと嬉しそうに跳ねている。

　私はそんなリラを愛しそうに眺める彼に寄り添って声をかけた。

「レオンありがとう、リラもすごく喜んでる」

「ああ、気に入ってくれたようでよかった」

「気に入るよ。すごく可愛い部屋だもの……家具とかは誰が選んだの？」

　こんなに女の子らしい部屋にしたのはきっとレオンではない。彼は昔から何事にも機能性を求めるほうで、装飾品になど興味がない人だったから。

　レオンは少しためらってから答えた。

「母上だ」

「え？　ソフィア様が？」

　私は驚き改めて部屋を見回した。

　レースのカーテンに薄桃色のラグ。柔らかな赤色のソファー。他の家具は白で統一されている。使う人のために心を込めて整えてくれたのだと分かる部屋だ。

　ソフィア様はレオンとオリーヴィア様の結婚を望んでいたのだから、私とリラにいい印象は持っていないのは覚悟していた。だけど、この部屋を見る限りリラに対しては優しさがあるように感じる。

「よかった……リラのことは受け入れてくださっているのね」

　ホッとしてつぶやくとレオンが頷いた。

「母上はリラと会うのを楽しみにしているんだ」

「そうなのね。では早くご挨拶に行かないと」

　ソフィア様に会うのは正直怖いけれど、リラにとってはお祖母様。いい関係を築けるといい。

「このあと場を設けているんだ。イリスが大丈夫ならリラに会わせたい」

「大丈夫だけど、私も同席していいの？」

「ああ、当然だろ？　母上はイリスとも話したいそうだ」

「私に？」

　いったいなんの話があるのだろう。今さら身をひけとは言われないと思うけど……。

　不安が顔に出たのかレオンが励ましてくれた。

「大丈夫だ。俺がついている」

「うん……そうだね」

　なにが起きてもレオンがいれば大丈夫だと力が湧く。

　私たちはリラを連れてソフィア様の私室に向かった。

　ソフィア様の私室はリラの部屋とは別の棟にあった。窓からは豊かな緑を眺めることのできる落ち着いた雰囲気の部屋だ。

　ソフィア様は座っていたソファーから立ち上がり、私たちを出迎えた。

「母上、ただいま戻りました」

　まずはレオンが挨拶をする。それから私とリラに視線を移しソフィア様に紹介してくれた。

「イリスとリラです。本日よりこの城で共に暮らします」

　私はリラとともに一歩前に出た。

「ルメール男爵の娘、イリスでございます。こちらは娘のリラと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　ソフィア様の表情が硬かったので、不安を覚えながら頭を下げた。けれど返ってきた言葉は思いのほか、親しさが感じられるものだった。

「ようこそいらっしゃいました。レオンに聞いて到着を待ちわびていたのよ」

「あ、ありがとうございます」

　予想がよい方向に外れたことで私は心底ホッとしながら頭を上げた。微笑みを浮かべたソフィア様と目が合う。

　ソフィア様は視線を私からリラに移した。

「初めましてリラちゃん」

「…………」

　リラはなぜか無言で、警戒するようにじっとソフィア様を眺めている。

　あまり人見知りしないほうなのに、どうして？

「リラ、ご挨拶しなさい」

　小声で促すと、リラはぶんぶんと首を横に振ってから大きな声で言った。

「ママにいじわるするひととは、なかよくしない」

「えっ？」

　私は動揺しながらも中腰になり、小声でリラに語りかけた。

「リラ違うのよ。ソフィア様はレオンのお母様なの。リラのお祖母様よ。意地悪なんてするはずないでしょう？」

　ソフィア様に失礼をしてしまったと焦る私に対して、リラは堂々とした態度を崩さない。

「ちがくない！　だってママ、あのひとこわがってるもん。いじわるされたんでしょ？」

　絶句した。

　この子はどうして隠しているはずの私の気持ちに気づくのだろう。小さな子供なのに、驚くほど鋭い。しかも子供なだけに遠慮なく感じたままを口にする。例え相手が誰であろうと。

「リラ、ママにいじわるするひとは、きらいだもん」

「ち、違うのよ……あの、娘が失礼な態度を取ってしまい申し訳ありません」

　さらに追い打ちをかけるリラをなだめつつ、ソフィア様に謝罪する。

　絶対に気を悪くされてしまっただろう。どうしよう。

　レオンに助けを求める視線を向ける。だけど彼はなにを考えているのか、ソフィア様をじっと見ていて、リラの無礼を取りなしてくれる気配はない。

　レオン……私たちを守ってくれるんじゃなかったの？

　困惑していると、ソフィア様がすっとソファーから立ち上がった。そのままこちらに歩み寄り、私と同じように身を屈めてリラと目を合わせた。

「リラちゃんはお母様思いなのね」

　ソフィア様の声は優しかった。全然怒っていないみたい……。

　リラはこくんと頷いた。

「うん、ママがだいすき」

「そう。大好きなママを困らせる人は嫌いなのね」

　ソフィア様はそうつぶやくと、私に向き直った。

「あなたはいい母親なのね」

「あ、あの？」

「子供にたくさんの愛情を注いであげたのでしょう？　だからこの子はあなたをこんなに慕っている」

　ソフィア様は息を吐いて目を閉じた。苦しそうなその様子に私の戸惑いはさらに大きくなる。

「ソフィア様？　大丈夫ですか？」

　心配になって声をかけるとソフィア様は目を開き、どこか寂しそうな笑みを浮かべた。

「あなたは優しい人ですね、過去にあなたを否定した私を心配してくれるなんて……私を恨んで当然なのに」

「恨んでなんて、そんなふうに考えたことはありません」

　私はすぐに否定する。

　ソフィア様からの手紙を読んだ時、確かに途方もなく傷ついた。だからといって恨む気にはならなかった。私がレオンのお母様を恨めるわけない。だって彼が離れ離れになってもお母様を想っているのを知っていたから。

　それに、自分が母親になってソフィア様の気持ちをより理解できるようになった。

「ソフィア様はレオン様を守りたかった。その一心だったと分かっていますから」

「……イリスさん、あなたに謝りたいと思っていたのです」

　絞り出すように発せられたその言葉に、私は目を見開いた。

「ずっと後悔していました。あなたをひどく傷つけてしまったことを……。あなたがひとりで故郷を出て行方が分からないと聞き、なんてことをしてしまったのだろうと自分の罪深さに慄おののきました。あなたは私の息子を長く支えてくれた人だったのに」

　ソフィア様が私に対して頭を下げる。

「謝らないでください。ルメールを出たのは私の意思です。自分で決めたことで誰のせいでもありません」

「でもそのせいで若いあなたに孤独と苦労を強いてしまったわ」

「いいえ、私は孤独なんかではありませんでした。だっていつもリラと一緒でしたから。苦労とも思っていません。今まで過ごした日々はかけがえのないものです」

　そう。私は幸せだった。孤独だったのはむしろレオンのほうかもしれない。

「でも私の選択で父と娘を引き離してしまいました。それだけは今でも後悔しています。もっといい方法があったのではないか、私は間違っていたのかもしれないと」

　俯いた私を、それまで黙っていたレオンが抱き寄せた。

「過去のことは誰のせいでもない。誰もがその時々に進む道を選び必死に生きてきたのだから後悔する必要はない。これからは未来を見ようと話し合っただろ？」

「……うん」

　私が頷くとレオンは満足そうに笑い、それからソフィア様に向き直った。

「母上。俺はイリスを皇妃に迎えます。そしてリラを娘だと公表し正式に皇女の位を授けます。反対があったとしても意思を変えるつもりはありません」

　宣言するレオンに、ソフィア様は私に対していた時とは打って変わって厳しい目を向けた。

「必ず成し遂げなさい」

「はい」

　レオンは礼をすると、私たちの間にちょこんと立っていたリラに言った。

「リラ、話は聞いていたな？」

「うん、よくわからなかったけど」

　レオンは少し笑って頷く。

「そうか。お祖母様を許してはくれるか？」

　私は緊張してリラの返事を待つ。

「うん、ママにあやまったから。もういーよ」

　ホッとして肩の力が抜ける。ソフィア様も嬉しそうだ。

　改めて挨拶をやり直し、まだぎこちないながらも家族の時間を楽しんだ。




　ソフィア様の部屋を出てから、私の部屋に向かった。

　リラの部屋と同じ廊下の先、白い扉に金色の取っ手。違いは花の絵は描かれていないところ。扉を開き中に入る。一見すると品のある落ち着いた調度品でまとめられた居心地のよさそうな部屋だった。

　お客様がくつろげる応接セットや書き物用の机もある。広々としていてこの部屋だけでティオールでリラと暮らした家より大きいのではないかと感じた。

「わあ、ママのへやもきれい」

　リラは興味津々で部屋を観察している。私は傍らのレオンに微笑んだ。

「素敵な部屋だわ。私にはもったいないくらい」

「内装はイリスの好きに変えていい。そのために最低限しか家具を入れていない」

「そうなの？　これで十分だけど」

　不足しているところなどまったくない。だけど部屋を自分好みに変えるのは楽しそうだ。

　少し考えてみようかな。頭の中で部屋作りの構想を練っていると、レオンに肩を抱き寄せられた。

「寝室はこっちだ」

　そのまま続きの部屋に連れていかれる。

　扉を開いた先は、私の私室と同じくらいの大きさのある寝室だった。見たこともないような大きなベッドが部屋の中央で存在感を放っている。

　ここで……毎日レオンと一緒に眠るんだよね。

　今さらだけど緊張してきた。そんな私の気持ちを見抜いたようにレオンが囁く。

「夜が待ち遠しい」

「……！」

　顔がかあっと熱くなった。いつか『朝まで離さない』と言ったレオンの言葉を思い出してしまう。

　恥ずかしさでいっぱいになっていると、可愛い声が部屋に響いた。

「こっちにもおへやがある！」

　居間の探索を終えたリラが小走りに寄ってくる。

「うわあ！　おおきなベッド。リラのベッドよりおおきいよ」

　リラはひょいと身軽にベッドに上る。

「ママのベッド？」

　一瞬返事をためらった私に代わり、レオンが答える。

「俺とイリスふたりで使うんだ」

　リラはきょとんと目を丸くした。

「レオンとママ一緒に寝るの？」

「そうだよ」

　なんだかいたたまれなくなった。リラに他意はないから余計に。

　しばらく寝室を観察していたリラがなにかを思いついたようにニコリと笑った。

「きょうはリラもいっしょにねる」

「え？」

　レオンが大きく目を開く。

「さんにんでねる」

　リラの中では決定事項らしく、機嫌よさそうにベッドの寝心地を確かめている。

　唖然としていたレオンだけど、ふっと笑いをこぼした。

「分かった。三人で寝ような」

　その夜はリラを間に挟んで眠りについた。

　初めての環境にリラははしゃいで、楽しそうにおしゃべりをしていた。それでも長旅での疲れが出たのか、夜が更ける前に眠りに落ちた。

　小さな寝息を立てるリラを挟み、レオンと囁き声で会話をする。

「寝ちゃったね」

「ああ、疲れてたんだろうな」

「今日はずっと興奮していたものね」

　リラが伸びをするように頭上に腕を伸ばした。小さな身体なのに結構場所を取っている。

　その姿を見たレオンの頬が緩む。

「可愛いな」

「気持ちよさそうに眠ってるね」

　レオンはぷにぷにした頬をそっとつついた。

「こうして家族三人で眠るのもいいな」

「うん、幸せだなって思う」

　リラ越しにレオンを見つめる。すると彼は腕を伸ばし私とリラをそうっと包み込んだ。

「ああ、本当に幸せだな」

　私たちは身を寄せ合い、お互いの温かさを感じながら眠りについた。










エピローグ




　翌日。レオンは家臣に向けて私を皇妃にすると宣言した。

　予想通り、反対する者が多く出た。田舎の弱小貴族の娘に皇妃が務まるわけがないと、面と向かってけなす者もいたそうだ。

　けれどレオンの意思は変わらず、婚礼の儀の準備に取りかかった。

　レオンは皇帝として有能だそうで、政務に関しては非の打ちどころがない。私との結婚についても文句を言われないようにとよりいっそう仕事に打ち込んでいた。

　私はソフィア様やレオンが手配してくれた先生から高位の女性としての嗜たしなみや、皇妃としての公務に必要な知識を学んでいた。特にソフィア様が厳しかったけれど、レオンの隣に立つのにふさわしくなりたくて必死に努力をした。

　私が皇妃として認められ力を持てば、その分リラの立場は安定する。いくらだって頑張れると思えた。

　また、予想に反して私に直接不満をぶつける者はいなかった。多分レオンが守ってくれているのだろう。私の知らないところでどれほど力を尽くしてくれているのか考えると、彼への信頼と愛情がますます高まり、私も負けないように頑張ろうと力が湧いた。

　一方、リラも毎日頑張っている。

　皇女にふさわしい教養と礼儀作法を身につけるため、正式に教育の先生がついた。リラはなかなか賢いようで、子供の頃の私に比べ大分要領よく新しいことを覚えていく。

「ママ、おべんきょうたのしいよ」

　リラは本当に楽しそうだ。やっぱり私の幼い頃とは全然違う。きっと頭脳はレオンに似たのだろう。

　そんなふうにそれぞれ忙しく過ごし、ついに婚礼の日を迎えた。

　朝早くから身体を磨き、この日のためにレオンが用意してくれた花嫁衣い裳しょうに身を包む。ロングトレーンの高貴なドレスはラヴァンディエの皇妃が代々身に纏う由緒あるものと聞き、身の引き締まる思いになる。

　私はこれを着るにふさわしい人になれたのかな？

　緊張と不安と期待でいっぱいになっていると、部屋の扉が勢いよく開きリラが飛び込んできた。

「わーママきれい！」

「ありがとう、リラも可愛いわ。小さな皇女様ね」

　今日のリラはピンク色のレースをふんだんに使ったドレス姿だ。

　実はこのドレスはセルジュが作ってくれたもの。ラヴァンディエの王宮に入ったあと、彼にはすぐに連絡をしていた。事情を可能な限り説明し戻れなくなったことを謝ると彼はとても驚いていたけれど、私とリラが幸せになるならと祝福してくれた。そして、結婚のお祝いになにかを作って贈りたいと申し出てくれたのだ。

　私は嬉しくてレオンに相談し、リラのドレスを作ってもらうようにお願いした。リラはセルジュを慕っていたし、きっと喜ぶだろうと思って。

　案の定大層ドレスを気に入ったリラは、鏡で自分の姿を見てはしゃいでいた。最近は大分皇女らしくなっているけれど、私の前では元気な女の子の姿が出るみたいだ。

　リラは信用できる女官に任せ、私は婚礼の儀のために教会へ移動した。そこでレオンと神の名の下に夫婦となる。

　控えの間で私を待つレオンの姿を見た瞬間、私は思わずその場で立ちすくんだ。

　ラヴァンディエ皇帝の正装姿は軍服だ。黒の詰襟の軍服に深紅のサッシュ。華やかな勲章。腰には宝剣を帯びている。

　高貴で凛り々りしいその姿に、否応なしに胸が高鳴る。

　彼は私の姿に目を留めると甘やかに微笑んだ。

「イリス、とても綺麗だ」

「レオンも……すごく素敵」

　こんな人が私の旦那様になるなんて。

　うっとりする私にレオンが宣言する。

「イリスへの愛はとっくに誓っているけど、今日改めて誓うよ。必ず幸せにすると」

「うん……でももう幸せにしてもらってるよ」

　早くも涙がこぼれそうになる。だって嬉しすぎるのだもの。

　レオンに手を引かれ、皆が待つ教会に向かう。広々としたそこにはたくさんの人が集まっていた。

　ルメールから来てくれたお父様に、お母様。ティオール王国からは叔母様とセルジュ。ソフィア様と、予想よりも祝福ムードのラヴァンディエの貴族たち。そして……。

「ママ！」

　ソフィア様の傍らにいたリラが駆け寄ってくる。

「ママけっこん、おめでとー」

　リラは頬を赤く染めとても嬉しそうにしている。けれどレオンに目を向けると少し緊張したように笑みを引っ込めて口を開いた。

「パパ、けっこんおめでとー」

　レオンが珍しく動揺した。

　リラはレオンをパパだと認めていたのだけれど、恥ずかしいのか、なかなかパパと呼べないでいたのだ。私もレオンも気にしていたけれど無理して呼ばせるのもよくないと思い、あえて直そうとしなかった。それでもいつ呼んでくれるのかと楽しみに待っていた。

　私は嬉しくなってレオンに囁く。

「レオン、早く答えてあげなくちゃ」

　レオンははっとしたように我に返り、リラを力強く抱き上げた。

「リラありがとう」

　リラは声を立てて笑う。その姿は幸せそうで、私も胸がいっぱいになる。

　私の選択は間違っていたのかもしれない。だけど後悔はしていない。だって今こんなに幸福なのだもの。愛する家族と一緒にいられて、大切な人たちに祝福してもらえて……。これから大変なこともあるだろうけれど、きっと頑張れる。

　みんなが見守る中、祭壇への道をレオンとふたりで進んだ。

　神の前で心から誓う。もう二度と離れないと。

「イリス、愛しているよ」

　彼の甘く幸せそうな声が耳をくすぐる。

「私も愛してる」

　彼の顔が近づいてきて唇が触れ合った。

　それは、二度と離れない約束のキスになる――。
















特別書き下ろし番外編










皇帝レオンの子育て




　ラヴァンディエ帝国皇帝レオンの元には、毎日山のような報告が上がってくる。

「ティオール王国から、援助要請がきております。不作で小麦が不足する見込みだそうです」

「東の国境で諍いさかいが起きました」

「遠方のサリヤ国から友好の使者が参り、謁見を希望しています」

　宰相が読み上げると、会議に参加している上位貴族たちが騒めき始める。意見が飛び交うが、まとまりなくなかなか解決しない。

　上座でその様子を眺めていたレオンは、自分の顔がだんだんと強張っていくのを感じていた。

　毎回こうだ。皆言いたい放題なわりには有効な意見がほとんど出ない。この会議に参加できるのは侯爵以上の上位貴族から選ばれた大臣だが、たいてい気位が高く他人の意見を聞き入れない。その上、国民の生活の向上より個人の利益ばかりを重要視する。

（時間の無駄だな）

　レオンはうんざりとため息をつく。よほど席を立ち信頼できる部下たちと議題を検討したいと思ったが、なんとか堪えた。

　帝国にとって役に立つとも思えない人材だが、彼らの権力は強く皇帝といえど無む碍げにはできない。いずれは宰相から大臣位までの入れ替えを行いたいと考えているが、今はまだその時期ではなかった。

　とはいえ、非効率的なこの時間に苦痛を覚える。公務を疎かにする気はまったくないが、可能な限り早く私室に引き上げ愛する妻子の顔を見たいからだ。

　美しい妻と愛らしい娘はレオンの力の源だ。そのためにもめりはりをつけて無駄なく仕事を進めたいのに、現実は思い通りになりそうにない。

　苛立ちを隠すレオンの耳に最後の議題が聞こえてきた。

「ブロウテン公爵家及び公爵ご息女オリーヴィア様の処罰についてですが……」

　レオンは目元を険しくした。

　妻と娘に危害を加えたオリーヴィアをレオンは決して許していない。彼女はカサンドラで捕らえたあと、ラヴァンディエ帝都で幽閉している。自分の手で裁きたい気持ちを抑え、法に則り罰を検討してきた。その決定がようやく今日なされたのだ。

　レオンが宰相に目を向けると、彼は顔を強張らせながら続きを口にした。

「ブロウテン公爵家は伯爵位に降格。オリーヴィア様はラヴァンディエ帝国内で生涯幽閉の身とする」

　最高位の貴族の失脚に会議場が騒然となる。しかしレオンの他に処罰に不満を持つ者はいないようだった。

「皇族を害したというのに随分と軽い罪だな」

　レオンの発言に騒めきがぴたりと止まる。宰相は汗をかきながら補足する。

「皇女様の身に深刻な影響が出た事実はございませんし、事件当時は皇女の身分にもありませんでした。オリーヴィア様が殺意を持った証明もできておらず、そのため……」

「分かった、もういい」

　レオンは手を振り宰相を黙らせた。結局宰相をはじめとした重心たちはリラよりもブロウテン公爵家を尊重しているのだと改めて実感じたからだ。

　本来ならば生母の身分が低く皇帝位には無縁だったレオンが思いがけなく帝位に就いたことを一部の重臣たちは不快に感じている。

　その者たちはレオンの娘、リラも軽く扱う。

　イリスへの感情はもっとひどい。地方の低位貴族の娘が皇妃などありえないと散々反対をされた記憶は新しい。今のところはふたりに直接悪意を向けられてはいないが、いつまでもこのままではいられない。

　レオンは椅子を鳴らして立ち上がった。

「今日はこれで終わる。ブロウテン伯爵家の領地とオリーヴィアの幽閉先についてはこちらで決める」

「こ、皇帝陛下、お待ちください」

　会議室を出ようとするレオンを宰相が慌てて追ってくる。立ち止まると、宰相は恐る恐るといった様子で発言をした。

「陛下にもうひとつ申し上げたいことがございます」

「なんだ？」

「後継について、そろそろ真剣に考えていただけないでしょうか。即位して二年が経つのに未だ後継者が不在の状況に皆不安を覚えております」

　他の重臣たちも同意するようにレオンに視線を送っていた。不快感を覚えながらも冷静に返事をする。

「後継についてなにも考えていないわけではない」

　宰相の顔が明るくなる。

「ではご側室をお迎えいただけないでしょうか？」

「側室を迎える気はない。後継は皇妃が産む」

「で、ですが皇妃様にその気配はないと聞いています。もしやお身体に問題が……」

　その瞬間、レオンの瞳に怒りが浮かぶ。周囲の空気が一気に凍りついたようだった。

「ひっ……」

　怯えたような宰相に、レオンは低い声で告げる。

「今の発言は皇妃に対する侮辱だ。二度と口にするな。他の者もだ」

　宰相だけでなく、室内のすべての貴族に命令する。

「も、申し訳ございません」

　頭を下げる宰相を一いち瞥べつすると、レオンは会議室を足早に立ち去った。




　皇帝の執務室に戻ると、カイルが待ち構えていた。

「陛下」

「なにかあったのか？」

　側近のカイルは最も信頼できる家臣のひとりだ。

　レオンの周りは比較的若く、貴族としての地位が高くない者が多い。しかし彼らは優秀で、レオンの意を的確に汲くむ。ラヴァンディエ帝国を治めるのに欠かせない部下たちばかりだ。

　カイルはレオンに近づくと声を潜めた。

「皇妃様がお倒れになったと知らせが入りました」

「イリスが？　……どこでだ！」

　衝撃的な知らせだった。レオンはカイルにつかみかかる勢いで妻の所在を尋ねる。

「中庭です。既に医師の診察を終え、私室にいらっしゃいます」

　レオンはカイルに言葉をかける余裕もなく執務室を飛び出した。

　廊下を走りイリスの私室を目指す。部屋の前には護衛兵がいたが、レオンの姿を目にすると敬礼して道を空けた。

　イリスは居間のソファーに座り、くつろいでいた。その側では侍女が温かいお茶を淹れている。平和そのものの光景だった。

　部屋に飛び込んできたレオンを見たイリスが不思議そうに首を傾げる。

「レオン、どうしたの？」

「……倒れたと聞いたんだ」

　イリスの隣に腰を下ろし彼女の様子をうかがう。どこも悪いようには見えない。それどころか機嫌よさそうに微笑んでいる。

　考えづらいが誤報だったのだろうか。

　侍女はレオンの分のお茶を淹れると部屋を下がる。ふたりきりになった途端、イリスがレオンの手をつかんだ。

「イリス？」

「倒れたのは心配しないで、少しめまいがしただけだから。それよりも嬉しい知らせがあるの……私、妊娠したわ」

「……え？」

　イリスの言葉にレオンは大きく目を見開く。そして驚きはすぐに喜びに変わっていった。

「本当か？　俺たちの子が？」

　イリスは嬉しそうに頷いた。

「さっき先生に診てもらったの。間違いないって。おそらく冬の終わり頃生まれるだろうって」

「冬の終わり……そうか……」

　レオンの胸は感動でいっぱいになった。

　最愛の妻との間に子ができたのだ。これ以上嬉しいことはない。

「レオンどうしたの？　ぼんやりしちゃって、嬉しくないの？」

　不安そうなイリスの声に、慌てて頭を振る。

「嬉しいに決まっているだろ？　ただ、うまく言葉が出てこなかったんだ」

「それならよかった」

　イリスは満足そうに目を細めると、レオンに寄りかかった。

「この子の名前はレオンが考えてね」

「ああ、そうだな。いい名前を考えないと」

　生まれてくる子供は男子だろうか。そうだったら勇ましい名を与えたい。女子だったら愛らしい名前がいいだろう。一生使う名前だから慎重に考えたい。……そういえば大切なことを聞いていなかった。

「リラの時はどうやって決めたんだ？」

　愛らしく明るく素直なリラに似合った名前だと思う。

「花の名前からつけたの。可愛くて健気な花だから、リラもそうなってほしくて」

「希望通りリラは可愛くて健気で努力家だ」

　小さな身体で毎日頑張っている。勉強も得意なようで教師たちも絶賛していた。使用人たちとも仲よくやっている。

「ふふ、ありがとう。でもちょっと皇女様らしさはないかもね」

　ラヴァンディエの王侯貴族で二文字の名前を持つ者は珍しい。リラのような名前は平民に多い。

　イリスはリラを産み、貴族としての人生を捨てる覚悟をした。市井で目立たず生きていくために選んだ名前でもあるのだろう。

「名前なんて関係ない。ただの慣習で、守らなくてはならないことでもないんだ。リラは立派な精神を持つ皇女だ」

　レオンの言葉を聞いたイリスの表情が柔らかくなる。

「うん……そうだね」

　レオンを見上げ微笑む姿は美しく愛らしい。甘えるように身を寄せられると、抱きしめたくなる衝動を抑えられない。

「イリス……」

　イリスの華きゃ奢しゃな背中に腕を回し引き寄せ、頬に手を添えて逃げられないようにする。

　そのまま素早く唇を奪った。

　それだけでは満足できずに、瑞みず々みずしい小さな唇を押し開き侵入する。イリスがビクリと身体を震わすのが分かったが、構わず心ゆくまで堪能する。

　いくら抱き合っても飽きることはない。このまま閉じ込めて離したくないと切望する。

　何度も深い口づけを仕掛けていると、イリスが抵抗するように身じろぎした。レオンの熱に圧倒されているのか、こういう時のイリスは消極的だ。

　同じくらい求めてほしくもあるが、恥じらう姿を可愛いとも思う。あまり強引すぎるのもよくないかと一度解放すると、涙目で訴えられる。

「レオン待って……もうダメ」

　あどけなさと妖艶さが混じるその表情に、身体は疼うずき熱が回った。

「嫌なのか？」

　抱きしめたまま問えば、イリスは頬を染めて目を伏せる。

「嫌じゃないけど……でもこんな昼間から恥ずかしい」

　その心も容姿も声もなにもかもが愛しい。このまま押し倒してすべてを奪いたい衝動に駆られたが、理性を総動員してなんとか堪えた。

　イリスのお腹には、新しい命が宿っているのだ。欲望に負けて無理をさせるわけにはいかない。

　少し乱れた髪を整えてやった。イリスは未だに赤い顔をして、ドレスの乱れを直している。

　その時、居間の扉が大きな音を立てて開いた。

「ママ！」

　リラが慌てた様子で飛び込んでくる。

「リラ、お勉強中ではなかったの？」

　イリスは母親の顔になり、リラを迎えた。

「ママのところにおいしゃさまがきたってきいたから。ぐあいわるいの？」

　リラは心配そうに眉を下げる。イリスは優しく笑いリラもソファーに座るよう促す。

「心配してくれたのね。ありがとう、でも大丈夫よ」

「ほんとう？」

「ええ」

　リラはホッとしたように「よかった」と言い、レオンとイリスの間に空いたスペースに腰かけてレオンに目を向けた。

「パパもママをしんぱいしてきたの？」

「ああ。リラと一緒だ」

「ママがびょうきじゃなくて、よかったね」

「そうだな」

　心根の優しい娘が愛しくて、レオンは自然と顔を綻ばせた。

　漆黒の髪に、銀の瞳。イリスに夜闇の黒と星の銀と例えられたレオンと同じ色だ。顔立ちもよく見るとレオンに似ている。それなのに時々イリスに似ていると感じるから不思議だった。

　表情や仕草が重なるのだろうか。まじまじと観察してしまったせいで、リラが不思議そうに首を傾げた。

「パパどうしたの？」

「なんでもない。それよりリラに報告があるんだ」

「ほうこく？」

　イリスにチラリと視線を送ると、彼女は小さく頷いた。レオンはリラに向き直った。

「ママのお腹に赤ちゃんがいるのが分かったんだ」

「え？　あかちゃん？」

　リラは大きな目を瞬き、そうっとイリスのすっきりした腹部に目を向ける。

「……ほんとうに、あかちゃんいるの？」

「そうよ。冬が終わる頃に生まれるんですって」

　イリスが答えると、リラの頬に朱が差した。

「リラ、おねえちゃんになるんだ」

「そうだね」

「うれしい！　パパ、たのしみだね」

　レオンの腕にしがみついて笑うリラの頭をレオンはそっと撫でた。愛する妻と娘、生まれてくる子供は必ず自分が守ると決意して。




　イリスの妊娠の公表は、できる限り遅らせたかった。ラヴァンディエ皇帝の後継の誕生を快く思わない者、イリスを疎ましく思っている者などがよからぬ企みを持つ可能性があるからだ。ブロウテン元公爵もレオンとイリスを敵視しているから油断はできない。

　しかし、半月もすると公表せざるを得ない状況になった。イリスの体調が悪化して、部屋から出られなくなったのだ。

　ぐったりとベッドに横たわるイリスがつらそうに眉をひそめている。

　その儚はかない様子を見ていると不安になる。医師はつわりだから耐えるしかないと説明するが、これほど弱って大丈夫なのだろうか。寝込んでからまだ一週間しか経っていないのに、やつれて小さくなったように見える。

　なにもできない自分に怒りが湧きそうだ。せめてと思いイリスの額の汗を冷たい布でぬぐう。

「……レオン」

　イリスがゆっくり目を開いた。

「大丈夫か？」

　問えばイリスは「ええ」と答える。しかし無理をしているのは明らかだった。

「レオン、ごめんなさい、公務をすべてキャンセルしてしまって」

「今はそんな心配はしなくていい。それよりゆっくり休んで身体をいたわってくれ」

「うん」

　イリスは苦しそうに息を吐いた。

「なにか飲むか？」

「果実水が飲みたいな」

　レオンはすぐに冷たい果実水を用意した。イリスの身体を優しく起こし口に含ませる。

「ありがとう」

「もっと飲むか？」

「うん、あと少し」

　コップ一杯分飲むと、イリスは再び横になった。

「レオンありがとうね、少し楽になった気がする」

「よかった。他に欲しいものは？」

「ううん大丈夫。そろそろ朝食の時間でしょう？　リラが待っているから行って」

　イリスの儚い微笑みに、気持ちが沈んだ。

「子供を産むのはこんなに大変なんだな。それなのにひとりでリラを……」

　夫も両親もいないところでつわりに苦しむなど、どれほど心細かっただろう。そんな状況に追いやったのは自分だ。

「レオンそんな顔しないで？　リラの時はつわりがほとんどなかったから寝込んだりもしなかったの」

「そうなのか？」

「うん。今回が初めて。でもレオンがいてくれるから安心してる」

　イリスはそう言うと静かに目を閉じた。すぐに寝息が聞こえ始める。

　しばらく様子を見守っていたレオンは、音を立てないように部屋を出た。

　イリスがもっと安心できるように、自分のなすべきことをしなくては。

　足早に廊下を進んでいると、侍女を供に連れたリラと出会った。

　リラはレオンに気づくと、ニコリと笑う。そのまま駆け寄ってくると予想していたが、その場でドレスのスカートをちょこんと摘みレディの礼をした。

「おとうさま。おはようございます」

　これにはレオンも目を丸くした。

「リラ、どうしたんだ？」

　レオンが抱き上げるとリラはニコニコしながら答える。

「せんせいにならったの」

「すっかりレディだな」

「うん、ママみたいでしょ？」

　リラはイリスを慕っている。憧れのようなものもあるらしく最近ではなにかと真似をしたがる。

「そうだな。似ていたな」

　褒めてやるとリラはニコニコと機嫌がよくなる。

「パパ、ママはどこ？」

　リラは自分の部屋で眠るようになったが、食事をはじめ多くの時間を家族で過ごしている。

「ママは具合が悪くて眠ってるんだ。食事も無理だからふたりで食べような」

「……ママまだぐあいわるいの？　ずっとごはんたべてないけどだいじょうぶかな？」

　リラが不安そうにレオンを見る。

「もう少しすれば治るから大丈夫だ」

　しょんぼりしたリラを抱き、食事の用意をしてある部屋に移動する。

　イリスが動けない今、自分がリラを気にかけなくてはいけない。テーブルに着いても浮かない顔で食事に手を出さないリラに、レオンは明るい声で話しかけた。

「リラ、しっかり食べないとダメだぞ」

「でも……ママだいじょうぶかな？」

「リラがご飯を食べなくて病気になったらママが悲しむ。たくさん食べてママを安心させような」

　真面目にレオンの言葉を聞いていたリラはこくりと頷き、湯気を立てたスープをスプーンですくい始めた。

　レオンはホッとして自分も食事をする。

「ねえパパ」

「どうした？」

「あかちゃんはおとこのこかな？」

「どうだろうな、生まれてみないと分からないな」

　リラは思い悩んだ様子でスプーンをテーブルに置く。

「おしろのひとがいってたよ。おんなのこだったらこまるって」

「え？」

「どうして、おんなのこじゃダメなの？　リラもおんなのこだよ？」

　レオンは急速に苛立ちがこみ上げるのを感じ、目を閉じた。リラの前で怒りを見せるわけにはいかない。心を静めて笑顔を作る。

「……リラが聞いたのは間違いだ。男の子でも女の子でも大切な新しい家族だろう？」

「まちがいなの？」

「ああ。その話をしていた人には注意しておくからな」

「うん！」

　リラは安心したように食事の続きをする。小さな手でパンをちぎり一生懸命口に運び続けた。




　食事を終えリラを侍女に任せてから、執務室に向かった。

　部屋の中には既にカイルをはじめとした側近が集まっており、忙しく働いていた。レオンが執務席に着くと、次々に報告が上がってくる。

「陛下、ブロウテン元公爵家のオリーヴィア嬢の幽閉先ですが、帝都東、『アルバ湖』の屋敷が候補に上がっております」

　カイルの報告にレオンは眉をひそめた。

　アルバ湖は風ふう光こう明めい媚びな避暑地だ。

「罪を償うのに適しているとは思えないな」

　レオンのつぶやきにカイルは返事はしなかったが、書類を差し出した。

「承認をお願いします、と宰相閣下より急かされております」

「承認はしない。処遇は俺が決めると言ったはずだ。ブロウテンと宰相を呼べ」

「かしこまりました」

　カイルは無駄口を叩かず部屋を出る。

　レオンは次々上がる問題をてきぱきとこなしていった。




　昼過ぎにブロウテン元公爵と宰相が執務室を訪れた。レオンを前にすると媚こびるような目つきになる。

「陛下、このたびは申し開きの機会を与えていただき、誠にありがとうございます」

　レオンは苦笑いを浮かべた。

「随分都合のいい解釈だな。言い訳を聞くために呼び出したわけではない」

　宰相の顔が一気に強張る。それに構わずレオンは話を続けた。

「ブロウテン家の新たな領地とオリーヴィアの幽閉先を決定した」

「幽閉先？　アルバ湖では？」

「それは承認していない。ブロウテン家には最北端のノールを与える。オリーヴィアはノールの修道院に幽閉の身とする」

　レオンの発言とともに部屋を緊張感が満たす。

　ブロウテン元公爵はわななく口を開いた。

「ノ、ノールなどとあそこは最北端の不毛の土地ではないですか！　国境の向こうは雪に覆われた未開の地で獣しか住んでいません。それにノールの修道院は規律の厳しさで有名です。貴族令嬢が暮らせる場所ではない」

「罰なのだから当然だろう？　断った場合、お前は領地を失うがいいのか？」

「陛下……それはあまりにも横暴では」

　宰相が堪りかねて口を挟んでくるが、レオンは冷ややかな眼差しで反論を封じた。

「話はそれだけだ。下がっていい」

「お、お待ちください！　確かにオリーヴィアはリラ皇女に対し過ちを犯しました。ですが、それもすべて陛下を想う気持ちゆえ。どうか温情を」

　レオンはすっと目を細めた。

「温情を与えているつもりだが。オリーヴィアが皇女に毒を飲ませたことを忘れたのか？」

「あれは毒と言えるほどのものではありません。娘はただ脅かしたかっただけだと……現に皇女殿下には後遺症ひとつないと聞いています」

「無事だったのは結果論にすぎない」

　オリーヴィアの所業は詳細に調べがついていた。

　レオンがイリスを捜しているのを知ると自らも捜索し始め、こちらにとっては不幸な偶然でイリスの居場所をつかんだ。その後はレオンになんの報告もなく、イリスとリラを害そうとした。自分が皇妃になるために、邪魔者を排除しようとしたのだ。

　弱い毒でも継続的に飲めば重篤な症状を起こす。イリスには言ってないが、オリーヴィアに殺意がなかったなど信じていない。権力欲に取りつかれた、醜い令嬢だ。

　レオンが皇帝になる前、第七皇子との争いの際、ブロウテン公爵はレオンについた。そのため、レオンも彼に気を遣い尊重していた。

　しかしそれが調子に乗らせてしまう結果になった。オリーヴィアは自分こそが皇妃にふさわしいと信じて疑わず、あのような暴挙に出たのだから。

　なるべく穏便に事を運びたかったが、もうそんな猶予はない。イリスとリラと生まれてくる子のためにも、不穏分子は一掃しなくては。

　レオンはブロウテン元公爵から宰相に視線を移した。

「この件はこれ以上議論する気はない」

「ですが……」

「それから大臣と高官の入れ替えをする。明日の会議には必ず出席するよう皆に伝えろ」

　レオンの宣言に、宰相は動揺を露わにする。

「お、お待ちください！」

　レオンはカイルに後を託すと、振り返らずに執務室を出てある部屋に向かった。




　皇帝の生母ソフィアの部屋は、レオンたちが暮らす北側の棟とは別の東側の棟にある。温かな光が降り注ぐ落ち着いた雰囲気の部屋のソファーに、レオンとソフィアは向かい合っていた。

「今日はどうしたのですか？」

　ソフィアは気品あふれる仕草で、紅茶の入ったカップを口に運ぶ。

「イリスはつわりがひどくかなり弱っています。なにかいい方法をご存知ありませんか？」

　ソフィアはレオンを産んでいるから、つわりにだって詳しいはずだ。医者からは聞けない当事者ならではの知識があるかもしれないと期待していた。

　しかしソフィアは困った表情になりカップをソーサーに戻した。

「ごめんなさい、私のつわりはひどくなかったのよ。あなたがお腹にいる時も陛下について動き回っていたわ」

「動き回って？」

　今のイリスからは想像もできない。同じ妊婦でもそこまで違うのか。

「あなたも知っている通り、私の実家のガディオ伯爵家は武門の家柄。身体を鍛えていたからかもしれないわね」

「そうですか」

　確かにイリスはソフィアに比べて華奢な体格だ。その上ここ最近は皇妃としての立場があり忙しく、身体を動かす機会は少なかった。だから余計につわりがひどくなっているのか？

「でも、以前聞いたのだけど飴あめを舐なめると少し気分がよくなるそうよ」

「飴ですか」

「ええ。試してみたらどうかしら」

「ありがとうございます」

　もう少し調べておくというソフィアに別れを告げて、レオンは執務室に戻った。

「陛下」

　側近のひとりが近づいてくる。また決裁が必要なものでもあるのだろう。レオンは書類を受け取りさっと目を通すと、側近に指示を出す。そして最後に付け加えた。

「急ぎで飴を揃えてくれ。とりあえず様々な種類を少量ずつ」

「飴、ですか？」

　側近は困惑した様子を見せながらも、レオンが再度告げると「かしこまりました」と頭を下げて部屋を出た。




「ママ、パパがあめをもってきてくれたの」

　青白い顔でベッドで休むイリスに、リラが懸命に話しかける。

「レオンが？」

　イリスの視線がこちらに向く。

「つわりに飴が役に立つと聞いたから、いろいろ揃えた。気休めかもしれないが」

　レオンの言葉を聞いたイリスは、リラが抱える籠に目をやる。側近たちが手を尽くして集めた飴が山盛りになっていた。

「ありがとう。こんなにたくさん……」

「どの味がいいか分からなかったんだ」

「ねえ、ママどれにする？」

　リラが小さな手で籠をかき回す。イリスに飴の種類を見せているようだ。

「赤いのもらおうかな」

「うん、これあんずかな？　おいしそうだね」

　リラはイリスに赤い飴を手渡した。

「おいしい？」

「うん、おいしいよ。リラも舐めてみたら？」

「ううん、ママのおくすりだから」

　明らかに興味を持っているが、我慢しているのだろう。ちらちらと籠を見てはソワソワする。

　レオンは笑みをこぼし、イリスと同じ飴をリラの口に入れた。

「ママの飴はたくさんあるから心配するな」

　パクリと食べたリラは、満面の笑顔になる。

「おいしい！」

　頬に手を添え喜ぶ姿を見つめながら、イリスはレオンに言った。

「レオン、公務で大変なのに気遣ってくれてありがとう」

「当たり前だろ？　ふたりの子が生まれてくるんだから」

「……つわりは苦しいけど、レオンとリラに優しくしてもらえるから嬉しいな」

　イリスの言葉に、リラは心外だとばかりに声を高くする。

「リラもパパもいつもやさしいよ！　ねえパパ」

「ああ、そうだな」

　少しだけおしゃべりをしているとイリスが疲れを見せたので、リラを連れて部屋を出た。

「ねえパパ。ママ、はやくよくなるといいね」

「そうだな」

「あしたはママになにをあげようか？　クッキーかな？」

「クッキーは食べられないだろ？」

　そうかなあ？と首を傾げるリラを部屋に連れていく。

　リラ専属の侍女に後を任せ部屋を去ろうとしたところで、くいっと上着の裾を引っ張られた。振り返ると、リラが心細そうに見上げている。

「パパ、もうすこしいっしょにいてよ」

　ここ数日イリスに構ってもらえないため、寂しいのかもしれない。賢いといってもまだまだ子供だ。レオンはその場に膝をつき、リラの頭を撫でる。

「今日はパパと一緒に寝るか？」

「うん！」

「よし、まずはお風呂に入っておいで。準備ができたら迎えに来る」

「わかった！」

　侍女に連れられて浴場に行くリラを見送ってから、自分も部屋に戻り支度を済ませる。

　目を覚ましていたイリスにリラを寝かしつけると伝えると、予想より嬉しそうな顔で見送られた。




「パパとふたりでねるの、はじめてだね」

「そうだな。ティオールの家ではイリスと寝ていたのか？」

　レオンがティオールの家に滞在したのはわずかの時間だったが、イリスの部屋のベッドはふたり寝られる大きさだった記憶がある。寂しがりやのリラがイリスのベッドに潜り込む姿が想像できた。

「ときどき。あとかみなりのときとも」

「リラも雷が嫌いなのか？」

　イリスは子供の頃から苦手だった。かなり遠くで空が光るだけでレオンに抱きついてきた。『仕方がないな』と口では言いながらも内心喜んでいたのはよい思い出だ。

「リラはね、へいきだよ。ママがかみなりきらいだから、ついててあげるの」

「リラがママを守ってたのか」

　思わず笑いがこぼれてしまう。リラは真面目な顔で頷いた。

「うん。ママなきむしだから。そばにいてあげるの」

「泣き虫？」

　リラの前で泣いたりするのだろうか？

「ママね、ときどきこっそりないてたんだよ」

「……そうか」

　見知らぬ土地にひとりで移り住み、リラを育てていた苦労は想像を絶するだろう。泣きたくなって当然だ。イリスが具体的になにに悲しんでいたのかは分からない。しかし自分が無関係とは思えない。

　過ぎたこととはいえ、胸が軋きしむ。

「ママ、いまはなかないね」

「そうだな。これからも泣かさないよう頑張るな」

「うん、リラも！」

　それからたくさん話をした。ティオールでの出来事。意外に野性的な暮らしをしていた事実を知り驚きを隠せない。

「パパははなれているとき、なにしてたの？」

「ラヴァンディエで頑張っていたよ。イリスとリラを早く迎えに行けるようにって」

「どんなふうに？」

「……話し合いをしたりかな」

　実際は話し合いなんて優しいものではない。裏切りにもあったし、冷酷なこともしてきた。いつかリラが知ったらどう思うだろうか。

　小さな頭を撫でていると、いつの間にかリラは眠りに落ちたようだった。愛らしい姿を眺めているうちに、レオンの意識も暗闇に包まれた。




　翌日。レオンは予告通り人事の改革を行った。

　即位した時から考えていたことなので人選はたやすかったが、反論は激しいものだった。出自よりも実力重視の人材配置は古くからの名門貴族の反感を買った。

　それでもカイルをはじめとした側近たちの働きは素晴らしく、レオンの政策は滞りなく進んでいた。

　一方イリスは苦しいつわりの時期を乗り越え、安定期に入っていた。お腹はすっかり大きくなり、歩くのも大変そうだ。

　それでも気分はいいようで、リラと暖炉の前で過ごすのが日課になっていた。

「ママ、おなかくるしくない？」

「大丈夫よ」

　イリスは生まれてくる子のために手袋を編んでいた。

　仕事にしていただけあって完璧な仕上がり。リラが羨ましがったので中庭で遊ぶ際使うようにと、彼女の分も作り始めていた。

　暖かな炎の前で幸せそうに過ごすイリスとリラを見ていると、レオンの心も癒された。かけがえのない宝物だと切に思う。日中、時には殺伐とする政務の疲れも、ふたりの笑顔を前にすれば消えてなくなる。

　しばらく見守っていたレオンはゆっくりとふたりに近づいた。

「ふたりともそろそろ休んだほうがいい」

「あ、そうだね」

　イリスは編みかけの手袋を籠にしまいながらリラに声をかけた。

「リラもお部屋で休まないとね」

「うん……」

「……リラ、今日はパパとママと一緒に寝ようか？」

　イリスの誘いに、リラは顔を輝かせる。

　その夜は、いつかのようにリラを挟む形でベッドに入る。リラが眠るとイリスと囁き会話をした。

「リラはまだまだ甘えん坊ね」

「そうだな。けど俺はこうして親子で眠るのも好きだ」

「ふふ、私も。でも三人で眠れるのは最後かも」

　怪訝な表情を浮かべるレオンに、イリスは穏やかな目をして告げる。

「今日、先生がね、いつ生まれてもおかしくないとおっしゃっていたの」

「え、大丈夫なのか？」

　慌てるレオンに対しイリスは落ち着き払っている。

「平気。先生も侍女も控えてくれているし、なによりレオンがいるもの」

「だが、お産では男は役立たずだと聞いた」

　産みの苦しみは相当なものだと聞く。しかし男はただ待つしかできない。代わってやりたくても、こればかりはどうしようもない。

　けれどイリスは静かに首を振った。

「そんなことはないわ。レオンがいるからリラを心配しないで出産に臨めるのだもの」

「リラを？」

「リラもパパと一緒だったら不安にならないと思うの。お願いね」

「ああ。大丈夫だ、任せてくれ。リラもそして生まれてくる子も大切に守るから」

　イリスは「ありがとう」とレオンの手を握ってきた。

　またひとつ父親になる覚悟が生まれたように感じた。




　三日後の冬晴れの日。夕日が沈み始めた頃、イリスは産気づいた。

　寝室には慌ただしくお産の準備が整えられていく。執務中だったレオンは知らせを受けて駆けつけたが、夕日がすっかり沈み辺りが暗闇に包まれた頃、リラと共に丁重に部屋を追い出されてしまった。

　額に汗をかき苦しそうにするイリスの顔が焼きつき、不安が募る。それでも、子供の前では平然と振る舞わなくてはならない。

　イリスが安心して子供を産めるよう、自分も最善を尽くさなければ。

　落ち着かない様子のリラを少し離れた部屋に連れていった。温かい飲み物と大好きなクッキーを用意すると、リラはようやく気持ちを和らげたようだった。

「パパ、ママはだいじょうぶなの？」

「ああ、お医者様たちがついているからな。イリスも全力で頑張っているから大丈夫だ」

「そっか……ママがんばってるんだ」

「リラに安心して待っているようにと言っていた」

　リラはこくりと頷き、温かいミルクを飲む。

「パパ、あかちゃんのなまえはきめたの？」

「決めたよ」

　基本的には決断が早いレオンが散々悩んだ末に決めた名前だ。

「なににしたの？」

「もうちょっと待っててな。赤ちゃんが生まれたら、イリスとリラの前で発表するから」

「そっか、ママがいるときのほうがいいもんね」

「ああ」

　イリスの出産日が近づいていると知ってから、いつでも駆けつけられるよう政務を調整していた。待つ時間は長かったが、イリスとの約束通りリラを見守ることができた。

　夜が更けて朝日が昇りしばらくすると、眠るリラに付き添っていたレオンの元にイリスの侍女が駆け込んできた。

「陛下、間もなくお生まれになります」

　レオンはリラを優しく起こし、イリスの部屋に急ぐ。

　部屋の前にたどり着くと、甲高い赤子の声が耳に届いた。生命の力強さを感じるその声に、レオンは思わず立ち止まる。

「陛下」

　侍女に声をかけられたレオンは、リラと共に寝室に足を踏み入れた。

　寝室のベッドにはイリスがぐったりとした様子で横たわり、赤子は白い布に包まれイリスの隣にそっと置かれるところだった。

「イリス」

「ママ！」

　呼びかけるとイリスがゆっくりとこちらを向き、それから幸福そうに微笑んだ。

「レオン、リラ」

　枕元に近づいた時、医師が厳かに告げた。

「陛下。おめでとうございます。お世継ぎのご誕生でございます」

「……ご苦労だった」

　レオンが答えると、医師たちは静かに部屋を下がる。

　家族水入らずになり、レオンはイリスの枕元に膝をついた。

「イリス、よく頑張ったな……ありがとう」

　労わるように乱れた前髪を梳すくと、イリスの瞳が潤み出した。

「うん……無事に生まれてホッとした」

「イリスは大丈夫なのか？」

「ええ、ちょっと疲れたけど。リラは大丈夫？」

　イリスは心配そうにリラに目を向ける。疲労困こん憊ぱいしていてもリラが心配なのは変わっていない。

　リラは頬を染め赤子をじっと見つめていた。

「あかちゃん、おとこのこ？　おんなのこ？」

「男の子よ、リラの弟ね」

「おとうと……かわいい。パパなまえは？」

　イリスとリラに期待の目を向けられ、レオンは軽く咳せき払ばらいした。

「名前は、ルイだ」

「ルイ？　かわいい」

　リラは楽しそうにしているが、イリスは困惑した眼差しをレオンに向けていた。

「レオン……その名前は」

　イリスの言いたいことは分かっていた。皇帝の後継者になる男子の名前にふさわしくないと感じているのだろう。

「これでいいんだ。ルイは光という意味だ。リラが花だから姉弟でよい名前だと思っている」

「でも……この子は皇太子になるかもしれないのに」

「落ち着いたら話すが、これからは古い慣習をどんどん変えていく。もちろんよいものは残すが」

　歴代のラヴァンディエ皇帝は複数の側室を娶り、たくさんの子を作ってきた。その中で競わせ一番強い子を次期皇帝とする。レオン自身幼い頃から悩まされた悪習だ。

　しかしそれは自分の代で終わらせたい。

「兄弟は仲よくしたほうがいいに決まっているだろう？」

　レオンの心情を察したのか、イリスの瞳が揺れる。幼い頃から共にいるイリスはレオンの苦しみを誰よりもよく知っていた。

「うん……そうだね。ルイ、いい名前だわ。ありがとうレオン」

「ルイ、リラのおとうと」

　朝の光の中、ルイの泣き声が響いている。

　幸せな四人の生活のはじまりだった。




「パパ！　ルイがなきやまないよ！」

　レオンの私室には激しい赤子の泣き声が響き渡っていた。リラがあやそうとするが、どうやら手に負えないようだ。

「ルイ、どうしたんだ？」

　真面目に問いかけても赤子から返事が来るはずもない。真っ赤な顔で泣くルイを前にレオンは困惑しきっていた。

　イリスは言葉もないルイの要求を理解してすぐに泣きやませているが、レオンにその技はない。

「誰か……」

　侍女を呼びかけ思い直す。

　自分は父親なのだ。息子の世話ひとつできなくてどうする。

「そういえばイリスは抱っこをしていたな」

　恐る恐る抱き上げ、優しく包み込む。

　リラも小さいと思ったがルイの身体はそれ以上。グニャグニャしていて少し力を入れたら壊れてしまいそうだ。

「よしよし」

　イリスの行動を真似てあやしてみるがまったく効き目はなく、さらに大きな声で泣き叫ばれた。

「パパどうしよう、ルイなきやまないよ」

　リラもおろおろしている。

「なんとかする。イリスに任されたんだ。こんなことくらいで諦めるわけにはいかない」

　今日、イリスはひとりで公務に出ている。出がけにルイと離れるのを心配していたイリスに大丈夫だと請け負ったのだ。信頼を裏切るわけにはいかない。

　必死にあやしていると、「陛下？」と驚愕の声が聞こえてきた。チラリと声のほうを見やれば、扉近くに侍女二名が唖然としたような表情で佇んでいた。

　侍女たちはすぐに気を取り直したのか、近づいてきた。

「陛下、皇子様は私どもが……」

「いや、大丈夫だ」

「で、ですが……側近の方がお迎えにいらっしゃっております」

「カイルか……」

　もうそんな時間か？と時計を見る。必死になっているうちに時間が大分過ぎたようだ。しかしルイを置いていくわけにはいかない。

　侍女たちが戸惑う中、凛りんとした声が辺りに響いた。

「レオン、なにをしているの？　早く公務に行きなさい」

　声のほうに目を向ければ、ソフィアが足早に部屋に入ってきた。

　呆れたような目をして、レオンの腕の中のルイを取り上げる。

「母上、なにをするのですか？」

「父親として張り切っているのは分かりますが、あなたはこの帝国の皇帝なのですよ？」

「もちろん分かっています」

「ならばしっかりしなさい。イリスは母親と皇妃の役目、どちらもしっかりこなしていますよ」

　痛いところをつかれ、ぐっと言葉に詰まる。

「子供たちといたいのは理解できますが、家臣に手間を取らせないように。リラちゃん、中庭のサロンでおやつにしましょうか」

　ソフィアはレオンに向けていたものとは正反対の慈愛の眼差しをリラに送る。

「うん、おばあさまといく」

　ソフィアに連れられリラはさっさと出ていってしまう。置いていかれたような気になっていると、カイルの淡々とした声が耳に届いた。

「陛下、お時間です」

「分かっている」

「西の国境近くの部族で暴動が起きています」

　穏やかな家族の時間では考えられないほどの殺伐とした話題に、レオンはため息をつきたくなった。しかし気持ちを切り替えカイルを引き連れ執務室に向かう。

「兵士を送り制圧しろ。指揮官はカイル、お前に任せる」

「はっ」

　皇帝の自分にとって血生臭い話は避けて通れない。時折、憂鬱になる。それでも愛する人々のために進んでいこう。




　公務が終わり家族の待つ部屋に戻る。扉を開くと温かな笑顔と声で出迎えられた。

「おかえりなさい」

　ルイを抱いたイリスと、真っ先に駆け寄ってくるリラ。レオンにとって幸せの光景が確かにあった。




　リラとルイが眠った後の、夫婦水入らずの時間。寝室のソファーに並んで座り、一日の出来事を報告し合うのが最近の習慣だ。

　公務での出来事、子供たちの様子などその時々で話題は違うけれど、今夜は昔を懐かしむ気持ちになった。

　イリスと過ごしたルメールでの日々が、脳裏によみがえる。

　――あれはルメールで暮らし始めて一年が過ぎた頃だっただろうか。イリスとふたり、雨を避けて温室に逃げ込んだ時の出来事だ。なにかの会話の中でイリスが言った。

『でも、レオン様はいつかルメールを出ていってしまうんでしょう？　そうお父様に聞いたけど』

　寂しそうな顔をするイリスを見たくなかった。

『行かないよ。これからもイリスの側にいる』

　あの頃にはもうイリスを特別な相手だと想っていた。だから迷わずに約束したのだ。

『約束ね、大きくなってもずっと一緒だって』

　幼いイリスの嬉しそうな声を今でもよく覚えている――。

　あの頃は、〝ふたり〟いつまでも一緒の未来を思い描いていた。そして今、イリスは変わらず隣にいる。

　イリスは温かいハーブティーをゆっくり味わい、満足そうに目を細めている。気に入る香りだったのだろう。

　そんなくつろいだ姿を見ていると、レオンの表情も綻んだ。

　明るく素直で優しいけれど勉強が嫌いだったイリスは、努力家で愛情深い母親になった。頼りなさは影をひそめ、しっかりと子供ふたりを育てている。

「イリスは強くなったな」

　つい声にすると、イリスはぴたりと動きを止めてから、ハーブティーの入ったカップをゆっくりとテーブルに置いた。

「強くって、私のこと？」

「ああ。頼りがいのある母親だと思ったんだ」

「頼りがい……そうなのかな」

　あまり嬉しくはなさそうだ。なぜだろうと疑問を覚えていると、イリスはレオンに探るような眼差しを向けてきた。

「強くなったらレオンは嫌？」

「え？」

　予想外の問いだった。

「だって女の人はか弱いほうが可愛いって聞いたことがあるから」

　イリスが不安がっている理由を知った時、レオンは破顔した。そんなことを心配するなんて……彼女への愛情が高まり気づけば身体が動き彼女を抱きしめていた。

「嫌なわけないだろ？　イリスは優しく強い母親だけど、俺にとっては可愛い妻だ。何歳になったって変わらない」

「……本当に？」

「ああ。大切で愛おしくて、いつだって触れたくなる」

　頬を染めるイリスにキスをした。想いを伝えたくて、腕の中に閉じ込め口づけを深くしていく。

　日中は恥ずかしがって抵抗するイリスも、この時間は拒まない。レオンの背中に手を回し、たどたどしくも必死に応える。

　そんな妻の様子があまりに愛らしくて、レオンの欲望は高まっていくばかり。執拗なキスを堪能してから解放したイリスの頬は紅潮しており、瞳は涙が滲んで潤んでいた。

「……ベッドに行こうか？」

　あからさまな誘いの言葉だが、イリスはためらわずに頷く。すぐに抱き上げてベッドに運んだ。

「レオン……んんっ」

　イリスを降ろし覆いかぶさると唇を奪った。既に散々キスをして熱を持っていた唇を、再び何度も堪能する。

　同時にナイトドレスを肩から脱がしていく。現れた白い肌に唇を這わすと甘い声が耳に届き、レオンも熱い息を吐いた。そのまますべてを暴こうとしたが、ふと手を止めて身体を起こし、イリスの頬に手を沿えた。

「イリス」

「ん……レオン？」

　ぼんやりとした目でレオンを見つめるイリスを、レオンは柔らかな眼差しで見つめ返した。

「ありがとう……初めて出会った時、俺に声をかけてくれて」

　常に心にある気持ちをなぜ今言葉にしたのかは自分でも分からない。ただ伝えたくなった。

　イリスの瞳が揺れ、涙があふれる。

「私のほうが言いたかったのに……私、本当に幸せだよ、レオンに会えてよかった」

　胸が熱くなりこみ上げるものを感じた。

「イリス、愛している」

　何度もキスをして体温を分け合うように肌を重ねる。極上の幸福に包まれた。




完結










あとがき




　こんにちは。吉澤紗矢と申します。

　このたびは本書をお手にとっていただき、ありがとうございました。

　今作はシークレットベビーのお話です。ヒロインのイリスは事情があり娘リラをひとりで産み育てています。そこに別れた恋人で今は皇帝になっているレオンがやってくる……というストーリーです。リラは三歳ですので、作中でもよく話すし動きます。

　私にも娘がおりもう中学生なのですが、幼かった頃を懐かしく思い出しながら書きました。幼児の頃は成長の個人差が大きいそうですが、リラはかなり賢いほうなのではないかと思います。小さいながら母親の様子をしっかり見て、小さな頭でいろいろ考えています。でも子供らしくママが大好きで抱っこをせがむ甘えん坊です。

　どんなときも一途に無償の愛情をくれる子供って本当に尊いですよね。

　書籍用の番外編では本編から約一年後の出来事をレオン目線で書いています。皇帝としての姿と父親としての姿。どちらも楽しんでいただけたら幸いです。




　今回表紙カバーをすがはらりゅう先生に描いていただきました。

　ラフをいただいたときから期待が高まり、できあがるのを楽しみにしていました。素敵な絵をありがとうございます。編集の丸井様、いつも本当にありがとうございます。シークレットベビーものをこうして形にできたのは丸井さんのアドバイスのおかげです。これからもよろしくお願いします。ヨダ様に担当していただくのは二度目です。的確な指摘をいただきサイト掲載している原作よりブラッシュアップしたものになったと思います。

　本作に関わってくださった関係者の皆様に深く礼を申し上げます。

　最後に読者様に心からの感謝を。

　こうして自分の書いた物語を出版できるのは、読んでくださる皆様のおかげです。

　本当にありがとうございました。

　これからも感謝の気持ちを忘れず頑張っていきます。




吉よし澤ざわ紗さ矢や
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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